第 1 課 比較 (1) 色 の イメ ー ジ 


比較 (1) 色 の イメ ー ジ 


好き な 色 は 人 に よっ て 違い ます 。 好き な 色 で その 入 の 性 格 
が 分 か る と 土 う 人 も いま す 。 で も 、 明 る い 色 より 暗い 色 の ほ 
ぅ う が 好 き な 人 入 は 性 格 も 暗い で し ょ うか 。 色 と 性 格 が 関係 が あ 


る か どう か は 分 か り ま せん が 、 色 と その 色 か ら イ メー ジ す る イメ ー ジ 
も の は 関係 が ある か も し れ ま せん 。 
音 と 赤 と 黄 色 の 中 で どれ が 一 番 「 危 険 」 を イメ ー ジ し ます 
か 。 だいたい どこ の 国 で も 赤 か ら 「 危 険 」 を 連想 する の で は 連想 する 
な いで し ょ うか 。 赤 の イメ ー ジ は も ちろ ん 「 人 危険 」 だ け で は 
あり ませ ん 。 日 本 の 中 華 料 理 の お 店 で は カウ ンタ ー や テー プ 中 華 ( 料 理 ) 
ル は 赤 で す 。 も し それ が 青 だ っ た ら 、 き っ と 食欲 が な く な る カウ ンタ ー 
で し ょ う 。 で も 、 青 に は 列 の イメ ー ジ が あり ます 。 夏 の 著 い 列 
日 は の ど が 湯 き ます 。 そん な 時 に あな た は どん な 色 の ジュ ー 
の ER SSR oy AA 
日 本 で 赤 と 青 と 黄色 の ジュ ー ス を 用 意 し 
て 、 道 を 通る 人 に 実験 し て み ま し た 。 黄色 
の ジュ ー ス も 人 入 気 が あり まし た が 、 青 ほど 
で は あり ませ ん で し た 。 赤 は 一 番 人 気 が あ 
| まま SAASE だ さき うだ 者 る る 9 に て 
司る の EE CE よう 感じ る 
別 の 実験 で は 同じ 形 で 同じ 大 き さ の 箱 を 2 つ 持 っ て も ら っ 
TS 4k SR Os i ON CS SA ba RN = CC 、 もう よ や 尋ね る 
は 墨 で し た 。 ほ と ん どの 人 が 黒い 親 の ほう が 箇 い と 答え まし 
た 。 で も 、 本 当 は 2 つの 箱 は 同じ 重 さ で し た 。 明る い 色 に 比 本 当 は 
べ て 、 暗い 色 は な ん と な る ゃ 重く 感じ る よう で す 。 比べ る 


な ん と な く 


第 1 課 比較 (1) 色 の イメ ー ジ 


画 本 文 設問 


(1) 赤 か ら 連想 する こと は 何で すか 。 

(2) 青 か ら 連想 する こと は 何で すか 。 

C33 色 に よっ て 還 く 感じ た り 軽 く 感 じ た り し ます か 。 SGS まま 

の 2 本 文 の 内 容 を 参考 に し て 色 に よっ て イ メー ジ が どう 変わ る か 考え て みみ ましょ う 。 


画 本 文 新 出 語 ( 去 は 文型 で 学習 ) 


名詞 : 性 格 中 華 ( 料 理 ) カウ ンタ ー 別 ( の ) 
名 詞 ズ 勤 詞 世 : イ メー ジ ( す る ) 連想 (する ) 
動 記 : 感じる TL 尋ね る T 大 比べ る 
副詞 : 本 当 は 衣 な ん と な く 
[自動 詞 と 他動詞 ] 
「 か わく ( 湯 く ) エ 」 
・ の ど が 湯 く 。 


「 か わく ( 寺 く )r」 プ 「 か わか す ( 寺 か す ) エ 」 
・ 洗 濯 物 が 二 く を 寺 か す 。 

「 通 る エ 」 プ 「 通 す i」 
・ 入 が 通る を 通す 。 お 客 を 居間 に 通す 。 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 性 格 カウ ンタ ー 別 の 尋ね る 本 当 は 連想 する 】 


(1 ) 場所 が わか ら な か っ た の で 、 そ ば に いる 人 に ( )。 
(2) 私 は 青 か ら 海 を ( )。 

(3) 私 と あぁ の 人 入 は ( ) が 合わ な いよ う で す 。 | 
(4) ( ) 食べ た く な か っ た ん で す が 、 全 部 食べ まし た 。 | 


C5 は rt ES 大: 
(6) そこ は と て も 込ん で いた の で 、( 本 5 た きま で ES な だ る 


乾かす 通す 居間 そば 
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画 文型 ・ 素 現 
(* 三 初級 レベ ル の 基本 文型 ・ 表 現 ) 


「 比較 」 の 文型 ・ 表 現 〈1) | 一 LmT 比 較 」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


(1) 人 人 は B よ り ・・・ ネネ 
・ この 教室 は と な けり の 教室 より 広い で す 。 


(2 ) A と B と どちら ン ど っ ち が ・・・  * 
1. きょう の テス ト と きのう の テス ト と どちら が 難し か っ た で すか 。 
2 か な さん どう ミス さえ ん えど どっ | ち が 幸 が 高 避 * 替 本 ま か 。 


(3) て 〈A よ り ) 、B の ほう が ・・・ ネ 
その 映画 より この 映画 の ほう が お も し ろ い で す 。 


(4) へ 人 は B ほ ど ・・・ な い 
— SN 「 ば ー ほ ど 」、Li1『「 一 ほど は な い 」、L13「 ズ 動詞 > 士 ほ ど だ 」 
週 は 先週 ほど 著 く あり ませ ん 。 
> さん は 日 本 語 が 上 手 で す が 、 ジョ ン さ ん ほど 上 手 に 話せ ませ ん 。 
これ も お いし か っ た で すけ ど 、 き の う 食 べた も の ほど で は あり ませ ん 。 


w to 


(5) X (の 中 ) で 何 グ だ れ プ どこ いつ ジン が 一 番 ・ て 
1. 日 本 料理 で 何 が 一 番 好 き で すか 。 
きょう は だ れ が 一 番 早 く 来 まし た か 。 


ト う 


(6) X (の 中 ) で 一 が 一 番 ・・・ * 
・ 今 ま で 放 行 し た 国 の 中 で イン ド が いち ば ん 楽し か っ た で す 。 


(7) A と B と C の 中 で どれ だ れ プ どこ いつ が 一 番 ・・・ 
1. ビー ル と ウイ スキ ー と 日 本 酒 の 中 で どれ が 一 番 好 き で すか 。 
2. 金曜 と 土曜 と 日 曜 の 中 で いつ が 一 番 都 合 が いい で すか 。 


(8) WE 上 LE べ る 』 
19 犬 本 きど <G 4M 欠 が 交 そ が 
1. この スー パー は 駅 前 の スー パー に 比べ て 野 業 が 高い で す 。 
2. この 町 は ほか の 町 と 比べ て 外国 人 が 多い で す 。 


に ほん し ゅ 


人 まで ウイ スキ ー 日本酒 


2) A は B に と 比べ る と (X が )・・・ 


課 比較 け ) 


色 の イメ ー ジ 


の で まま お な ミミ モ 灯 と だ ど 北 る ちち エ うっ に だ 質 が 井 い で ぞ です: 


2-3 到 年 だ EE べべ: 策 は ME の 四 が が ま 3 に た さ 


| その他 の 文型 S 表現 


(1 ) て い 形 容 詞 く 十 感じ る 
1. 風 が 吹く と 、 気温 よ り も 寒く 感じ ます 。 
2. 話 が つま ら な いと 、 時 間 が 長く 感じ ます 。 


(2 ) な ん と な く  (※ は っ きり 理由 ・ 原 因 が わか ら な い 場 合 ) 
1. 最近 な ん と な く 体 の 調子 が よく あり ませ ん 。 
の こち * ち の の 4 まう 9 の 9 な が だ な か てく YSN さ と どい ます は ど 。 
EE な 入 洛 と gks を 要 だ お 如 電 計 に た だく なり まじ: た 。 


(3 ) 副詞 + の 二名 詞 > 

1. は ほとんど デ お お ぜ い グ 多く の 人 が その 話 を 信じ に ませ ん で し た 。 
の 9 だ kN だ NO で この ば が が SS まだ に : だ S 

3-- そ の 考え 方 は か な り の 人 に 影響 を 全 え まし . た 。 

4. さっ き の 話 は だ れ に も 言わ な いで くだ さい ね 。 

5。 山田 さん の 邊 刻 は いつ も の こと で す 。 

6. 最近 の 若い 人 は 電車 の 中 で マナ ー が 悪い で す 。 


(4) (X は ) 一 に よっ て 違う ププ いろ いろ だ 

(一 L.2 本 文 「ー に よっ て 一 た りー た りす る 」) 
考え 廊 は 和信 に よっ て 違い ます 。 
学生 の 国籍 は クタ ラス に よっ て いろ いろ だ 。 


心 CO oO ピピ 


(5) 一 の で は な いで し ょ うか 
ーー 支 会話 文型 ・ 表 現 く 1>「 考 え を 言う 」 
1. それ より こち ら の や り 考 の ほう が いい の で は な いで し ょ うか 。 


2. 東京 の 物価 は ほか の 町 に 比べ て か な り 高 い の で は な いで し ょ う ヵ 


3.。 みん な で が ん ば れ ば 、 で きる の で は な いで し ょ よう か 。 


質 気温 影 敬 (する) 与え る (受け る *) マナ ー 男 


か く 


四角 い (一 L5 関 連語 ) 


こく せる 


学校 に 来る 時 間 は 日 に よっ て 違い ます 。 8 時 だ っ た り 8 時 半 だ っ た り し ます 。 
形 は 物 に よっ て いろ いろ で す 。 丸 か っ た り 、 加 有朋 か つた り し ます 。 


まる 
し ヽ 
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画 文型 ・ 表現 練 習 


(1) A は B ほ ど ・・・ な い 
1. 佐藤 さん は 田中 さん は ほど e 
2. 私 は だ は ど 、 ほど e 
3 け ど 、 ほど で は あり ませ ん 。 
(2) A と B と C の 中 で どれ だ れ プ どこ いつ が 一 番 ・・・ 
1. 豚肉 と 一 番 ° 
EN 一 番 
3. 一 番 難 し いで すか 。 
(3) A は B に と 比べ で て (X が )・・・ 
1. 私 の 国 は 日 本 と 比べ て ぁ 
2. 日 本 語 は pe 
RR p 
(4) ぐい 形容 詞 テ く 十 感じ る 
1. 青い 服 は 黒い 服 と 比べ て 、 2 
2. 同じ 50 キ ロ で も バイ ク の は ほう が 
(5) な ん と な く 
1. な ん と な く こ ちら より そちら の ケー キ の は ほう が そう で すね れ ね 。 
A で 
B「 」 
(6 ) (ご は ) に よっ て 違う プ い ろ い ろだ 
1. は 人 に よっ て 違い ます 。 
いろ いろ で す 。 小さ か っ た り 大 きか っ た り し ます 。 


2 


ーー ニー ニニ ーーーーーー ニ ーーー レ ーー 
ー5 一 


ぶた に て 
豚肉 バイ ク 
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画 作文 練習 


や 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ぐ ト ピッ ク の 例 > 

『 私 の 好き な 色 』: 自分 の 好き な 色 、 そ れ が 好き な 理由 も 書い て み ま し ょ う 。 

『 い ろ い ろ な 場合 』 : 人 ン 物 場合 に よっ て 違う と いう こと に つい て 書い て み ま し ょ う 。 
・ 『 日 本 の 家 プ アパ ー ト 』: 自分 の 国 と 比べ て 書い て み ま し ょ う 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 
色 の 単語 


1. 名 詞 と 形容 詞 が ある 単語 

・ 赤 ( い )、 白 ( い )、 黒 ( い )、 青 ( い )、 黄色 ( い )、 茶色 ( い ) 
2. 名 詞 だ け の 単語 SS 

・ 緑 ( 色 )、 灰 色 、 桃色 、 金 ( 色 )、 銀 ( 色 ) 
3. カタ カナ 


グリ ー ン 、 グ レー、 ピ ンク 、 オ レン ジ 、 ゴー ルド 、 シルバ ー 


+ か に さ お 
・ 真 っ 白 、 真っ 黒 、 真っ 赤 、 真っ 青 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 / 


の 録音 を きい て 答え を 1 ~4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


ロ 或 解 新 出 語 : 畳 「 お 邪魔 し ます 」 


第 2 課 様子 ・ 類 似 (1) 世界 の じゃ ん けん 


様子 ・ 類似 (1) 世界 の じゃ ん けん 


子ども の 半 び に は いろ いろ あり ます が 、「 鬼 ご っ こ 」 と いう 
の は だ いた い 世 界 中 に ある 遊び の よう で す 。 その 鬼 は どう 
や っ て 決め ます か 。 日 本 で は 「 じ ゃ ん けん 」 で 決め る の が 普 
通 で まく まじ や 輝け ん ば べ の と きつ で 、、 そ ささ まっ らい な ペー 
の どれ か 1 つ を 出し て 、 負 けた 人 が 鬼 に な り ま す 。 

この じゃ ん けん も 世界 各地 に あっ て 、 よ く 似 て いま す 。 手 
を 握る 「 グ ー」 が 「 石 」 を 、 指 を 二 本 出 す 「 チ ョ キ 」 が 「 は 
さ み 」 を 、 手 を 開く 「 パ ー」 が 「 紙 」 を 表す の が 一 番 多 いで 
す 。 石 と は さ み と 紙 の 勝負 で すか ら 、 グ ー は チョ キ に 勝っ て 、 
チョ キ は バー に 勝つ こと が 分 か り ま す 。 紙 は 石 を 包む の で 、 
パー は グー に 勝ち ます 。 国 に よっ て 、 グー が 金 づ ち だ っ た り 、 
紙 が 布 だ っ た り し ます 。 

マレ ー シ ア の じゃ ん けん は ちょ っ と 違い ます 。 グー と バー 
の 形 は 日 本 と そっ くり で す が 、 チ ョ キ は 指先 を 全部 合わ せ て 
前 に 出し て 、 ま る で 台 の くち ば し の よう な 形 を 作り ます 。 そ 
し て 、 パ バー は 紙 で は な く て 水 を 表し ます 。 で すか ら 、 石 と 詞 
と 水 の 勝 負 で す 。 

イン ド ネ シア に も じゃ ん けん の よう な 遊び が あり ます 。 所 
りこ ぶし か ら 親 指 だ け を 出す の が 「 象 」 で 、 人 差し 指 だ け を 
出す の が 「 入 」、 小 指 だ け 出 す の が 「 ア リ 」 だ そう で す 。 旬 が 
入 に 勝っ て 、 和 人 が アリ に 勝つ の は 分 か り ま す が 、 ど うし て デア 
リ が 象 に 勝つ の で し ょ うか 。 アリ みた い に 小 さく で て も 大 きい 
も の を 倒す こと が で きる と ころ が お も し ろ い で す 。 
本 文 設問 (3③) A B C 


和 遊び. 鬼ごっこ 
鬼 
じゃ ん けん 
グー チョ キ 
z ミ ーー 

各地 似る 
握る 指 
表す 

勝負 

金 づ ち 

布 

そっ くり 指先 


合わ せる まる で 
くち ば し 
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画 本 文 設問 


(1) 「 鬼 ご っ こ 」 で は どう や っ て 鬼 を 決め ます か 。 


(2) 日 本 の ゲー、 チ ョ キ 、 ペ パー ド は 宅 れ ぞ れ 有 お で 突 で に で いま すか 。 こ で ぞ れ ば あな が 


た の 国 と 同じ で すか 、 違い ます か 。 どこ が 違い ます か 。 

(3) マレ ー シ ア の 「 チ ョ キ 」 の 形 を 写真 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 

の ② イン ド ネ シア の 遊び で は 、 ど うし て アリ が 象 に 勝つ の だ と 思い ます か 。 
理由 を 自由 に 考え て みて くだ さい 。 


画 本 文 新 出 語 娘 は 文型 で 学習 ) 


お や ゆび ひと 


名 詞 : 導 び 各 じゃ ん けん 各地 指 親指 人 差し 指 小指 
金 - づ ち 布 くち ば し 握り こぶ し アリ 衣 と ころ 
な 形容 詞 ・ 衣 そっ く り 太一 みた い 
名 詞 プ 動詞 : 勝 負 ( す る ) SS ミ 了 
琴 詞 : 大 似 る 握る 1 表す (表わす ) 1 合わ せる I 倒す r 
事 詞 : 大 ま る で 
その 他 : 抑 ご っ こ FE じゃ ん けん 、 ぽ ん 」 「[ グー、 チ ョ キ 、 バ パー 」 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
-( バ ー を ン ン 指 を ) 出 す r。 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


「 合 う エ 1」 プ -「『 含 わせ る 芽 」 

・ 二 入 の 意 上 慎 が 合う 。 

・ み ん な の 意見 を 合わ せる 。 手 を 合わ せる 。 時 計 の 時 間 を 谷 わ せる 。 
「 倒 れ る TL」 ププ 「 倒 す ェ 」 

・ 人 人 ( 木 ) が 倒れ る を 倒す 。 

・( 試 合 で ) 相 手 を 倒す 。 
「 決 まる Tr」「 決 め る 東 」 

予定 ( リ ー ダ ー) が 決ま る を 決め る 。 


を 失 そ れき 天 ょ る 
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画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 布 握る 倒す 合わ せる 表す 出す 】 


タイ の あい さ つ は 、 両手 を ( )ss お じ ぎ を し ます 。 

王 入 と も 同じ 、 ト グー っ を 、( ) た ら 、 も うぅ う 一 度 じ や ん けん を し ま 
す 。 

大 切な 物 を きれ いな ( ) で 包み まし た 。 


象 に は すご いみ が あ り ま す 。 木 を ( )、 そ れ を 尋 を 使っ て 運び ます 。 
地図 の 『〒』 の マー ク は 郵便 局 を ( UN まとも 

山田 さん は カラ オケ が 大 好き で 、 マ イク を (〈 ) た ら な か な か 蔽 
し ませ ん 。 


画 文型 ・ 表 現 
(ネー 初級 レベ ル の 基本 文型 ・ 表 現 ) 


「 様 子 ・ 類似 』 の 文型 〈1) | 一 大 Liz「 和 様子 ・ 類 似 」 の 文型 (2) 


(参考 ) 推量 の 「 よ う 』 
( 注 ) 「 よ う 」 を 使う が 、 この 課 で 学習 する 文型 と 用 法 が 違う 。 
X4 杜 2C ど だ どうも )・・ ・ よ うだ * 
1. その 話 は (どう も ) 本 当 の 上 よう で す 。 
2. 外 は か な り 量 いよ う で す 。 
3. と な り の 部 屋 に だ れ か いる よう で す 。 
4. 田中 さん は きのう 家 に 帰 ら な か っ た よう で す 。 


CE 
1 EE ホホ 一 大 L16「ー ら じい 」 
1. 大 人 な の に 話し 方 は 子ども の よう で す 。 
2. まだ 5 月 だ けど 、 と て も 著 く て 夏 の よう で す 。 
3. 本 当 に 合格 し た ん で す 。 まる で 夢 の よ う で す 。 


お と な 


お じき ぎ (する) 輩 放す 1 大 人 


第 2 課 様子 ・ 類 似 (1) 世界 の じゃ ん けん 


2 ) X は (まる で )・・・ よ うな + オ て 名詞 
1. 太郎 天 は まる で 女の子 の よう な 声 で 話し ます 。 
2. 西洋 の チェ ス は 日 本 の 将棋 の よう な ゲー ム で す 。 


3 ) X は (まる で )・・・ よ うに 凸 べ ぐい ・ な 形容 詞 プ 動詞 
1. まる で 日 本 人 の よう に 上 手 に 話し ます 。 
2. と て も 疲れ て いた の で 、 ま る で 死ん だ よう に 有 寝 て いま す 。 


(2) みた い  (※ 会 話 表現 ※ 名 詞 の 時 に 「 の 」 が 入ら な い ) 
X は (まる で )・・・ み た い だ 
1. ホ ち ゃ ん の 手 は と て も 小さ く て 、 ま る で 紅葉 みた いで す 。 
2. この タワ ー の 上 か ら 見 る と 家 や 車 は みん な お も ちゃ みた い に 見 えま す 。 


(3) A は B に ググ と (X が ) 似 て いる プ A と B は (X が ) 似 て いる 
1. 山田 さん は お 父さん に よく 似 て いま す 。 
ウト: の SO2S で AA に だ の ョ 50 はじ 方 が 信 で いい まず 。 
3 ーー 人 は 体つき も 性 格 も よく 似 て いま す 。 
4 形 が 似 て いる か ら 間 違え な いよ うに し て くだ さい 。 


(4) A は B と (X が ) そっ くり だ A と B は (X が ) そっ くり だ 
1. 加藤 きん は お 母さん と 目 が そっ くり で す 。 
2. あの 映画 の スト ー リ ー は この 本 の と そっ くり (同じ ) で す 。 
3.。 きのう これ と そっ くり の 自転 車 を 駅 前 で 見 まし た よ 。 


その他 の 文型 ・ 表現 


こと ば て い ぎ 
(1 ) 言葉 の 説明 定義 
) KSC を YYV つ の) は どう いう 意味 で すか 

8 3 ok 9 (eeRG Se 

1. 「『 そ っ くり 』 と いう の は どう いう 意味 で すか 」 
「 形 や 内 容 が 同じ と いう こと で す 」 

2. 「『 バ ツ い ち 』 と いう の は どう いう 意味 で すか ] 
「 離 婚 の 経験 が 1 回 ある と いう 意味 で す 」 


せい よう と う よ う も まう 5 か ら だ な いよ う 


画 洋 (る 東洋 ) チェ ス 将 筐 ゲー ム タワ ー 体つき スト ー リ ー 内 容 
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2) X 
Xx 
1. 


3. 


と いう の は 何 (の こと ) で すか 

と いう の は ・・・( の こと ) で す (※「・・・」 の 最後 に は 名 詞 が 来る ) 
「『 メ ル 友 』 と どい う の は 何 の こ と で すか 」 
[携帯 電話 や パン コン の メー ル だ け で 連絡 し て いる 友達 の こと で す 」 
F『2DK』 と いう の は 何 の こ と で すか 」 
「2 つ の 部 屋 と ダイ ニン グ キ ッ チ ン が ある うち の こと で す 」 

注 ) 会 話 の くだ けた 表現 で は 「『「 一 と いう の は 」 が 「 一 っ て 」 に な る 。 
「『 定 食 』 っ て 何 ( の こと ) で すか 」 


(2) A が ・・・ を 、B が ・・・ を 一 (※ 文 章 で よく 使う 文型 ) 
(※ 同 じ 動 詞 を 使う 文 が いく つか ある 時 に は 前 の も の を 省略 する ) 


l. 
ジジ 


(3 ) 『 と ころ 』(※ く 場所 > つく 点 、 箇 所 >) っ ささ L.4「・・ 
1. 


2 


S。 


画 文吾 ・ 表 現 練習 


山田 先生 が 初級 クラ ス を 、 森 先生 が 中 級 ク ラス を 教え て いる 。 
リー さん は 田中 さん と 、 ケ ン さ ん は 佐々 木 さ ん と 組ん で テニ ス を し た 。 


・ と いう 点 」 
一 度 書 いた あと で 、 変 な と ころ が な いか 先生 に 見 て も らい まし た 。 
A 「 山 田 さ ん の どん な と ころ ( 三 ど こ ) が 好き な ん で すか 」 


BE と で も 食い と こつ の で お ねり 
この ロボ ポット は 大 と 会 話 で きる と ころ が すま すごい です 。 


(1 た 共 は (まるで)、、、 そま 


EE 
2: 


o 


よう に 話 革 ます 。 


oN SG AL 
あの 人 は まる で 
お 母さん が 若く 見 そる か ら 、 


RE EE Ai いで ホホ N る どこ まる で 


© 


最近 の コン ビ ピュー ター グラ フィ ッ ク の 技術 は すご いで す 。 ま る で 


© 


』 の よう な 遊び が あり ます 。 


私 の 国 に も 日 本 の 『 


LT 


RR ディ ー テ ケー し ょ きゅう ちゅ うき ゅ ゆう * 
ek モー 中 級 組む 1+ ロボ ント グラ フィ ッ ク il 
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(2) A は B に ググ と (X が ) 似 て いる ププ A と B は (X が ) 似 て いる 
1. 私 の か ば ん は > 
2. か ら 、 電話 の 時 に は よく 


間違え て し まい ます 。 
(3) AA は B と (X が ) そっ くり だ ププ A と B は (X が ) そっ くり だ 
l. か ら 、 写 真 を 見 て も 区 別 が で きま せん 。 
2. 息子 は 1 
秒 , が ハ さ か っ た ころ と そっ くり で す 。 


C49 ミ よい う の は いい tt の こと うだ と で = さと いう ご と だ 
1. 『 快 速 電車 』 と いう の は a 
2. 『 漢 和 辞 典 』 と いう の は Gs 
3. 『 学 校 を 早退 する 』 と いう の は と 


画 作文 練習 
の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 
< ご トピック の 例 


『 私 の 友だち 』 : 二 人 の 友だち に つい て 似 て いる と ころ を 書い て み ま し ょ う 。 
『 子 供 の 遊び 』: 子供 の 遊び を 簡単 に 説明 し て み ま し ょ う 。 (名 前 と 部 び 方 ) 


区 別 ( す る ) 棋 速 (電車 ) 漢和 (辞典 ) 
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還 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 
(1) 体 の 部 分 
SN ほお ン ほ は ほ ()、 Yi 


・ 目 、 耳 
・ ひ じ 、 手間 、 指 (親指 、 人 差し 指 、 中 指 、 薬指 、 條 痢 )。 、 っ め ゅ (ON) 
・ ひ ざ 、 足首 、 か か と 、 つま 先 


(2) 動物 の 名 前 と 数 え 方 
・ 邊 、 8 トラ ( 廊 )、 ライ オン 、 パ ンダ : 1 頭 、 2 頭 


犬 、 猫 、 き つね 、 ね ずみ 1 匹 、2 匹 
島 、 は と ( 培 )、 す ず め 、 カ ラス 2 : 
むし 上 

・ 躍 、 ア リ ( 虹 ) だ 下 括 に ミク: 下 > ン 


(3) 「 〇 つつ 中 (じゅ う )」(※ そ の 場所 すべ て ) 
・ 世 界 中 、 日 本 中 、 町 中 、 村 中 、 学 校 中 、 家 中 
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程度 ・ 変化 (1) 不便 な 駐車 場 


す で ( 近 く ) 一 建て 
料金 
や や 


ある 会 社 が 駅 の すぐ 近く に 3 階 建 て の 駐車 場 を 造っ た の で 
す が 、 あ まり 利用 する 人 が いな か っ た そう で す 。 料金 は 1 時 
間 300 円 で すか ら そ ん な に 高く あり ませ ん 。 駅 か ら や や 速い 
と ころ に も 駐車 場 が あり ます が 、 こ ちら は 30 分 100 円 で す 。 
1 時 間 で 比べ れ ば 、 駅 の 近く の 駐車 場 の ほう が こち らら より 
100 円 高い で す 。 で も 、 ア バー ト の 家賃 も そう で す が 、 駅 に 
近けれ ば 近い ほど 高く な る の が 普通 で す 。 

それ で は 、 な せ ぜ 駅 の 近く の 駐車 場 は 入 気 が ない ので し ょ う 
か 。 実は 、 こ の 駐車 場 に は エレ ベー ター が な い の で 、3 階 に 
止め た ら 階 段 で 降り た り 上 っ た り し な けれ ば な ら な い の で す 。 
これ が けっ つこ うつ ち いよ う で す 。 それ で 、 1 階 は いつ も いっ 
ぱい で 、2 階 も まあ まあ 利用 が ある の で す が 、 3 階 は ほとん 
ど 利用 きれ ませ ん で し た 。 困っ た 経営 者 は 何 か い い 方 法 は な 
いか が 才 ま で て で 、 コ つの アデ イズ ディ 才 を きい つき まし に た 。 上 に 行け 
ば 行く ほど 料金 を 安く する こと に し た の で す 。 さ っ そく 2 階 
は 1 時 間 200 円 に し て 、3 階 は それ より さら に 50 円 安く し ま 
SS で 2 

この 方 法 は 大 成功 で し た 。 今 で は 上 の ほう ほど と ど 旦 くい っ ぱ 
い に な っ て 、 1 階 か ら 3 階 まで いつ も 「 満 車 」 の 表示 が 出 て 
いま す 。 少し で も 安く な る な らら エレベーター な ん て な く 《 く て も 
いい と 考え る 人 が 多い の で し ょ う 。 どれ くら い 安 けれ ば 、 不 
便 で も か まわ な いと 考え る か 、 そ れ が 問題 で す 。 


それ で は 


上 る 

SE お:S 
いっ ぱい まあ まあ 
経営 者 

アイ ディ ア 

思い つい Sse 


さら に 


大 成功 今 で は 
満車 表示 
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画 本 文 設問 


(1) この 駐車 場 は な ぜ 初 め は 利用 する 和信 が あま り い な か っ た の で すか 。 
(2) この 難 車 場 の 3 階 の 料金 は 前 は いく ら で 、 今 は いく ら で す か 。 
(3) この 駐車 場 は 今 は な ぜ 上 の ほう ほど 早く 満車 に な る の で すか 。 
⑦ いくら 安く て も 、 和 不便 だ っ た ら 利 用 し な いと いう 場合 も ある で し ょ うか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


名 詞 料金 経堂 者 アイ ディ ア ( ア イデ ア ) 大 成功 満車 

い 形 容 詞 : つ らい 

名 詞 プ 動詞 : 表示 (する ) 

動 語 SEkAekCO ここ L 

事 詞 :・ す で (近く ) いっ ぱい さっ そく さらに 誠信 で は 
大 や で や 大 まあ まあ 炊け っ こう 

接続 詞 : 大 それ で は 

その 他 : 建て 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 建て つら い 上 る いっ ぱい さっ そく 思い つく 1】 


いい 方 法 を ( まじ だ 。 
(2) 友だち か ら お いし い レ スト ラン を 教え て も ら っ た の で 、(〈 ) 


行 so: て な まじ た 。 
(3) 。 自転車 で この 坂 を ( ) の は 天変 で す 。 バイ ク な ら 楽 で す 。 
(4) も うお な か が ( ES 
(5) 友だち は 9 階 ( ) の マン ショ ン の 8 階 に 住ん で いま す 。 


練習 が ( ) の で 、 も う や め よ うと 思っ て いる 。 
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画 文型 ・ 表 現 
(* 三 初級 レベ ル の 基本 文型 ・ 表 現 ) 


| 「 程 度 ・ 変化 」 の 文型 ・ 表 現 (1) ご 大 L13「 程 度 ・ 変 化 」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


( 1 ) 程度 の 疑問 副詞 
1): ど れ ぐ らい どれ ぐらい 、 ど の くら いと どの ぐら い : ・ * 
1. ここ か ら 駅 まで どれ くら いか か り ま すか 。 
2. きのう の バー ティ ー で は どの ぐらい 飲ん だ ん で すか 。 


2 ) どれ だ けど の 程度 
1. その ダイ エッ ト で どれ だ け や せ た ん で すか 。 
2. 漢字 を どの 程度 覚え れ ば 、 新 聞 が 読め る よう に な り ま すか 。 


(2) ~ よ り どの くら い グ どれ くら い プ どれ だ けど の 程度 ・・ 
1. あの 新しい 店 は 安い そう で すけ ど 、 普通 の 店 より どの くら いい 安い ん で すか 。 
2. コン ピュ ー タ ー を 使う と 、 ど れ ぐ らい 速く で で きる よう に な り ま すか 。 
3. 年 末 に な る と 、 仕 事 は いつ も より どれ だ け 忙 し く な る ん で すか 。 
4. 上 級 ク ラス は 、 こ の クラ ス よ り ど の 程度 難し いで すか 。 


(3 ) ~ よ り 程度 の 副詞 (少し 、 ず っ と 、 か な り ) > ・・・ * 
「 こ の 親 は それ より どの ぐら い 大 きい で すか 」『「 そ れ よ り 少 し 大 きい で す 」 
2。 [北海 道 は ここ より どれ ぐら い 寒 いで すか 」 「 こ こよ り ず っ と 実 い で す 」 
3. この 仕事 は いま まで の 仕事 より か な り 大 変 で す 。 


(4) A へ は B よ り プ A よ り B の ほう が < 具体 的 な 数 字 >・ 
1. 私 の は ほか の 人 の より ケー キキ が つる 少な いで まま よ 。 
2. 今朝 は いつ も より 1 時 間 早 く 起 きま し た 。 
3 に だ こち ちの で ん ド の ほう が そ 堆 よ す 30 センチ 生 い で は 。 


(5) ば ほど ・・・ グ ンー な ら ー ほ ど ・・・ * 
1. 安けれ ば 安い は ほ は ど た く さく RNNSSSSS 
2. 説明 を 聞け ば 聞く ほど 分 か ら な く な けり まし た 。 
3. 住む と ころ は 、 静 か な ら 静 か な ほど いい で す 。 


た いて き に 7 ナッ と 


に 
字 [表記 ]『 今 朝 』 を 「 け さ 」 と 読む 場合 が ある 。 
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(6) ご 名 詞 >+ ほ ど ・・・ 
1. た いて い 質 が いい も の ほど 値段 も 高く な り ま す 。 
2. 若い 大 ほど マナ ー を 知ら な いと お 年 寄り は 言い ます 。 
3. 自慢 する 人 ほど 本 当 は あま り で きま せん 。 


(7) 程度 の 副詞 


いち ば ん 最も (一 し L.16 本文) 


全然 勉強 し な か っ た の で 、 き ょ う の 試 験 は 全く で きま せん で し た 。 

遅く 行っ た の で 、 スピ ー チ は ほん の 少し し か 聞け ませ ん で し た 。 

今年 の 新入 生 は 去年 より や や 少な い ン 少な * め で す 。 

テス ト の 点数 は まあ まあ で し た 。 良 く も な か っ た し 、 悪く も な か っ た で す 。 
みん な は 嫌い だ と 言い ます が 、 私 は 納豆 が けっ こう 好き で す 。 

だ いぶ ング 相当 療 れ て いる よう で すね 。 今晩 は 早く ぐ 寝 た ほう が いい で す よ 。 

通訳 ・ ガ イド 試験 は 非常 に ご どす ごく 難し く て 、 合 格 率 は 10 く らい で す 。 
富士 山 は 世界 で 最も 形 が きれ いな 山 の 一 つ で す 。 


oO NU ho RM = 


(8)『 今 で も 』『 今 で は 』 (※ 変 化 が な い 場 合 と ある 場合 ) 

100 年 前 に 建て られ た 家 が 今 で も ここ に 残っ て いま す 。 

それ は も うぅ 30 年 前 の こと で す が 、 今 で も よく 覚え て いま す 。 

昔 は ここ に 川 が 流れ て いま し た が 、 今 で は 全部 道路 に な っ で し まい まし た 。 
5 年 前 まで は 全然 売れ な い 歌 手 で し た が 、 今 で は 最も 人 気 が あ る 歌手 に な り 
Br 


> OO 5 


まん すこ ロ ぞう と どう 人 心 よ う 


(お ) 年 寄り 自慢 (する ) 少し も 全く. (少な ) め ほん の だ いぶ 相当 非常 に 
し ん に う せ いい て ん すう な っ と 3 リー バー だ さん 


すご 最も 新入 生 喜 数 納豆 通訳 (する ) 一 率 ~% [固有 名 詞 ] 富士 
今 で も 流れ る 道路 [表記 ]『 今 年 』 を 「 こ と し 」 と 読む 場合 が ある 。 
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第 3 課 程度 ・ 変 公 (1) 不便 な 駐車 場 


その 他 の 文型 ・ 表現 


( 1 ) 取り 立て る 表現 
1 ) 名 詞 一 な ど (※「 例 えば 」 の 意味 ) 一 L.6 本 文 
1. テレ ビ 番 組 の 中 で は 、 ド ラマ や 映画 な ど を よく 見 ます 。 
2. 遅く な っ た と き は 、 レ スト ラン な ど で 晩 ご 飯 を 食べ て か ら 帰 り ま す 。 
注 )「~ な ど 」 は 硬い 言い 方 で 、 口語 的 な 言い 方 で は 「 一 な ん か 」 を 使う 。 
注 ) 提案 する 場合 の 文型 一 去 会 話 文 型 ・ 表 現 こ 8> 


2) 名詞 > な ん て (※ 和 否定 の 文型 か 表現 と 一 緒 に 使わ れ て 、 それ を 軽く みる 気持 ち が 入 る ) 
1. 試験 な ん て な い ほ うがい いで すず す 。 
2. 学歴 な ん て 全然 関係 あり ませ ん 。 実 が あれ ば 大 丈夫 で す 。 
注 ) 自分 の こと に つい て 言う と き は 謙 避 の 用 法 
3. 私 な ん て まだ まだ で す 。 も っ と 勉強 し て 上 手 に 話せ る よう に な り た いで す 。 
注 ) 硬い 言い 方 で 「 二 な ど 」、 口語 的 な 言い 方 で 「 二 な ん か 」 も 使う 


3) 交 文 な ん て  (※ 驚 き の 気 持ち が 入る 。 一 Lo 本 文 ) 
1 あの まじ め な 山田 さん が あん な こと を する な ん て 信じ られ ませ ん 。 
2.、 あの いつ も 元気 な 先生 が 病気 で 学校 を 休む な ん て 。 


(2 ) こと に する し た  (※ 自 分 の 意志 で 決め た ) 一 廊 L.5「~ こ と に な る 」 
1. 来年 大 学 の 入学 試験 を 受け る こと に し まし た 。 
2. この 辞書 は 古く な っ た の で 、 新 し い 辞 書 を 買う こと に し まし た 。 
3. 週末 は ちょ っ と 都 含 が わる い の で バ パーティー に は 行か な いこ と に し ます 。 
DA な さい いら 


(3) それ で は (どう し て )・・・ っ 大 し フ 7「 そ れ で は 」(※ 話 題 転換 ) 
それ じゃ 
・ 信 「 ど こ か 体 が 悪い ん で すか 」 
BB 『 い いえ 。 そう や あり ませ ん 」 
A 『 そ れ じ ゃ や 、 ど うし て いつ も 寝 て いる ん で すか 」 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1) より どの くら い プ どれ くら い プ どれ だ けど の 程度 ・・・ 
Er 下さ 本 は: 第 ささ: の りり 
2. 新しい アバ パ バート は 


が くれ き ヒ っ nzt 
歴 実 
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3. ば 、 


(2) ~~ より < 具体 的 な 数 字 >・・・ 
1. 病気 に な っ て 、 い つも の 体重 より 
2. 彼 の 家 は 私 の 家 よ り 部 屋 が 


3. より 1 時 間 


(3 で SS 名 机 まだ NRN 
1. お 金持ち ほど 
2. 古本 屋 で も 、 有 名 な 作家 の 本 ほど 


(4 ) 程度 の 副詞 
1 つも: より SS'W8 
ジホ 0 おり で: 閑 
3. 日 本 で は あま り 知 られ て いま せん が 、 


© 


4.、 さっ き 薬 を 飲ん だ の で 、 だ いぶ 


は 最も 
(5) 一 な ど 、 一 な ん て 
1. 日 本 の 料理 の 中 で は 、 や 
OR CN bi er 3 まう : が の めい)。 
0 


em や 
1. 今週 は と て も 忙し か っ た の で 、 
2. 初め は 


ぶる ほん や 


体重 (お ) 人 金持ち 吉本 屋 1 


第 3 課 程度 ・ 人 変化 (1) 不便 な 駐車 場 


の SS 5 


の で 、 甘 いか も し れ ま せん 。 
は まあ まま まあ で し た けど 、 


は ば (けっ ごう 


の 一 人 で す 。 


な ど を 
か ら 。 
な ん て 信じ られ ませ ん 。 


週末 は 出かけ な いで 、 
だ 20 た に 


よく 考え て 
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第 3 課 程度 ・ 変 化 (1) 不便 な 駐車 場 


画 作文 練習 
の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご ご トピック の 例 
・ 『 私 の 住ん で いる 町 』: 具体 的 な 数 字 や 「 程 度 の 副詞 」 を 使っ て 、 学 校 が ある と ころ 
(自分 の 国 の 町 ) と 比べ な が ら 書 いて みみ まし ょ う 。 
・ 『 こ れ か ら の 計画 』: これ か ら 半 年 一 年 くら い の 予 定 に つい て 、 自分 で 決め た こと 
に つい て 書い て み ま し ょ う 。 な ぜ そ れ を する こと に し た か も 書 
きま じょう ラ 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出征) 


(1) 表示 
まん し ゃ で Le 過 , i hd 
・ 満 こい < 空 Sn で で 空 室 


じょう 
(2) 「 一 場 」 の 単語 SS os 
- 駐 車場 、 運 動 場 、 競 技 場 、 野 球場 、 ド ー ム 球場 、 劇 場 、 展示 場 、(ー- の ) 会 場 


rt 「 お 金 」 と 関係 の ある 単語 


に 邊 完 半 小生 氏 


利用 料金 a 食事 代 飲み 物 代 契 邊 
洋服 代 電話 代 


て すう りょう そう りょう 


手数 料 送料 レン ーー 
給料 (※ 県 ゆう げっ 絵 ) 


※ 時 給 : 1 時間 の 絵 料 月 給 : 1 か 月 の 給料 


| (大 人) 料金 x 料 
に 
i 


仕事 ・ ア ル バ イ ト 


画 聴 解 ミニ テス ト 一 
必 録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 びな さい 。 


答え 1 2 3 4 


計画 (する ) 
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第 4 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン ズ と 親切 . 


対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン ス と 親切 


ある 和信 が 鉄道 会 社 に 行っ て 文句 を 吉 っ た そう で す 。「 駅 の ホー | 鉄 間 文句 


ム と 車内 の 放送 は な ん と か な り ま せん か 。 電車 に 乗る た びに 同 ホー ム 車内 
に こと を 聞か され て 、 う る さい ん で す 」 と 。 し か し 、 駅 員 は 「 お な ん と か な る 
気持 ち は 分 か り ま す 。 確か に うる さい と 思う 方 も いら っ し ゃ い 確か に 
ます 。 で すけ れ ど も 、 初 め て 乗る 人 や まだ 慣れ て いな い 人 の た で すけ れ ど も 
め に 必要 な ん で す 。 どう ぞ ご 理解 くだ さい 」 と 答え た そう で す 。 理解 
私 自 身 も 初め て 行っ た と ころ で は 、 乗り換え の 案内 や 次 は ど 自身 
この 玉 か アナ ウン ス が あっ た は ほう が 便 和 着 だ と 思っ て いま し た 。 Sr ES 


で すか ら 、 私 は この 駅 員 の 説明 を 聞い て 、 そ れ は 安全 の た め に 
必要 だ し 、 そ れ が 公共 の 場所 の サー ビス だ と 思い まし た 。 と こ 
ろ が 、 そ れ は ちょ っ と 変 だ と 思う 人 人 が いる よう で す 。 

ヨー ロッ パ に 住ん だ こと が ある 友信 は 私 と 違っ て 、 あ れ は 本 
当 に 迷惑 だ と 思っ て いま す 。 例え ば 、 バ リ の 地下 鉄 は 複雑 だ け 
れ ど も 、 全 然 放 送 が 流れ な いそ う で す 。 それ は ずい ぶん と 不 親 
だ な と 私 は 思う の で す が 、 彼 は 周り の 人 が 困っ て いる 人 を 助 
け て あげ れ ば 「 騒 音 」 は 要ら な いと 土 いま す 。 

私 は 毎日 電車 で 通勤 し て いま す が 、 そ の 「 騒 音 」 に すっ か り 
慣れ て し まっ て 何 も 感 じ し な く な っ て し まっ た よう で す 。 で も 、 
彼 の 話 を 聞い て 、 公 共 の 場所 に つい て の 考え 方 が 国 に よっ て 起 
う の か も し れ な いと 思い まし た 。 


公共 と ころ が 


友信 

迷 避 例え ば 
けれ ども 

不 親 切 邊 け る 


通勤 すっかり 
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第 え 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン シズ と 親切 


画 本 文 設問 


(1) 文 名 を 言い に 行っ た 人 は 鉄道 会 社 に どう し て も らい た い の で すか 。 

(2) 筆者 と 駅 員 の 考え 放 は 同じ で すか 。 邊 いま すか 。 

(3) 友和 人 人 は 駅 や 車内 の アナ ウン ス が 必要 だ と 思っ て いま すか 。 それ は な ぜ で すか 。 

や 公共 の 場所 で の アナ ウン ス に つい て 、 人 人 ( 国 ) に よっ て どの よう に 考え ぇ 方 が 違う で 
に SS だ の 3 な 


画 本 文 新 出 語 (大 は 文 型 で 学習 ) 


2 8 ーー も ん さ し ゃ な い に で る うう ゆう じん 

名 詞 : 鉄道 文 名 ホー ム 車内 自身 公共 
な 形容 詞 : 迷惑 (一 迷 天 す る ) 不 親切 SS 
名 詞 ブ 動詞 下 : 理解 (する ) アナ ウン ス ( す る ) 通勤 (する ) 
動詞 : 助け る 
語詞 : 確か に すっ か り 
接続 詞 : 例 えば 大 と ころ が 大 で すけ れ ど も 大 一 けれ ども 
その 他 : な ん と か (な る ) 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・( 放 送 が ) 流 れる 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


「 了 助かる i」「 助 ける エ 」 3 
- 手 伝っ て も ら っ て 陳 か っ た 。 大 事故 だ っ た が 、 一 人 だ け 陳 か っ た 。 
・ 困 っ て いる 人 人 を 助け る 。 

「 流 れる II」 プ 「 流 す i」 

・ 川 が 流れ て いる 。 
・ こ の レバ パー を 押し て 、 水 を 流す 。 

「 乗 る :」「 乗 せる Il 
・ 車 に 乗る 。 和信 を 車 に 乗せ る 。 

「 な ん と か な る 」 プ 「 な ん と ど と か する 」 

・「『「 な ん と かなり ませ ん か 」 グ 「 な ん と か な る で し ょ う 」 
EAA だ WEEE SN な ん と どか まさ : う 


流す 乗せ る な ん と か する SR 


第 4 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン ス と 親切 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 確か に (2 回 使う ) 例え ば すっ か り な ん と か 】 


| (1) A 「 日 本 人 は みん な 親切 で すね ] 
B 「( ) た いて い の 人 は 親切 で す が 、 中 に は そう で な い 人 も いま す 」 
(2) 日 本 料理 も よく 食べ ます 。( NCAA ぬ を かさみ と が で まず 。 
(3) 彼 は お 洒 を 飲み すぎ て ( ) 酔っ て し まい まし た 。 


(4)「 と な り の 教室 が うる さく て 勉強 で きま せん 。 ( ) な り ま せん か 」 


(5) A 「 こ れ は あな た が 先日 な く し た 財布 じゃ あり ませ ん か 」 
RR ) これ は 私 の 財布 で す 。 どこ で 見 つけ た ん で すか 」 


【 文句 迷惑 助け る 流れ る * 理解 】 * 印 は 既習 


(1) 人 の ( ) に な る こと は し て は いけ ませ ん 。 


(2) 困っ て いる 人 人 を 見 た ら 、( お R 夫 まう 
(3) この 説明 は 難し すぎ て 、 よ く 〈《 ( ) で きま ぜん で 上 た 。 
(4) そん な に ( ) を 言う な ら 、 あな た 一 人 で し た ら ど う で すか 。 


史 茶 店 で は クラ シッ ク 音 楽 が ( SN だ だ 


(* ネ 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


[対比 ・ 逆 接 」 の 文型 ・ 表 現 (1) | 一 Li4「 対 比 ・ 逆 接 」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


た いひ ぎゃ くせ つ 
(1 ) ご 対比 ・ 逆 接 の 接続 詞 ン を 使っ て 文 を つなげ る 
注 ) 対比 の 場合 に は 「A は ーー、B は ーー」 「X は A は ーー、 選 は 一 」 の 文型 に な る こと が 多い 。 


1 ) (へ は )・・・・ が 、・・・・。  (※ 文 は 普通 体 も 丁寧 体 も ある ) ネ 
1] この ケー キ は か な り 甘 いで す が 、 そ れ は そん な に 甘く あり ませ ん < 
2 その レス トラ ン の 料理 は と て も お いし い が 、 み ん な 値段 が 高い 。 
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第 4 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン スズ ス と 親切 


(※2 一 4 の 文 は 普通 体 も 丁寧 体 も ある ) 
8 RE た RT eS (※ 話 し 言葉 ) * 
・ 日 本 語 の 包 強 は お も し ろ い で すけ ど 、 漢 字 の 急 強 が 大 変 で す 。 
0 ER 5 cn 3 EER REE 
・ き ょ う 友 達 の 家 に 行き まし た けれ ど ( も )、 だ れ も い ませ ん で し た 。 
4) (へ は )・・・。 けれ ども 、・・・・。  (※ 硬 い 表 現 ) 
- き の う は と て も 暑かっ た 。 け れ ど も 、 き ょ う は けっ こう 涼し い 。 
注 ) 13 は < 前 置き > の 用 法 も ある 。 
- 山田 と 申し ます が 、 キム さん は いら っ し ゃ いま すか 、。 
- お か し を 買っ て きた ん で すけ ど 、 みん な で 食べ ませ ん か 、。 


に マト ES = EE (※ 書 き 言 葉 : 文 は 普通 体 ) 
・ 私 は 留学 し た か っ た 。 だ が 、 両 親 は 強く 反対 し た 。 

6 うけ デ CA4 は か me の 玉 れ だ も に で で ・ テ ュ (※ 丁 寧 な 話し 言葉 : 文 は 丁寧 体 ) 
-・ み な さん の 考え は よく 分 か り ま し た 。 で すけ れ ど も 、 私 は も う 少 し 頑張 っ て 
み ま す 。 


で で) で C 拓 は た で で やこ ・、 で や も 、 マ ニャ > (※ 文 は 普通 体 も 丁寧 体 も ある ) ギ ま 
1. いま 住ん で いる マン ショ ン は 駅 か ら 近 く て 便利 で す 。 で も 、 と て も 古い で す 。 
2。 この 車 は デザ イン は と て も いい 。 で も 、 色 が ちょ っ と 気に入ら な い 。 


8) (へ は )・・・。 し レ しか し 、・ ・ ・ ・。(※ 文 は 合 通 体 も 丁寧 体 も ある ※ 硬 い 表 現 ) ギ 
1. この 商品 は 有名 な プラ ンド で は あり ませ ん 。 し か し 、 品質 は 非常 に 衣 い で す 。 
2. あの 学生 は 作文 は 全く だ め だ 。 し か し 、 会話 は まる で 日 本 人 の よう に 上 手 だ 。 


9 ) (へ は )・・・。 と ころ が 、・・・ ・。(※ 意 外 な 気持 ち ※ 文 は 普通 体 も 丁寧 体 も ある ) 
1。 ほか の 和信 は みん な 出 か み け まし た 。 と ころ が 、 役 は 一 和信 だ け 家 に 残り まし た 。 
2。 その 家 に は だ れ も 住 ん で いな か っ た 。 と ころ が 、 夜 に な る と 中 か ら 変 な 声 が 
< 


(※「 の に 」 を 使う と 意外 な 気持 ち が 強 く な る ) 


0 を 凡人 二 の この に に ここ ・。 芝 更 。 (※ 前 の 文 は 普通 体 ) ネ 
・ あ の 人 は 、 雨 が 降っ て いる の に 、 代 を ささ な いで 歩い て いる 。 


ES 、 い じょう ひん Sc 
だ が (一 Le 本 文 ) 気に入る ンド = 品 4 
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第 4 課 対 EL・ 逆 接 (1) アナ ウン スズ と 親切 


11) (A は )・ RS a dS ER 1 CC (※ 文 は 普通 体 も 丁寧 体 も ある ) 


うけ ん 


・ 一 生 抄 命 お 願い し し まし た 。 それ な の に 、 友達 は 何 も し て くれ ませ ん で し た 。 


( 2 ) 『 違 う 』『 違 い 』 
次 村 理大 っ て 
1. 冗 は 私 と 違っ て 、 と て も 暗い 性 格 で す 。 
2 。 チン パン ジー は 頭 が いい で す が 、 和 人 間 と 違っ て 、 文字 を 使う a 


2) A と B( と ) の 違い は ・・・・ (と いう ) こと で す < 一 長文 読解 <1>) 
1. この テレ ビ と それ と の 違い は 、 こ ちら の ほう が サイ ズ が 少し 大 きい こと で す 。 
2 和 語 と 漢 二 の 違い は 、 和 語 の ほう が 基本 的 な 意味 を 表す 言 葉 が 多い と いう こと 
SAN RS 


3) A が B と 違う の は ・・・・( と いう ) 点 で す 


・ プ ロ が アマ チュ アデ 選手 と 違う の は 、 プロ は それ で お 金 を も ら っ て 生活 し て いる 
で る 


注 人 「 点 」 が と ころ 、 物事 を 表す ーー 大 し L.2「 一 と ころ 」、 (一 長文 読解 <1>、L し L.20 本 文 ) 


その 他 の 文型 ・ 表現 


(1) た びに  (※ー( ス ル ) と いつ も 、 の 時 は いつ も ) 
1. この 写真 を 見 る た びに 、 あ の 大 の こと を 思い 出し ます 。 
2. 意味 が わか ら な い 単 語 が ある た びに 、 辞書 で 調べ ます 。 
3. あの 学生 は 試験 の た びに 、 学校 を 体 み ます 。 
4 あの 雪 性 は パー ティ ー の た びに 、 新しい ドレ ス を 買う そう で す 。 


し えき う を み 
(2) 使役 受け 身 文 


1. 子ども は ば は 貢 親 に 嫌い な も の を 食べ させ られ まし た 。 て (エロ グループ:: ー さ せら ね れる) 
2. 私 は 部 長 に カラ オケ を 歌わ せら れ ま し た 。 (1 エグ ルー プン 長い 珍 : せら れる ) 
LE Gy っ (I グ ルー プン 短い 形 : 一 され る ) 
本 ドド だ が が : の の 衣 SE さ SE ら ネ まじ た 。 (※「 話 す 」 は 長い 形 だ け ) 
が 日 曜日 な の に 会 社 に 来 さ せら れ ま ビ だ る (「 来 る 」) 
6. な の 手伝い を させ られ ませ た 。 (「 す る 」) 
注 )Y「 使 役 て 形 士 も ら う 」』 の 文型 と の 意味 の 違い に 注意 。 
1. ・ 行 か せら れる ・ 行 か せ て も ら う 
2. ・ 歌 を を 歌わ せら れる ・ 歌 を 歌わ せ て も ら う 
3. ・ 仕 事 を させ られ る ・ 仕事 を させ て も ら う 
ち が に ん げん も も お こ コ か ん ご 科 ほん て き 
RS 違い ナン 0 の 6ー 人 間 文字 - 和 諸 漢詩 等 李 
右 て 三 物 事 、 と ころ ) プロ アマ チュ ア 必 と | NS8 2 < 
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第 4 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン スズ と 親切 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1 ) て 対比 ・ 逆 接 の 接続 詞 テ を 使っ て 


1 


2 
3. 
4 


の 


8. 


日 本 で は 車 の ハン ドル は 
イギリス に 住ん で いる 友達 に 


が 、 
けれ ど 、 全然 返事 が な い 。 


半年 前 は 。 だ が 、 今 は 


あの スー バー は 
少し 高い で す 。 


。 で も 、 値段 が ほか の スー パー より 


この 映画 は スズ ストー リー は と で お いい sd し か し と 、 3 
何時 間 も か か っ て 、 や っ と 料理 を 作り まし た 。 と ころ が 、 


日 本 語 の 入 強 は 、 初め は 


© 


も 


筆記 試験 は の に 、 面接 試験 ° 


(2) A は B と 違っ て ・・・ A と B の 違い は ・ 


1. 綱 は 父 と 違っ て 、 

2. 都会 は 田 舗 と 違っ て 、 

3. サッ カー と ラグ ビー の 違い は 、 

4 日 本 の 家 と 私 の 国 の 家 の 違 い は 、 
(3) 一 た びに 

1. あの 人 は 私 に 会 うた びに 

あり ませ ん 。 
2. 号 は 私 が 


人 人 です から 心配 は 要り ませ ん 。 


ハン ドル 筆記 (試験 ) 面接 (試験 プ す る ) 


この 9 の らき で た さく 


た びに と て も 心配 し ます 。 も う 大 


| oo 
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第 4 課 対比 ・ 逆 接 (1) アナ ウン ス と 親切 
(4) 使役 受け 身 文 
1. 私 は お 酒 は 飲め な い の で す が 、 
2。 私 は デパ ー ト の 前 で 友達 と 会 う 約 束 を し た の で す が 、 1 時 間 も 


3. 先生 に 教科 者 の 本 文 を 全部 の で 、 見 な いで 全部 言え ます 。 
4. 学生 の と き 


© 


画 作文 練習 


の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご トピ ビッ ク の 例 

・ 『 私 の 家族 』: 父 と 号 、 兄 弟 を 比べ て 、 そ の 違い を 書い て み ま し ょ う 。 

・ 『 驚 いた こと 』:「 と ころ が 」 を 使っ て 意外 に 思っ た こと を 書い て み ま し ょ う 。 

・ 。『 大 変 だ っ た こと 』:「 使 役 受 け 身 」 を 使っ て 大 変 だ っ た こと を 書い て み ま し ょ う 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


(1) 「 〇 つつ 員 」 の 単語 じゅ うき ぎょ うい ん 


会 社員 、 0 - は 員 、 従業 員 、 事 務 軸 、 蘭 員 、 店 員 、 駅 員 
係員 、 公務 員 


(2) 会 社 の 種類 つつ ここ 
鉄道 会 社 、 航空 会 電 カカ 会 会 社 、 貿易 会 社 、 旅行 会 社 、 製造 会 社 ( 三 メ テー カー)、 
商社 、 (放送 局 、 ラ Mt 


yp 


産業 


(3 ) 産 業 の 名 前 6 
農業 、 漁業 、 林業 、 SE い サー ビス 業 、 ハ ハイテク 産業 、 和 宇宙 産 業 、 シ ル バ パ バー 産業 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 


録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 びな さい 。 
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第 5 課 伝聞 (1) タイ ムカ プ セ ル 


伝聞 (1) タイ ムカ ブ セ ル 


20 世紀 が 終わ り に 近づい て いた ころ 、 テ レビ で も 新聞 で も 
「 こ の 100 年 間 を 振り 返る 」 と いう 特集 が あり まし た 。 人 人 間 の 
寿命 は だ いぶ 長く な り ま し た が 、 次 の 特集 を 見 る こと が で き 
る 和 人 人 は そん な に 多く な いで し ょ う 。 で も 、 専門 家 の 話 で は 話 
療 技術 が 進歩 すれ ば 、 人間 の 寿命 も ある 程度 廷 ば すこ と が 可 


能 だ そう で す 。 それ に 、 和 人 人間 を 冷凍 し て お いて 、 何 百 年 も 後 
に 元 に 戻す こと も で きる よう に な る そう で す 。 本 当 に そん な 
こと が で きる か どう か 分 か り ま せん が 、 も し 私 が 冷凍 人 間 に 
な っ た ら 5 千年 後に し た いこ と が あり ます 。 

天 阪 城 公園 に 理 め られ て いる タイ ムカ プ ブ セ モル が 6970 年 に 開 
けら れる 時 に 、 そ こ に 行っ て みた い の で す 。 この タイ ムカ プ 
セル は 1970 年 に 大 阪 で 開か れ た 万 国 博覧 会 を 記念 し て 知ら れ 
た も の で す 。[ 注 ] 新聞 に よる と 、 上 直径 1 メー トル くら い の 球 が 
2 つ 理 め ら れ て いて 、 そ の 中 に 当時 の 科学 技術 や 生活 、 社 会 、 
芸術 の こと が わか る よう な 物 が 入っ て いる らし いで す 。 

お 全 お な つめ 埋め あぶ だ を 志 れ で た まう か も し れ な 
いし 、 中 の 状態 も 必 配 な の で 、2 つ の うち 1 つ は 100 年 こと 
に 開け る こと に な っ て いま す 。 20 世 紀 の 最 後 の 年 に も 一 度 開 
けら れ ま し た が 、 中身 は 大 丈夫 だ っ た と いう こと で す 。 5 
年 後 の 入 は これ を 見 て どう 思う の で し ょ うか 。 その 感想 を ぜ 
ひ 聞 きた い の で す 。 

ご 第 1 号機 > 


ご 第 2 号機 > 


埋め られ た 年 1971 年 埋め られ た 年 1971 年 
第 1 回 確認 2000 年 
第 2 回 確認 2100 年 


第 3 回 確認 2200 年 


6900 年 
6970 年 


第 50 回 確認 


開け られ る 年 6970 年 最後 に 開け られ る 年 


世紀 近づく 
この 振り 返る 
特集 寿命 
専門 家 医療 
進歩 ある 程度 
延ばす 可能 


深 凍 


大 阪 城 理 め る 
タイ ムカ ブ セ モル 
方 国 博 覧 会 き 
直径 球 
当時 

芸術 


CU 
” 


“> 


た つ 


Cs RR 


[ 注 ] 

1970 年 万 国 博 覧 会 で 
展示 され た 後 、 71 年 に 
埋め られ た 。 
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第 5 ら 課 伝聞 (1) タイ ムカ プ セ ゼル 


画 本 文 設 問 


(1) 「 次 の 特集 」 と どい う の は いつ ご ろ あ る の で すみ か 。 
(2) この タイ ムカ プ ブ セ ル の 中 に は 何 が 入っ て いる の で すか 。 
(3) 沼 者 が 準 凍 人 間 に な っ たら 、 何 を し た いと 思っ て いま すか 。 


② 冷凍 入間 は 5 千年 後 の 入 か ら ど ん な 感想 を 開く で し ょ うか 。 自由 に 考え て くだ 
さ い 。 


画 本 文 新 出 語 ( 云 は 文型 で 学習 ) 


名 語 世紀 寿命 専門 家 医療 タイ ムカ プ セ ル ググ 国 博覧 会 
直 径 ゆう 当 時 美術 状 能 中 身 感想 

な 形容 害 : 可能 れい と う きる ね ん 

名 詞 動 誠二 : 特 集 (する ) 進歩 (する ) 今 凍 ( す る ) 記念 (する ) 

動詞 : 近づく r 振り 返る 1 延ばす 理 め る (時 間 が ) た つ r 

語詞 < あ る 程度 

その 他 “この 0 年 7 (一 の うち 大 一 ご と に 


お おち さか じょう 


[固有 名 詞 ] 大 阪 城 


[自動 詞 と 他動詞 ] 
『「 導 び る rr ロ 」 ググ 「 延 ば す ェ 1」 
・ 会 議 の 期間 が 1 日 廷 び る 。 
・ 締 切 を 1 週間 廷 ば す 。 
「 伸 びる HH」 ググ 「 伸 ば す ェ 1」 
・ 背 が 伸び る 。 
・ 胡 ププ つめ を 伸ばす 。 


3 ME RR SS os ss 
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第 5 課 伝聞 (1) タイ ムカ プ セ ゼル 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 た つ 近づく 記念 中 身 感想 当時 は この うち ある 程度 】 


(1) 試験 の 日 が ( ): まさ おら 

(2) 空港 で 係員 が か ば ん の ( Ao を 細 べ で いま: ま る 。 

(3) 日 本 語 を 半年 勉強 し て 、 新 聞 が ( うに な ま も だ 。 

(4) 5 年 前 は 私 は 高校 生 で し た が 、( ) まだ イン ター ネッ ト を し て 
いる 入 は 少な か っ た で す 。 

(5) この 本 を 読ん だ ら 、 ぜ ひ ( ) を 聞か せ て くだ さい 。 

(6) も う 日 本 に 来 て 3 年 が ( 3 

A RE ) 1 週間 、 い い 天 気 が 続 いて いま す 。 

(8) 卒業 の ( ) に みん な で 温泉 旅行 に 行く こと に し た 。 

CIEL ) どちら か 一 人 は ここ に 残っ て くだ さい 。 


画 文型 ・ 表現 ーー ーー ーーー 


(ネー 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


| 「 伝 聞 」 の 文型 ・ 表 現 (1) | 一 凛 L15「 伝 聞 」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


(3) こそ うた ネ 
(※ 得 た 情報 を その まま 伝え る 表現 ) 
: 人 ム 年 の 社員 旅行 は 四国 に ある 温泉 だ そ a SS 
2 へ ヘ へ レン さん は きょう の 会 識 に 出席 で き な い そう で す 。 


(2) と と いう こと だ 
(※「 そ うだ 」 よ り も 少し 硬い 表現 ) 一 娘 L15「 一 と の こと だ 」 
(※「 そ うだ 」 と 違っ て 、 前 に 「 だ ろう 」 を つけ た り 、 過去 の 形 で 使う こと が で きる ) 
(※L 2 の 「 一 と いう こと だ 」 と 形 は 同じ だ が 、 用 法 が 違う ) 
1. 次 の 学期 か ら 新しい 教科 書 を 使う と いう こと で す 。 
2 転勤 は な い だ ろ うと いう こと だ っ た が 、 急 に アメ が: 本 で SE だ 
3. 土日 は 道路 が と て も 込む と いう こと な の で 、 電車 で 行こ うと 思っ 


に 
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第 5 課 伝聞 (1) タイ ムカ ゴブ セル 


(3) らし い 

(※「~ そ うだ 」 と 違っ て 、 それ を 自分 の 頭 で 一 度 整 理 し て 伝え る ) 

(※ 接 続 は 名 詞 の 現在 形 の ほか は すべ て 普通 形 を 使う ) 
新しい 先生 は 九州 の 人 らし い グ 独身 で は な いら し いで す 。 (※ 名 詞 ) 
山田 先生 の 家 は 遠い らし いあ まり 広く な いら し いで す 。 (※ い 形容 詞 ) 
あの 人 は 犬 を 飼っ て いる らし い ン 仕事 を し て いな いら し い 。 (※ 動 詞 ) 
彼 は か ぜ を ひい て 学校 を 体 ん だ らし い 。 ググ 病 院 に は 行か な か っ た らし い 。 


た CO DM ビ 


(4 ) < ぐ 情 報 の も と > を 示す 表現 
た に まる 下る * 
記 天 手 報 メ コ 寺 : る と ミミ 佑 時 は : 寺 が 降る - そ を . う - で ます:。 
2. スミ ス さ ん の 手紙 に よる と 、 今 年 は 日 本 に は 来 ら れ な いそ うだ 。 
3. 政府 の 発表 に よる と 、 今 後 3 年 間 で 消費 税 を 3 守 上 げ る と いう こと だ 。 


の set 還 あれ 人 ほこ 
・ 新 聞 に よれ ば 、 き の う の 地 震 で お お ぜ い の 人 が 亡くな っ た そう だ 。 


3) 一 の 話 で は ・・・ 
・ 専 門 家 の 話 で は 、10 年 後 く らい に は 普通 の 人 も 月 旅行 に 行け る と いう こと で す 。 


4 ) (新聞 ) で 読ん だ ん で す が 、・・・ (テレ ビ ) で 見 た ん で す が 、・・・ ネ 
1. 新聞 で 読ん だ ん で すけ れ ど 、 新 し いい 法律 が で き て 、 冷蔵 庫 や 洗濯 機 を 捨て る 
時 に は 2,.000 円 くら い お 金 を 払う こと に な っ た らし いで すね 。 
2、 3 デレ ビ の ドキ ュ メ ンタ リー 番組 で 見 た ん で す が 、. 結婚 し な い 次 性 が 増え て い 
る らし いで すね 。 


5) 一 か ら 聞 いた ん で す が 、・・・ * 


・ 大 学 で 教え て いる 友人 か ら 聞 いた ん で す が 、 最 近 は 大学 の 講義 の 時 に も 携帯 電 
話 で メー ル を し て いる 学生 が けっ つこ うい る そう で す よ 。 


6 ) 一 か ら 聞 いた と ころ に よる と と ころ で は 
・ 出 田 さん か ら 聞 いた と ころ に よる と 、 彼 の 会 社 は 経営 が あま り 上 よく な いら し い 。 
ボー ナス も いつ も の 半分 し か 出 な か っ た そう だ 。 


せい ふ し ょ う ひ ぜ い けい えい 
政府 消 偶 税 ドキ ュ メ ンタ リー 経営 (する) 
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7 ) 聞く と ころ に よる と 
(※ だ れ か ら 聞 いた か を 言わ な い 場合 ※ 過 去 の こと で も 「 聞 く 」 の 形 を 使う ) 
聞く と ころ に よる と 、 こ の 辺 は 今 は に ぎ や か で す が 、 昔 は 何 も A oir ai) 
で す 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


( 1 ) ーー こ と に な っ た 
(※ 結 果 の 報告 自分 の 意志 だ け で は な い ) 一 娘 上 -3「 こ と に し た 」 
1. 来 月 、 帰 国 す る こと に な り ま し た 。 本 当 に お 世話 に な り ま し た 。 
2. 電車 が 止ま っ て し まっ た の で 、 家 ま で 5 キロ も 歩く こと に な っ た 。 
3 用 事 が キャ ン セ ル に な っ た の で 、 週末 に は みん な と いっ し ょ に 旅行 に 行け る 
ミコ だ 


(2 ) ~ こ と に な っ て いる  (※ 決 め ら れ て いる こと 、 予定 、 規則) 
一 竣 L6「 一 よう に な っ て いる 」 一 文 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 7> 
1. 社長 は 来週 の 月 曜日 に 戻ら れる こと に な っ て いま す 。 
2 ここ で は た ば こ を っ て は いけ な いこ と に な っ て いま す 。 ご 協力 お 願 い 上 ます 。 
3. 1 週間 後に も う 一 度 病院 で 検査 を 受け る こ と に な っ て いる 。 
(3 ) ~ こ と に な る  (※ 当 然 の 結果 
1 そん な こと を し た ら 、 会 社 を や め な けれ ば な ら な いこ と に な り ま す よ 。 
2. 学歴 社会 で は いい 大 学 を 辛 業 し た 人 が いい 会 社 に 入れ る こと に な る 。 


(4) 一 ご と に 
1. オリ ン ピ ッ ク は 4 年 ご と に 開か れ ま す 。 (=4 年 に 1 回) 
2. 1 時間 ご と に 会 社 に 連絡 する こと に な っ て いる 。 
3 道 の 両側 に は 3 メー トル ご と に 木 が 植え られ て いる 。 


りょう が わ か た が わ 


帰国 (する ) 検査 (する ) 両側 ( 錠 片 側 ) 
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画 文型 ・ 表 現 練習 


SH ホネ お も て る を 
1 に よる と 、 今 デバ ー ト で は 


の . の 話 で は 、 日 本 の 経済 は は 
3. ある アン ケー ト の 結果 に よる と 、 最 近 の 子ども は 5 
4. 国 に いる 友達 か ら 
5 に さこ だ で る 所 SE e 
6. の で を だ や た だ が 、- お 拓 - か る 忠 4 な つた は 
7 と いう こと な の で 、 私 は 買わ な いつ も り で す 。 
(2) らら じい 
1. 出 田 さん の 息子 さん 、 で - す まれ ね Se に うら ke 
こま 
天気 予報 に よる と 、 今 年 の 冬 は 
日 本 で は お 正月 に で すね 。 


と て も 興味 が あり ます 。 詳し 〈《 教 えて くだ さい 。 


(きり eS に な つや だ 
1. 今度 転勤 で 
2. きよ う は 電 で 中 止 に な がり まじ た が 、 
3. 都心 の マン ショ ン は 高く て 無理 だ と 思っ て いた の で す が 、 
の で 上 軸 え る こ 、 と な が なり ま に た 。 


(4) こと に な っ て いる 
1. 今月 は 1 週間 くら い 仕 事 で 
2. この 学校 の 規則 で は 、 


アン ケー ト 結果 都 (@ 郊 外 *) 
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第 5 課 伝聞 (1) 


タイ ムカ プ セ ル 
(5) 一 ご と に 
Eb ご と に チャ イム が 紀 っ て 、10 分 体 和 趣 す る 。 
2. 自動 車 会 社 は だ いた い ご と に 新しい モデ ル を 発表 し て いる よう 
SG 時 
醒 


作文 練習 ーー ーー 


学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 
< ご トピック の 例 ジ 


『 最 近 の 出来 事 』: 最近 、 家 族 や 友だち か ら 聞 いた こと を 書い て み ま し ょ う 。 
『 お も し ろか っ た ニュ ー ス 』: 自分 が 知っ て いる こと で お も し ろか っ た こと を 書い て 
PE oR ER Ry RS 


題 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


< ぐ の SNS 時 
丸 、 丸い 、 円 、 西 角 (中 角形 )、 中 角 い 、 三角 ( 三 角形 )、 球 
継 、 横 、 幅 、 高 さ 、 長 さき 、 硫 さ 、 直 徒 、 半径 


hE! ever 


画 聴 解 ミ 二 


か て けい 


チャ イム モデ ル 
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第 G 課 時 (1) 夢 の 自 動 運 転 


時 (1) 夢 の 自 動 運 転 


高速 道路 は 便利 だ が 、 普通 の 道路 と 比べ る と 運転 が 単調 に 
な る の で 、 長 時 間 走 っ て いる と 眠く な る 。 スピ ー ド が 出 て い 
る の で 、 ち ょ っ と し た 不 注意 で 大 事故 が 起こ る こと が ある 。 
運転 手 も ほ か の 人 た ちと 楽し く 話 を し な が ら 運 転 で きれ ば 、 
そ た ん な に 眠 : で な る ろ る こと ぱな いか も モモ れ や な い 。 だ が ここ 運転 中 は 
前 を 見 て いな けれ ば 非常 に 危険 だ 。 ほ か の 和信 が 寝 て し まっ て 、 
目的 地 に 着く まで ずっ と 一 人 だ け 起 き て いる の も つら い 。 い 
ナチ Sk FE CS YN RT CE ES Rt RE 

た いて い は 事 政 を 起こ さ な い よう に 、 眠く な っ た 時 に は 運 
転 を 途中 で 代わ っ て も ら っ た り 、 休憩 を と っ た りす る 。 ts か 
し 、 近 い 将 来 に そん な こと は 必要 な く な る か も し れ な いら し 
いい 。 

SF 映画 な ど で は 見 た こと が あぁ ある と 思う が 、 自 動車 の 自動 
運転 の 研究 が 現在 進め られ て いる 。 この 技術 を 使え ば 、 高速 
道路 で は 入口 か ら 出 口 ま で 運転 手 が 何 も し な く て も 走っ て く < 
れる 。 周り の 車 と の 距離 を セン サー で 測っ て 衝突 し な いよ う 
に な っ て いる 。 出口 に 近づい た ら 運 転 手 に 知ら せ て くれ る か 
ら 心 配 い ら な い 。 も ちろ ん 坪 っ て いる 間 に ト イレ に 行き た さく 
な っ た ら 、 一 番 近 く の 体 直 所 に 入っ て くれ る 。 

例え ば 、 夜 に 州 を 出発 し て 、 一 時 中 高速 道路 を 走り 続け 
て 東京 まで 行く ・ 時 に も 、 み ん な ぐっ すり 寝 て いれ ば 疲れ る こ 
と は な い だ ろ う 。 し か し 、 あ な た は そん な 車 で ぐっ すり 寝る 
こと が で きる だ ろう か 。 いく ら 安 全 だ と 圭 わ れ て も 私 に は そ 


ん な 勇気 は な い 。 


高速 道路 単調 
長 時 間 
i tt Ey Ci 

不 注 意 起こ る 
運転 手 。 一 た ち 


な に こ で だ 


SF 映画 自動 
現在 進め る 


運 離 モン サー 
衝突 


一 暁 中 一 続け る 
ぐっ すり 
勇気 
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第 G 課 時 (1) 夢 の 自 動 運 転 


(1) 高速 道路 で 運転 し て いる と 、 ど うし て 眠く な り ま すか 。 

(2) 今 研究 され て いる 技術 を 使え ば 、 家 か ら 目 的 地 ま で 自動 運転 で きる よう に な り 
に A 

(3) 自動 運転 が 実用 化 さ れ た ら 、 ど ん な こと が で きる よう に な り ま すか 。 

つ あな た は この 技術 が 完成 し た ら 、 自 動 運 転 を 利用 し ます か 。 なぜ で すか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 娘 は 文型 で 学習 う 


こう そく どう ろ ふ ちゅ ゆう い うん て ん し ゅ も てく て きき ち と ちゅ う えい が 
a : 高速 SN ES SS 意 まい SA 寺 志 SN 
自動 現在 距離 セン サー 超 所 男気 
な 形容 詞 : 調 
い 形 容 市 近い (将来 ) 
名 詞 ズ 動詞 下 : 衝 突 ( す る ) SN 
動詞 : 起 こる I 代わ る r 進め る 
[補助 動詞 ] 太一 続け る SR 
司 詞 ・ 長 時 間 支 つ い うと うと (する ) 支 一 晩 中 ぐっ すり 
その 他 : ち よっ と ど て し た 。、 (一 和信) た ち 大 一 問 C※ 時 間 の 意味 ) 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
*・( ス ピー ド が ) 出 る  〈( 体 越 を ) と る 
[自動 詞 と 他動詞 」 
「 起 きる II」 ブ 「 超 こす ェ 」 
[起こ る 1] 


・ 人 が 起き る を 超 こ す 。 

・ 事 故 が 起き る 、 事故 が 起こ る を 起こ す 。 
「 代 わる 1I」 プ 「 代 える エエ I」 

・ 選 手 が 代 わる を 代え そる 。 

・ 一 の 代わ り に 一 一 雪 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 2> 
「 進 む 1」 グ 「 有 進め る E」 

・ 研 究 が 進む び を 進め る 

・ ま っ すぐ 途 む 


YE へ オオ 
完成 (する ) 代え る 進む 
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第 G 課 時 (1) 夢 の 自動 運転 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 ちょ っ と し た 起こ る 途中 で 衝突 する ぐっ すり 距離 休憩 * スピ ー ド 】 * 印 は 既習 


に まま っ ) 寝 て いた の で 、 泥棒 が 入っ た こと に 気がつか な か っ た 。 
(2) 雨 が 降り 始め た ころ に 一 番 事 故 が ( だ: まい 。 

(3) ここ か ら あ そこ まで の ( ) を 測っ た ら 、2.5 キロ あっ た 。 

(4) アル バイ ト は 5 時 間 で す が 、( )、30 分 の ( ) を と どり 


ます 。 

(5) あの 夫婦 は ( と は. いこ つも (Ka の なじ て いい まま 。 

(6) その 車 が トラ ッ ク と ( ) 時 に は か な けり ( ) が 出 て いた 
の で 大 事故 に な っ た 。 


画 文型 ・ 表 現 
(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 時 』 の 文型 * 表現 な] ) ーー 支 L16「 時 」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


(1) する し た 時 ・・・ ま ※ 辞 書 形 と た 形 の 使い 方 の 違い に 注意 
KK つ お ご - 飯 を 食べ る 時 、 は し を 使う 。 
昨日 も ご 飯 を 食べ る 時 、 は し を 使っ た 。 
2. いつ も ご 飯 を 食べ る 時 、 手 を 洗う 。 
昨日 も ご 飯 を 食べ る 時 、 手 を 洗っ た 。 
3. いつ も ご 飯 を 食べ た 時 、 歯 を みがく 。 
昨日 も ご 飯 を 食べ た 時 、 歯 を み が い た 。 
4. 明日 山田 さん に 会 っ た 時 に 、 これ を ( 出 田 さん に ) 渡 す 。 
Se 昨日 学校 に 行く 時 に 、( 駅 で ) キ ム さ ん に 会 っ た 。 


(ペン 1 es eSCS SR *※ 
・ こ れ か ら 図 書館 に 行っ て 、4 時 まで 勉強 し ます 。 


(3) 動詞 辞書 形 デ キオ まで ・・・ 
1. 授業 が 始ま る まで 、 休 憩 宝 で お 茶 を 飲ん で いま し た 。 
2. 雨 が や む ま で 、 窒 茶店 で お 茶 を 飲み な が ら 待 ち ま し ょ う 。 


ふう - ふ あす きゅう 3 所 いし っ 
夫婦 明日 (※「 あ し た 」 の 硬い 表現 ) 休憩 室 [表記 ]『 明 日 』 は 「 あ す 」 と 読む 場合 と 「 み ょ う 
に ち 」 と 読む 場合 が ある 。 [表記 ]『 昨 日 』 は 「 き の う 」 と 読む 場合 と 「 さ くじ つ 」 と 読む 場合 が ある 。 


(4) 


(5) 


(6) 


(7) 


(8 ) 


( 9 ) 


(10) 


(11) 


第 G 課 時 (1) 夢 の 自 動 運 転 


名詞 まで に ・・・ * 
・ 今 週 の 人 金曜 日 まで に 宿題 を 出し て くだ さい 。 


< 動詞 辞書 形 マ ラキ + まで に ・・・ 

1. 子ども た ち が 学 校 か ら 時 る まで に 部 屋 の そう じ を し て お きま す 。 
2. 帰国 する まで に で きる だ けい ろ い ろ な と ころ を 旅行 し た い 。 

3. 授業 が 始ま る まで に 、 急 いで 宿 丁 を 済ま せ た 。 


< 間 (あい だ )・・・ 

1. 休み の 間 、 ず っ と 家 に いて 好き な 小説 を 読ん を で いま し た 。 
2. 私 が 買い 物 し て いる 間 、 こ こ で 待っ て いて くだ さい 。 

3. 琶 が 出張 で 家 に いな い 間 、 私 が みん な の 食事 を 作っ た 。 


> 間 (あい だ ) に ・・・ 一 大 L16「~ う ち に 』 

1. 夏休み の 間 に 、 日 本 の 大 学 に つい て いろ いろ 調べ て みる つも り で す 。 
2。 ド 日 本 に いる 間 に 、 ゼ ぜひ 一 度 京都 と 奈良 に 行っ て みた いで す 。 

3. 家族 で 旅行 に 行っ て だ れ も い な い 間 に 、 泥 容 が 入っ た そう だ 。 


「 〇 〇 中 (ちゅ う )」 の 単語 * (※ 動 作 進 行 中 ) 一 L.2 関 連語 「 一 中 (じゅ う )」 
会 議 中 、 営業 中 、 出張 中 、 勉強 中 、 使用 中 、 試験 中 、 食事 中 、 電話 中 、 休憩 中 

1. 今 、 試 験 中 で すか ら 教 室 の 中 に 入る こと は で きま せん 。 

2。 お 願い で すか ら 、 食事 中 に 新聞 を 読ま な いで くだ さい 。 

3. 店 の ドア の と ころ に 「 営 業 中 」 の 表示 が 出 て いた 。 


「 〇 つ 〇 中 (ちゅ う ) に 」 の 単語 (※ そ の 期間 に ) 
午前 中 に *、 夏休み 中 に 、 ゴ ー ル デン ウイ ー ク 中 に 
・ 夏 休み 中 に 一 度 帰 国 す る 予定 で す 。 


「CX つ 中 (じゅ う ) に 」 の 単語 (※ そ の 期間 に ) 
今 白 中 に 、 今週 中 に 、 今月 中 に 、 今年 中 に 

1.、 今 日 中 に この 住吉 を 片付け よう 。 

2. この ビル は 今年 中 に 完成 する 予定 で す 。 


注 )「 今 週 」「 今 月 」 は 「 一 ちゅ うに 」 と いう 読み 方 も ある 。 


「CO つ 中 (じゅ う )」 の 単語 (※ そ の 期間 ずっ と ) 
一 日 中 、 一 晩 中 、 一 年 中 
1. きのう は 一 日 中 車 が 降っ て いま し た 。 


S な つや ぞ やす RE じ ゆう 
済ま せる nm ( ら 済 むり ) 夏休み 一 中 に ゴー ルデン ウイ ー ク 一 中 に 


中 (一 日 中 、 一 年 中 ) [表記 ]『 今 日 』 は 「 き ょ う 」 と 読む 場合 と 「 こ ん に ち 」 と 読む 場合 が ある 。 


第 6 課 時 (1) 夢 の 自 動 運転 


2. 隣 の 犬 が 一 晩 中 謝 い て 、 全 然 眠 れ ま せん で し た 。 
3 この 国 は 一 年 中 星 か く て 、 和 生活 し や すい で す 。 


(12) 補助 動詞 注 ) 前 の 動詞 に は 自動 詞 も 他動詞 も 使う 。 く 動詞 (ます 形 )> 
1) 一 始め る 
1. 料理 の 本 を 見 な が ら 作 り 始 め た けれ ども 、 す ぐ で に あき ら め て コン ビニ へ 買い 
a Re CA 
2. 仕事 を し な いで ぶら ぶら し て いた 友人 は この ま まで は 良く な いと 考え 始め た 
よる だ 
3. パーティー が 終わ っ て 、 お 客 が 少し ずつ 放り 始め た 。 


2) 一 続け る 
1. あの 人 、 も う 3 時 間 も 電 話 で 話し 続け て いま す よ 。 
2. あの 作家 は 10 年 間 も 同じ テ ー マ で 書き 続け て いる <。 
注 )「 雨 」 の 場合 に は 「 一 続く 」 を 使う 
3. きのう 降り 始め た 雨 は まだ 降り 続い て いる 。 


3) 一 終わ る 
1. 2 時 間 か か っ て 、 や っ と 作文 を 書き 終わ っ た 。 
2. 彰 か ら 読 み 始 め て 、 読 み 終 わっ た の は 夜中 だ っ た 。 
3. 全部 洗い 終わ っ た ら 、 今度 は きれ い に ふ いて くだ さい 。 


4 ) 一 出す 
(※「 一 始め る 」 と 違っ て 、 予想 し て いな か っ た こと が 『 急 に 起こ る 』 の 意味 が 入っ て いる ) 
(※ 自 分 で 「 一 し よう 」 と 思っ て 始め る 時 に は 普通 使わ な い ) 
1. 急 に 雨 が 降り 出し た 。 
2. 私 の 顔 を 見 て 、 赤 ちゃ ん が 泣き 出し た 。 
3. 山田 さん は さっ きま で ベン チ で 休ん で いた けど 、 急 に 立っ て 走り 出し た 。 


その他 の 文型 ・ 表現 


(1 ) ~ よ うに な っ て いる  (※ 住 組 、 構造 ) 一 「 ご よう に な る 」* 
1. ここ に お 金 を 入れ る と 、 下 か ら 商 品 が 出る よう に な っ て いる 。 
2.. 矢 凶 の と お り に 進め ば 、 そ こ に 行け る よう に な っ て いる 。 
3. だ れ か が 窓 を 割っ て 入る と 、 非常 ベル が 員 る よう に な っ て いる 。 


ーー キー の 


は と 


強く 1 始め る . コ ン ビニ ぶら ぶら (する ) テーマ. 一 終わ る 座 中 で > 。 
出す ペンチ 割る 1( 人 割れ る * ま ) 非常 ペル る I 
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(2) < 動詞 辞書 形 プ な い 形 乙 こ と が ある 一 「< 動 詞 た 形 > こ と が ある 」 * 
( ※ そ うい うこ と が 今 ま で あっ た し 、 これ か ら も ある だ ろう ン ※ 回 数 は 少な い ) 
1. 田中 さん と は た ま に 飲 み に 行 く こ と が あり ます 。 
2. 私 は 日 本 に 来 て か ら 、 夜 と きど き 眠 れ な いこ と が あり ます 。 
3. た ば この 火 が 原因 で 出火 事 に な る こと が あり ます 。 


( 3) 『 つ い 』 
( ※ 無 意識 に する プレ て は いけ な いと 思っ て いて も それ を し て し まう 場合 に よく 使う ) 
ーー 竣 L.10「 思 わ ず 」』、 L.20「 う っ か り 」 
1. 甘い も の が 大 好き で 、 ケ ー キ な ど を 見 る と つい 手 が 伸 びる 。 
2. 腹 が 立っ た の で 、 つ いな で ぐ で っ て し まっ た 。 


画 文型 ・ 表 現 練習 


人 
1 子ども だ た ち は 公 園 で まで 導 ん で いた 。 
2. その 犬 は 主人 が 「 RE 矢 - ま で ° 


2): で 動詞 と 二 ま で に ・・ 
1. 宿題 を や っ て 来 な か っ た の で 、 まで た や つて も まわ お う 5 
2。 A [私 が まで に 、 必 要 な 書類 を ぐ で だ さい ね 
紅 民 は ik に お あの か 3) ま 衝 ね の や の て おき ミチ ず 」 


(3) て 間 ・・・ 
昌 冬 体 み の 間 、 っ 


YR や に 間 、 ず っ と お 菜子 を 食べ で て いた 。 


(4) 一 間 に ・・・ 


EOS < ry eS 間 に 、 地 震 が 3 回 あっ た そう だ が 、 全然 気 が 
つか な か っ た 。 
2. 私 が ちょ っ と トイ レ に 行っ て いる 間 に 、 る 
SSSSSSESSSSSg SN ここ 


火事 な で る Tr [慣用 表現 ] 手 が 伸 びる 、 腹 が 立つ 
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5) と 中 と 中 に 


きよ 人 は. 甘 雇 s 
2 SO レボ ポ ボード は の に 、 まだ 半分 じ か 終 わっ て 
NN 
高橋 部 長 は 中 で 、 出社 は 来週 に な る 予定 で す 。 
も し た ら 、 あ し た し て も いい で ま よ 。 


(6) 一 始め る 、 一 続け る 、 一 終わ る 
1. 10 年 くら い 前 か ら 、 都 会 に カラ ス が 。 カ ラス は 、 飲食 店 な ど が 
中 - す に の ミュ: を さこ で Na 右 よ うだ 。 
2. 途中 で 和 普 し く な っ た の で や め よ うと 思っ た けど 、 ゴ ー ル まで 
3. これ か ら 作 文 を 書い て も らい ます 。 は 帰っ て も いい 
ae 


CE っ NR る 

1. [コー ヒー の 自動 販売 機 ] この ボタ ン を 押す と 、 自動 的 に 紙 コ ッ プ が 出 て 、 
その 後 

2. この 英語 の 教科 書 に は CD が つい て いる の で 、 聞く 練習 も s 


(8) 一 こと が ある 
1. 朝 は た いて い バ パン を 食べ ます が 、 。 


し ん に ゅ く 


お お で ぜ ゃ い 
2. 新宿 駅 の よう に 人 が 大 勢 集まる と ころ で 待ち 合わ せ を する と 、 


© 


3 は だ まだ e 


[> Se A 
1 ウイ ンド ーー ショッピング し て いて 、、 傘 し いも の が ある と つい 8 
2. 丈 の 日 記 が 机 の 上 に あ : っ た の で 、 つ い ご 


人 こう 笑 


(る 紀和 社 する ) ゴー ル 自動 的 に 待ち 合わ せ ( す る ) 
ホン ae 
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還 作文 練習 
ぐ 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご トピ ッ ク の 例 > 
・ 『 し な けれ ば な ら な いこ と 』: いつ まで に 何 を し な けれ ば な ら な いか 書い て み ま し ょ 
う 。 (今日 ノ 今 週 今 月 中 に し な けれ ば な ら な いこ と が あっ た ら そ れ も 書 きま し ょ う 。) 
・ 『 昌 本 に いる 間 に 』: 日 本 に いる 間 に し た いこ と に つい て 書い て み ま し ょ う 。 
『 つ いし て し まう こと 』:「 し て は いけ な いと 思っ て いて も つい し て し まう こと 」 に つ 


で きい NE まま 39S 


田 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


自動 車 に 関係 する 単語 
・ ま る 、 止 まる 、 止 め る 、 曲 が る 、 駐車 する 、( 車 庫 ニ ガレ ー ジ に ) 入 れる 
・ 急 プレ ー キ 、 プ レー キ を 踏む わ / か ける 、 ア クセ ル を 踏む 、 ハ ンド ル を 提 る 切る 、 


エン ジン を か ける 止め る 、 エ ンス ト ( す る ) 

・ ス ピー ド が 出る (を 出す )、 ス ピー ド が 落ち る (を 落と す ) 
・ 衝 容 す る 、 ぷ つか る 

・ ス リッ プ ( す る ) 

・( 人 を ) ひ て 


還 有 聴 解 ミ ニテ スト 
の 録音 を きい て 答え を 1 て 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 1 2 3 4 
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様子 ・ 推 測 (1) ギネス プ ブッ ク に 挑戦 


様々 な 分 野 の 世界 一 の 記録 を 集め た 『 ギ ネス ブック 』 とい 様々 分 野 
う 本 が ある 。 この 本 を 見 る と 、 人 人 間 は 実に いろ いろ な こと に 世界 一 記録 


挑戦 し て いる こと が 分 か る 。 ギネス プッ ク 
スポ ー ツ の 世界 で は 、 蔵 し い 練習 を 重 実に 挑戦 
ね て 人 間 の 体 の 限界 に 挑戦 する 。 も う 破 重ね る 際 和 界 

られ そう も な いと 思っ て いた 記録 が 破 ら 葉 る 
れ て 、 世界 新 記 録 が 誕生 する 。 物 づ くり 新 記 録 許 生 
の 世界 で は 、 高 い 技 術 に よっ て 2 ミリ 以 物 づ くり 


下 の 小 さい 本 が 作ら れる 。 
これ ら は と て も 普通 の 和信 に は で き な い こと だ が 、 ギ ネス され ちさ: お で も 
ブッ ク に は や れ ば で きそう な こと も けっ こう 載っ て いる 。 例 | 載る 
えば 、 み ん な で 協力 し て 世界 一 長い ホッ トド ッ グ や 世界 一 大 | ホッ トド ッ グ 
きい ピザ を 作る 。 これ 以外 に も 食べ 物 の 世界 一 は いろ いろ あ ビザ 以外 
る 。 出来 上 が っ た も の を 見 る と あま りお いし く な さそ うだ が 、| 出来 上 が る 
作る の は 楽し そう だ 。 し か し 、 中 に は ほか に は だ れ も や り そ 
うに な いこ と も 載っ て いる 。 飲ん だ 牛乳 を 目 か ら 出 し て 、 で 
きる だ け 遠 く へ 飛ば す 。 だ れ が この 世界 記録 に 挑戦 し て みよ 遠く 飛ば す 
SE だ OS 
それ で は 、 だれ で も 簡単 に 世界 記録 に 挑戦 で きる も の を 紹 それ で は 
介し よう 。 ノー ト く らい の 大 き さ の 紙 を 用 意 し て 、 そ れ を 半 
分 に 折る 。 そし て 、 ま た 半分 に 折る 。 それ を 何 回 繰り 返せ る 繰り 返す 
か 。 10 回 以上 で きた ら ギ ネス ブック に 申請 し て みて も いい だ | 以上 申請 する 
ろう 。 簡単 に で きそう な 気 が す る けれ ども 、 実は 7 回 くら い 気 が す る 
で も 相当 難し い 。 
( 紙 の 厚 さ を 0.1 ミリ と する と 25 加 で 富士 出 く ら い の 高 さ に 0.1 
な る は ず だ 。) 
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画 本 文 設 問 


(1) 筆者 は どん な こと が 普通 の 和信 に は で き な い こと で 、 ど ん な こと が で きそう 
な こう だ だ どど 考え で : い まま が か が 。 それ ぞ で れ 三 つ ず つ 挙 げ て ぐだ さい 。 

(2) 世界 一 長い ホッ トド ッ グ は 一 入 で 挑戦 する の で すか 。 

(3) 告 者 は 「 牛 乳 を 目 か ら 出 し て 速く へ 飛ばす 」 こ と に 挑戦 し よう と 思っ て いま 
すか 。 

© 野球 場 く らい の 大 き さ の 紙 を 用 意 し た ら 25 回 くら い 折 れ そ う で すか 。 


画 本 文 新 出 語 (大 は 文型 で 学習 ) 


や せ か いい ち き ろく げん か て し ん き ろく も の 
名 詞 分 野 世界 一 記録 限 i 物 づ くり ホッ トド ッ グ 
ビザ 遠く 
な 形容 詞 : 様々 
名 詞 プ 動議 : 挑戦 (する ) 誕生 (する ) 申請 (する ) 2 
動詞 : 重ね る LL 夏 る 1 載る 1 出来 上 が る ri 飛ば す 1I 繰り 返す 1+ 
語 | 詞 : 実に と て も (一 な い ) 
接続 詞 : 去 それ で は _ 。 
その 他 : (これ ) ら 気 が す る 0.1( 一 関連 語 ) 誠一 以外 


[固有 名 詞 ] ギネス ブック 


[自動 詞 と 他動詞 ] 
「 琶 れる エ 」 プ 「 三 る エ 」 
・ 紙 が 感 れ る を 邊 る 。 
・ 約 束 を 感 る 。( 久 守る 1i) 
「 重 な る ir」 プ 「 重 ね る ri」 
・ 箱 が 重なっ て いる グ を 重ね て ある 。 
「 載 る i」 プ 「 載 せる ji」 
・ 雑 誌 に 記事 が 載る を 載せ る 。 
「 飛 ぶ 1」 ググ 「 層 ば す ェ 1」 
・ ボ ー ル が 飛ぶ を 飛ば す 。 
・ 飛行 機 が 飛ぶ 。 


の きき 。 も と 
な る I 載せ る TI 記事 飛ぶ 1i と 3 


第 了 課 様子 ・ 推 測 (1) ギネス ブッ ク に 挑戦 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 と て も 実に 限界 気 が す る 】 


で ) で す 。 これ 以上 食べ られ ませ ん 。 お な か が いっ ぱい で す 。 
(2) 急い で 行っ て も 、( ) 間に合い そう も あり ませ ん ね 。 


(3) それ な ら 私 に も で きそう な ( 
(3) こき に ( ) 景色 が 美しい と ころ だ 。 世界 一 だ と 思う 。 


【 載る 重ね る (2 回 使う ) 繰り 返す 破る (2 回 使う ) 】 


(1) と て も 寒かっ た の で 、 服 を 何 枚 も ( ) 着 た 。 
(2) 同じ 失政 を 何 回 も ) は いけ ませ ん 。 
(3) あぁ あの 選手 の 記録 を ( ) た め に 厳し い 練 習 を ( 


(4) きのう の 事故 の ニュ ー ス が 今朝 の 新聞 に ( ) いた 。 
(5) 彼女 は その 手紙 を ( EE TE で まっ SS 


ce ETE TE CREE EERE TE SR 


(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 様 子 ・ 推測 」 の 文型 ・ 表現 C1 う | 一 Li7「 様 子 ・ 推 測 」 の 文型 ・ 表 現 (②) 


(1) そう だ  (※ 今 の 様子 を 見 て 、 そ の 物 、 人 が どう で ある か 推測 する )  * 
その ネクタイ 、 と て も 高 そ う で すね 。 ブラ ン ド 物 で すか 。 (※ い 形容 詞 ) 
田中 さん は 暇 そ う で すね 。 さ っ きか ら 何 も し て いま せん 。 (※ な 形容 詞 ) 
この 店 に は 私 が 買い た いも の が あり そう で す 。 (※ 状 態 を 表す 動詞 ) 
ここ は だ れ も い な いけ ど 、 あ の 建物 の 中 な ら だ れ か いそ う で すね 。 
あの 人 は けっ こう お 金 を 持っ て いそ う で すね 。 
RS CS SO KS RY 4 それ な ら 一 人 で 持て そう で す 。 (※ 可 能 形 ) 
注 ) 名 詞 に は 「 一 そう だ 」 の 形 は な い 。「 一 の よう だ みた い だ 」 を 使う 。 
7. あの 人 は (どう も ) 日 本 人 の よう だ 日 本 人 みた い だ 。 
注 )「ー そ うだ 」 は ご な 形 容 詞 > と 同じ 。 一 娘 L17「 一 そう に ・・・」 
8. お も し ろ そ うな 本 で すね 。 


の 旋 OO Do ビ 


SS SCS 
宏 し い (プラ ンド ) 物 (一 「~ 物 」 例 :「 男 物 ズ 云 物 」) 
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( 2 )( 今 に も) ご 動詞 (ます ) 形 乙 そ うだ (※ 今 の 様子 を 見 て 、 こ れ か ら す ぐ ど うな る か 推測 する ) ※ ネ 
1. 風 が 強く て 、 あ の 木 は 今にも 倒れ そう だ 。 
2. 今にも 雨 が 降り 出し そう な 天気 で すね 。 早く 帰り まし ょ う 。 
3. この ボタ ン 、 取れ そう で すね 。 私 が 付け て あげ まし ょ うか 。 


(3) ご 動詞 (ます ) 形 > そう だ  * 
(※ 今 の 状 況 を 考え て 、 こ れ か ら ン 近い 将来 どう な る か 、 何 が 起こ る か 推測 する ) 
1. 電話 会 社 の 競争 が 激しい か ら 、 電 話 料金 は も う 少 し 下がり そう だ 。 
2. 去年 は いい こと が あま りな か っ た が 、 今 年 は 何 か い いこ と が あり そう だ 。 
3. あと 30 ページ だから 、 1 時 間 く らい で 全部 読み 終わ り そ う だ 。 
注 ) その 人 の 人 性格 ・ 考 え 方 ・ 能 力 な どか ら 、 その 人 の 行動 を 推測 する 場合 も ある 。 
4. 山田 さん に も 聞い て みよ う 。 彼 な らい い 意 見 を 出し て くれ そう だ 。 
5. そん な こと を 言っ た ら 、 先 生 に すご く 始 られ そう な 気 が す る 。 


(4) < 動詞 (ます ) 形 > そう も な い グ そう に な い (※ 今 の 様子 を 見 て 状況 を 考え て 、- な いと 推 財 する ) 
1. こん な に 大 きい 箱 は 、 一 人 で は 運べ そう も あり ませ ん 。 
2. 荷物 が 多い か ら 、 こ の か ば ん 1 つ に は 全部 入り そう も な い 。 
3. 鈴木 さん は いま 忙し く て 、 手 伝っ て も ら え そう に な い 。 ほか の 人 に 頼も う 。 
4. 吊 は な か な か や みそ うに な いか ら 、 傘 を 借り て 帰る こと に し ます 。 
5. ジョ ン さ ん は 来 そ う も な いで すね 。 先 に 行き まま しょ うか 。 
6. あし た の 試験 の こと が 心配 で 、 今 暁 は 眠れ そう も な い 。 
7. 残念 で す が 、 今 度 の 旅行 に は 行け そう も あり ませ ん 。 仕事 が 忙し く て 。 


(5) そい 形容 詞 く な さそ うだ  (※1 の 否定 ) 
1. [地図 を 見 な が ら ] こ こ か ら そ ん な に 遠く な さそ う で すね 。 歩き まし ょ うか 。 
2. 木村 さん は 最近 か ら だ の 綱 子 が よく な さそ うだ 。 大 丈夫 だ ろう か 。 
3. これ は あれ は ほど 高く な さそ う で す 。 店 買 に 値段 を 閉 い て み ま し ょ う 。 
注 )「 こ ご い 和 形容 詞 > そ う で は な い 」 の 形 も ある 。 し か し 緊 て が ) な い 』 は いつ も 「( 一 が ) な さそ うだ 」 
の 形 だ け 。 
4. [デパ ー ト の 売り 場 で ] こ こ に は 私 の 欲し いも の は な さそ うだ 。 
5. これ は 漢字 も 少な いし 、 そ ん な に 難し そう で は な い 。 
6. この カレ ー は あま り 辛 そう じゃ な い 。 色 を 見 れ ば だ いた い 分 か る 。 


(6) て な 形容 詞 プ 名 詞 で は な さそ うだ (※1 の 否定 ) 
1. あの 画家 は あま り 有 名 で は な さそ うだ 。 
2. カレ ン さ ん は さしみ は 好き ほ きじ や な さそ うだ 。 さっ つき か ら 全 茜 食 べ て いな い 。 
3. あの 人 は この 学校 の 学生 で は な さそ うだ 。 初め て 見 る 顔 だ 。 
注 )「< な 形容 詞 > そ う で は な い 」 の 形 も ある が 、 あま り 使わ な い 。 
『「 ぐ 名 詞 > そ う で は な い 」 の 形 は な い 。 


oy 2 は げ 


(する ) 激しい 画家 + 


( 


第 了 課 様子 ・ 推 測 (1) ギネス ブッ ク に 挑戦 


その 他 の 文型 ・ 表現 


( 1 ) 『 以 上 』『 以 下 』『 以 内 』 『 以 外 』 
1) 一 以上 ミキ 
1. 作文 は 400 字 以 上 書い て くだ さい 。 
2.。 いま 絵 料 は 20 万 円 以上 も ら っ て いま す 。 
Ss これ 以上 食べ られ そう も あり ませ ん 。 残し て も いい で すか 。 


2) 一 以下 ま * 
1. 委 は 0 度 以 下 に な る 日 も あり まき まぁ 
の 60 点 以 下 の 場合 は も う 一 度 テ スト を 受け な けれ ば な り ま せん < 
3: バー ゲン セー ル で 値 委 が いつ も の 半額 以下 に な っ た 。 


3) 一 以内 ま 
1. 30 分 以内 に 全部 読ん で くだ さい 。 
2. 作文 は 400 字 以 上 、800 字 以 内 で 書い て くだ さい < 
3.。 5 位 以 内 の 人 に は 賞品 が 出る 。 


4 ) 一 以外 
1. 山本 さん 以外 (の 人 ) は みん な 出席 し まし た 。 
2. これ 以外 に 何 か 方 法 が あり ます か 。 
3. この 部 屋 に は 関係 者 以外 (の 人 ) は 入っ て は いけ ませ ん < 
4. 金曜 以外 だ っ た ら 時 間 が あり ます 。 


(2) それ で は 
(※ 今 まで し て いた こと を 終え て 次 に 進む ) 一 婦 上 .3「 そ れ で は (な ぜ ) 一 」 
1. ほか に 質問 は あり ませ ん か 。 それ で は 凌 に 練習 問題 を や っ て み ま し ょ よう 。 
PE SS シー (※ 話 が 終わ っ て 別れ る 時 の あい さ つ ) 


(3) と し た ら プ する と すれ ば 
(※ 仮 定 の 話 : 実際 に は そう で は な い ン そう し な いか も し れ な いと いう ニュ アン スズ が ある ) 
1. 沖縄 に 旅行 に 行く と し た ら 何 月 が 一 番 い いで し ょ RS 
2。 A「 今 ここ に 3 億 円 あっ た ら ど うす る "J 
ES 儀 円 な ん て ここ に は な いよ 
A [も し あっ た と し た ら ど うす ず する Y』 


3 入学 試験 の レベ ル が これ くら い だ と する と 、 今 の 実力 で は 燕 理 だ < 
Er 
の こ の ニ は ん が くさ し た し ょ よう ひん か ん けい し や 
す 1( 信 残る 1 *) バー ゲン モー ル 半額 賞品 関係 者 レベ ル 


ー 48 - 


第 7 課 様子 ・ 推 測 (1) ギネス プッ ク に 挑戦 


4. 飛行 機 で 行く と する と 、 電車 より 3000 円 高く な る 。 
5. 「 あ の 作家 は た くさ ん 本 を 出し て いま す が 、 一 違 だ け 読 むと すれ ば 、 こ れ が いい と 
超 い まこ すま: 二 コ 


画 文型 ・ 表 現 練 習 


(1 ) て 動詞 (ます ) 形 そう も な いそ うに な い 
1. こん な に 高い ん で すか 。 私 の 給料 で は 
2. 和 A 『 こ の マン ガ を 高木 さん に あげ よう と 思う ん で すけ ど 」 
B「 あ の 人 は マン ガ な ん て 。 私 が も らい まし ょ うか 」 
3. 風 が 強い 日 に 道 で コン タク トレ ンズ を 落と し て し まっ た 。 
の で あき ら め た 。 
4. あの 人 は か ら 、 私 と は 会 っ て くれ そう も な い 。 


(2) < ごい 形容 詞 一 く な さそ うだ 、 ご な 形容 詞 グ 名 詞 > で は な さそ うだ 

1. [メニ ュー を 見 な が ら ] こ の 料理 は ね 。 
ほか の も の を 注文 し まし ょ うか 。 

2. AA 「 あ の 人 は この 仕事 が 」 
BS で まね oO だ つり だ ら に の あん が に まく で き な い で も EE う ね 3 

に Ss co KS SS 
B 「 話 し 。 証し た くく な いな ら 話 さ な く て も いい で す よ 」 

4. [カタ ログ を 見 な が ら ] こ れ は 。 どこ の 国 の 製 
品 で すか 。 


(3) 一 以上 、 一 以下 、 一 以内 、 一 以外 
1. 彼女 は テレ ビ は 以外 見 な いそ うだ 。 本 当 に まじ め な 人 だ 。 
2. 車 で 10 分 くら いか か る か ら 、 も し 歩い た ら 2 
3. 電気 人 氏 は た いて い 可 月 5 千 円 くら い だ が 、 先月 は 節約 し た か ら 
4. 彼 は 校内 テス ト で は いつ も に 入る そう だ 。 私 な ん か い 
つも 下 の 方 だ 。 


ま J せつ や く うな 
マン ガ ( 漫 画 ) コン タク トレ ンズ 第 約 ( す る ) 校内 
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( 4) て こと し た ら プ する と すれ ば 
1. と し た ら 、 ど こ が 一 番 い いと 思い ます か 。 


2 。 まだ 結婚 な ん て 考え て いな いけ れ ど 、 も し する と し た ら < 
3 「 信 じ ら れ な いで すね 。 も し その 話 が と まる と 、 すご い 発 見 じゃ 
な いで すか 」 


画 作文 練習 
心 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 
ご ご トピック の 例 > 


『 チ ャ レン ジ 』: 自分 が や っ て みた いこ と に つい て 、 そ れ が で きそう か 、 で きそう 


も な いか 書い て み ま し ょ よう 。 
『 ギ ネス プ ブック 』: 世界 一 の 記録 で と て も お も し ろ い と 思っ た こと に つい て 書い て 


SE Sr が 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


の 計算 に 関連 する 単語 ・ 表 現 


4+ エ 2 三 6 : (64 だす) 2 は 6) (人 4 に 2 を た す と 6. に な る 6 だ ) 天才 
4ー2ー テ 2 (4 ひく 2 は 2) (4 か ら 2 を ひく と 2 に な る 2 だ ) : I 

4x2 三 8 (4 か ける 2 は 8) (4 に 2 を か ける と 8 に な る 8 だ ) : 掛け る 
4 テ 2 テ 2 (4 わる 2 は 2) (4 を 2 で わる と 2 に な る 2 だ )  : 割る 

1X2:2 億 、 二 :2 分 の 1 0.1: れ い て ん いち 


画 聴 朋 ミニ テス ト 一 一 


へ 録音 を きい て 答え を 1 ~4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 
ロロ 聴 解 新 出 語 : 拍手 (する ) 


答え 1 シス 3 4 
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予想 ・ 期待 (1) 100% の 占い 配 


せっ か くく 一 生 懸 命 勉 強し た の に テス ト で いい 点 が 取れ な か っ 
た と いう 経験 は だ れ に で も ある 。 期待 し て いた ほど いい 点数 
が と れ な いと が っ か りす る 。 反対 に 、 思 っ て いた より いい 上 高 
数 が と れる と うれ し く な る 。 

私 の 友達 に あま り 學 強 し な い の に いい 点 を と る 人 が いる 。 
いつ も 試験 に 出 そ う な と ころ を 予想 し て 、 そ こ だ け 勉強 する 。 
そし て 、 その 予想 が 本 当 に よく 当たる の だ 。 前 回 の テス ト で 
も 、 そ ん な と ころ は 出 な い だ ろ うと 思 っ て いた ら 、 本当 に そ 
こ が 出 た の で 驚い た 。 運 が いい だ け か も し れ な い が 、 私 と は 
全く 反対 だ 。 

私 は 野球 が 好き な の で 、 よく 友達 と 一 緒 に どっ ちの チー ム 
が 勝つ か 予想 する の だ が 、 今 まで 当っ た こと が な い 。 私 が 応 
接する チー ム は 必ず 負け る 。 先日 も は ずれ た 方 が 当たっ た 人 
に ご ち そ うす る と いう 約束 を し た の だ が 、 や は り 私 が ご ち そ 
SE た 

あぁ ある 日 私 は 友達 に 「 将 来 右 い 師 に な っ た ほう が いい よ 」 と 
言わ れ た 。 予想 が は ずれ て ば か り い る 私 が どう し て 占い 師 に 
な れる の だ ろう か と 思っ た が 、 その 友達 に よる と 、100% は ず 
れる 和信 は 100 守 当たる 入 と 同じ くら いす ご い の だ そう だ 。 な る 
ほど と 思っ た 。 お 客 さ ん は いつ も 私 の 喜 っ た こと と 反対 の こ 
と を 信じ れ ば いい の だ か ら 。 

それ な ら 宝 くに じ も 当たる の で は な いか 
日 に 当たり そう も な い 店 に 行っ て 買っ て みた 。 
出る か 楽し み だ 。 


思っ た の で 、 次 の 
どん な 結果 が 


期待 
反対 に 
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(1) 筆者 と その 友達 と どちら の ほう が よく 予想 が 当たり ます か 。 
だ ガ 

(3) 王 低 者 は どう も で 1 紅 な だ なり そ うお も な い 店 」 に 行 ち で 室 で を 胃 い また か 。 
心 筆者 は いい 上 占い師 に な れる で し ょ うか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 災 は 文型 で 学習 ) 


名 市 : 前 回 運 方 [「 入 や 物事 」 を 指す ] いい ( 師 ) 宝くじ 
名 詞 ズ 動詞 : 大 期 待 ( す る ) 支 予想 (する ) 評 接 (する ) ご ち そ う ( す る ) 
動詞 : 央 当たる 1 衣 は ずれ る (占う エー 言い ) 
kk : 大 せっ か く 反対 に 全く [「 完 全 に 」 の 意味 ] 廊 や は り 
その 他 ぶな 

[基本 動詞 の 用 法 ] 


・( 点 を ) 取 る (結果 が ) 出 る 


[自動 詞 と 他動詞 ] 

で る 3 
・ ボ ー ル が 人 に 当たる を 人 に 当て る 。 
・ 宝 くじ が 当たる を 当て る 。 

「 は ずれ る IT」 プ 「 は ず す ェ 」 
・ ボ ー ル が コー ス か ら は ずれ る 。 
・ ボ タン が は ずれ る を は ず す 。 
・ 席 を は ず す 。 
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画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 出る * と る * ご ち そ うす る 全く な る ほど 方 前 回 】 * 印 は 既習 


(1) 山田 さん が 私 の 時 計 と ( ) 同じ も の を 持っ て いた 。 どこ で 買っ 
た の だ ろう 。 

(2) 結果 が ( ) た ら 、 知 ら せ て くだ さい 。 

CS そう だ っ た ん で で まま か と c 下 の か りり 水 を た 。 


(4) ( ) と 同じ 失 表 を 繰り 返さ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 
(5) 今度 一 緒 に 食事 で も し ませ ん か 。 ( SN 

(6) この ゲー ム で は 先 に カー ド が な く な っ た ( ) が 勝ち で す 。 
(7) 何 点 以上 ( ) た ら 、 合格 し ます か 。 


画 文型 ・ 表 現 
(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 予 想 ・ 期待 」 の 文型 ・ 表現 (1) | 一 Lis「 予 想 ・ 期 待 』」 の 文型 ・ 表 現 (2) 


(1) (だ ろう ) と 思っ て いた が 、・・・・ た * キ 
1. 彼女 は 来る だ ろう と 思っ て いた が 、 来 な か っ た 。 
2. か な り 安 い だ ろ うと 思っ て いた が 、 そ ん な に 亡くな か っ た 。 


(クー (C 志 あう お 思っ Ge さこ さだ た 
(※1 よ り も < 意外 な 結果 > の 意味 が 強い ) 
1. 試合 は 中 止 に な る と 思っ て いた ら 、 こん な 雨 で も や る こと に な っ た 。 
2 。 シリ ー ズ の 第 2 作 目 だ か ら 面 白く な い だ ろ うと 思っ て いた ら 、 けっ こう 面白 
か っ た 。 
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に き OSs だ らら た きこ で 本 
(※ く 発見 > < 意外 な 結果 と いう 気持 ち が あ る ) (一 Lo 本文) 
1. プレ ゼン ト を 開け た ら 、 高 そう な ネッ クレ ス が 入っ て いた 。 
2. きのう デパート に 行っ た ら 、 先生 に 会 っ た 。 奥さん と ご 一 緒 だ っ た 。 
3. 朝起き る と 、 そ こ は 友 達 の 家 だ っ た 。 ゆう べ は 酔っ ぱら っ て し まっ て 全然 覚え 
て いな い 。 
4. 彼女 の アパ ー ト に 電話 を か ける と 、 お 父さん が 出 た の で びっ くり し た 。 
注 )「~ た 。 する と 、 一 た 」 と いう 使い 方 も ある 。 
5. な ぜ そ ん な こと を し た の か 聞い て みた 。 する と 、 自分 で も な ぜ し た の か ね わから 
な いと 、 答 えた 。 
注 )「ー と 一 」 に は < 意外 な 結果 > と いう 意味 が あま り 入 ら な く て 、 二 つ の 出来 事 を つなげ る 用 
法 も ある 。 
6. 潤い て いる 子ども に お も ちゃ を あげる と 、 す で ぐ で に 泣く の を や め た 。 
7. 候 子 は 家 に 帰る と 、 部 屋 に 入っ て 、 す ぐ 錠 強 を 始め た 。 


(4)- ぜ せっ か ぐー の に …-… ヽ で た) 
(※ く 残念 と いう 気持 ち が 強 い ) 一 女 に 4「 一 の に 」 
1. せっ か < く 宿 題 を し た の に 、 学校 に 持っ て 来る の を 忘れ て し まっ た 。 
2. せっ か く < 切符 を 買っ た の に 、 急 用 が で き て 旅行 に 行け が なく な っ た 。 
3. せっ か < く < 海 に 行っ た の に 、 波 が 高く て 涼 げ な か っ た 。 


注 )「 せ っ か く 」 に は 「 せ っ つっ かく 一 の だ か ら ・ ・・」 の 用 法 も ある 

(※「 せ っ か く 一 の に ・・・ し な い の は 残念 だ 。 だ か ら ・ ・ ・ す る 」 と いう 意味 ) 
4. せっ か く 京 都 に 来 た の だ か ら 、 金 開 寺 だ け は 見 て 帰り まし ょ う 。 
5. せっ か くく ここ まで 頑張 っ た の だ か ら 、 最 後 ま で や り ま し ょ う 。 


(5) 思っ て いた プ 期 待 し て いた より ・・・ 
1. 東京 タワ ー は 思っ て いた より 低く て が っ か り し た 。 写真 と は ずい ぶん 違う < 


2.。 この ミュ ー ジ カル は 期待 し て いた より ずっ と 良かっ た 。 


(6) 思っ て いた ンプ 期待 し て いた ほど ・・・ な い 
1. 占 数 は 思っ て いた ほど 悪く な か っ た の で ほっ と し た 。 


2. 入場 者 の 数 は 期待 し て いた ほど 多く は な か っ た 。 


注 ) 5.6 の 文型 で は 「 予 想 する 」「 心 配 す る 」 も 使わ れる 。 
3:- ディ ズ ニ ー ラ ンド は 予想 し て いた より ずっ と 大 きか っ た 。 
4. 北海 道 の 寒 さ は 心配 し て いた ほど で は な か っ た 。 


ユエ 
ネッ クレ ス 酔っ ぱら う エ (一 酔う 1 エ *) 急用 

きん か に どぶ き ささ こ ゆ う じょう し ゃ や か ず 
[固有 名 割 ] 金 韻 寺 、 東 京 タ ワー、 デ ィ ズ ニー ラン ド 者 数 きき 


第 8 課 予想 ・ 期 待 (1) 1009% の 占い 帥 


(7) 予想 に 使わ れる 副詞 1 
1) や は り 、 や っ ぱり 一 
(※「 予 想 し た と お り 」』」※* ) 一 娘 L18「 マ 名詞 士 どおり 」「 案 の 定 」「 ま さ に 」 
1. 山田 さん は あの 人 と 結婚 する だ ろう と 思っ て いた けど 、 や は けり そう だ っ た 。 
2. 1 週間 以内 に 全部 読む の は 無理 だ と 思っ て いた が 、 や っ ぱり 半分 し か 読め な 
の “ES 
注 ) 上 の 文 の 「 が 」「~ け ど 」 は < 逆 接 > で は な く て 、 < 前 置き > の 用 法 。 


(※ 最 初 の 考え に 戻る 場合 に も 使う ) 
SS YS SS kN 
BB 「 そ の 日 は 接 業 が ある か ら 無 理 で す よ 」 
人 A 「 休 め ま せ ん か 」 
B .『「 休 お ご と ど は で きる けど …ー]」 
AA 「 じ ゃ あ 、 行 きま し ょ う よ 」 
BB 「 ど うし よう か な 。 や っ ぱり 投 業 が 大 切 だ か ら 、 行 か な いこ と に し ます 」 


2 ) 意外 に も 一 
(※ 予 想 と 違う 結果 、 反対 の 結果 に な る ) 一 大 し L.18「 案 外 」「 ま さか 」 
1. この 歌 は きっ と ヒッ ト す る だ ろう と 思っ て いた が 、 意 外 に も 人 人 気 が 出 な か っ た 。 
2. あの 野球 選手 が アメ リカ の メジ ャ ー リ ー グ で 活躍 する の は 難し い だ ろ うと 思っ 
て いた ら 、 意 外 に も 大 活躍 し て いる 。 


(8) 予想 が 当たる は ずれ る 
1. 田中 さん の 予想 が 当たっ た 。 本 当 に そこ が 試験 に 出 た 。 
2. 私 が 30 歳 まで 繧 婚 し な いと いう 友人 の 予想 は は ずれ た 。 
3. 予想 は 当たる こと も ある し 、 は ずれ る こと も ある 。 ギャ ンプ ブル に 夢中 に な る 
の は 良く な い 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


を を 一 ば か り 
1 ) 名詞 之 ば か り 一 大 L13「< 数 > ば か りー」』 
( ※「 だ け 」 と だ いた い 意 味 は 同じ だ が 、 それ だ け な の で 困る と いう 気持 ち が あ る ) 
1. 肉 ば か り 食 べ な いで 、 野菜 も 食べ な さい 。 
2 。 うち の 子ども は 線 強 し な いで 、 テ レビ ば か けり 見 て いる 。 
3. この クラ ス は 女性 ば か り で すね 。 男 は 私 一 人 だ け な の で ちょ っ と 恥ず か し い 
tr 


や っ ぱり (一 「 や は り 」) 意外 に も ヒッ ト ( す る ) [固有 名 詞 ] メジ ャ ー リ ー グ 
ギャ ンプ ル 夢中 (に な る ) 
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2 ) 動詞 て 形 > ば か り い る  (※「 だ け 」 は 使え な い ) 一 「< 動 詞 た 形 > ば か り だ 」 * 
1. 遊ん で ば か り い な いで 、 た ま に は 塊 強 し な さい 。 
2. 怒っ て ば か り い る と 、 体 に 悪い で す よ 。 
3. 車 に 乗っ て ば か り い る の で 、 最近 足 が 絞 く な っ た 。 


画 文吾 ・ 表 現 練習 


CC と 
1. 夜 暑 い の で 窓 を 開け て 寝 て いた ら 、 Aa 
2 500 円 王 が 共 ち て いる で 江 つ た けど 、 よく 見 る と 、 p 
3. 引っ 越し を じ し た の で 、 隣 の 人 に あい さ つ を し に 行っ た 。 する と 、 


(2 かぜ ら が か が く こ の に に > 
1. の に 、 ど うし て 捨て る ん で すか 。 も っ た いな い 。 
の の に 、 食べる の を 忘れ で し まっ た 。 
3.。 せっ か く 車 を 買う た め に 貯金 し て いた の に 、 p 


(3) や は り 、 意 外 に も ・・・ 

1. 初め て スキ ー を し て み ま し た が 、 。 
2. 漢字 の 勉強 は か な り 大 変 だ と 思っ て いた けど 、 s 
3. 日 本 の 物価 は けど 、 や っ ぱり 。 


意外 に も 


えん だ ま 


一 円 玉 も っ た いな い 
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(4) 思っ て いた 期待 し て いた より ・・・、 
思っ て いた 期待 し て いた 心配 し て いた ほど ・・・ 


初め て さしみ を 食べ て み ま し た が 、 思っ で いた た 
足 の 豪 の マッ サー ジ を し て も らい まし た が 、 期 待 し て いた 


= 
: 


2. 
まだ に 敵 用 待 : 江 で いい だ EE だ SG 人 柱 な か 5 た 。 
4. 田中 さん の お 見 舞い に 病院 に 行っ て きま し た 。 
の RnS-4 デ まじ だ > 
(5) ば か り 
1. さっ きか ら 時 計 。 だれ か と 会 う 約束 が ある ん 


re A 
ケー キ が お いし く て 有名 な 店 に 行っ た 。 や っ ぱり お 客 は p 
いる と ど と 、 太り ます よ 。 た ま に は 運動 も し た ほう が いい で 


す よ 。 
4 ーー カ p 還 に ES きっ 義人 き さ ーー ニ ーー 私 た ち に 意 移 を きわ 
せ で . く < くださ. い J 
教師 「 は い 、 分 か り ま し た 。 それ じゃ 、 如 藤 さ ん 、 ど うそ ぞ 」 


画 作文 練習 
の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ よう 。 


ご ご トピック の 例 演 
『 残 念 だ っ た こと 』:「 せ っ か く 」 を 使っ て 残念 だ っ た こと を 書い て み ま し ょ う 。 
・ 『 初 め て の 体験 』: 初め て それ を し た と きのこ と を 書い て み ま し ょ う 。 
思っ て いた こと 期待 し て いた こと と 比べ て どう だ っ た か 書い て み ま し ょ う 。) 
・ 『3 億 円 が 当たっ た ら (当たっ た と し た ら )』: も し 当たっ た ら 、 何 に 使い ます か 。 


マッ サー ジ 


第 8 課 予想 ・ 期 待 (1) 1OO% の 占い 師 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


1.「 予 想 」 と 関連 する 単語 
「 了 予報 」 ・ 天 気 予報 


「 予 測 」: 景気 の 予測 (※ 統 計 な ど を 使っ て 客観 的 に する ) 
「 子 感 」 : いや な 予感 が する  (※ 個 人 的 、 主 観 的 ) 


[予土 」 : 世界 の 終わ り を 予言 する ググ 予 斉 者 (※ 占 いな ど ) 
「 予 告 」: 次 回 の 映画 プ ド ラマ の 予告 
「 予 知 」: 地震 の 予知 


2.「 予 」 の つく 単語 (※ 前 も っ て する) 
「 予 習 」: 授業 の 前 に 予習 し て お く 
「 予 定 」: 夏休み の 予定 を た て る 
「 予 約 」 ホテ ル を 予約 し て お く 
「 了 予防 」 ・ 風 邪 を 予防 する た め に 注射 を うつ 
「 予 備 」 : 予備 の 電池 を 持っ て いく ググ 了 予備校 
「 予 選 」: 予選 に 勝っ て 、 決 勝 戦 に 出る 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 


必 録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 
口 聴 解 新 出 語 : た た さく 


答え 1 2 3 4 
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原因 ・ 理由 (1) や る 気 


し な けれ ば いけ な い の だ が 、 やる気 が 出 な いと いう こと が や る 気 
ある 。 自分 の 好き な こと だ っ た ら や る 気 が 出 る が 、 そ れ が 義 義務 
務 だ と 思う と な か な か や る 気 が 出 な いも の だ 。 

や る 気 と いう の は 、 好 きか 嫌い か と いう 判断 以外 に 「 好 奇 判断 好 何 心 
心 」 と 「 目 標 」 と 「 報 酬 」 の 3 つの 要素 が 関係 し て いる らし 目標 報酬 要素 
い 。 初め て の も の に 対し て 、 そ れ が どん な も の か 知り た いと 
いう 気持 ち が あ れ ば や る 気 が 出 る 。 それ か ら 、 そ れ を 何 の た 
め に する の か は っ きり し て いる 場合 も や る 気 が 出 る 。 そし て 、| は っ きり する 
その 目標 を 達成 し た ら 何 か も ら え る こと が わか っ て いれ ば 、 達成 
さら に や る 気 が 出 る 。 

し か し 、 注 意 し な けれ ば な ら な いこ と が 2 つ あ る 。 目標 を 
立て て も 、 そ れ が 高 す ぎる た め に 途中 で あき ら め る 和信 が けっ 立て る 
こう 多い 。 まず は 無理 の な い 目 標 を 立て る 。 それ を 達成 し て 
自信 を つけ て 、 満足 感 を 得る 。 そう すれ ば 次 の や る 気 に つ な | 満足 感 得る 
が る は ず だ 。 つなが る 

物 の 報酬 は 、 初 め は 非常 に や る 気 を 刺激 し て くれ る が 、 そ 刺激 
れ が 続く と 効果 が だ ん だ ん 肝 ま る 。 その 刺激 に 慣れ て し まう 効果 弱まる 
か ら だ 。 や る 気 を 出す た め に 、 よ り 大 きい 報酬 を 求め る よう より 求め る 
に な る 。 それ より も 精神 的 な 報酬 の ほう が 効果 的 だ 。 小さ な | 精神 的 効果 的 
こと で も ほめ られ る と 、 満足 感 を より 強く 、 よ り 長 〈 く 得る こ ほめ る 
と が で きる 。 そし て 「 も っ と で きる は ず だ 」 と いう 自信 に つ 
な が る 。 

に め * ち - れ も 0K(E 項 張る ろう 1 と や る 気 を 出 ま 秦 も |] さと 
いる が 、 た いて い は 、 し か られ る こと に よる マイ ナス 効果 の マイ ナス 
ほう が プラ ス 効 果 よ り 大 きい も の だ 。 だ か ら 、 いく らし か っ ブ プラス だから 
て も 効果 が な い の な ら 、 た ま に は その 人 を ほめ て あげ て みた 
らき だ つろ: が か 、 
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画 本 文 設 問 

(1) 本 文 で は や る 気 と 関係 が ある こと に つい て 何 が 挙げ られ て いま すか 。 

(2) 途中 で や る 気 が な く な る の は どう し て で すか 。 

(3) 「 精 神 的 な 報酬 」 と いう の は 何で すか 。 それ は どう し て いい の で すか 。 

心 本 文 で 紹介 され て いる こと に つい て 、 あ な た は どう 思い ます か 。 これ 以外 に も 
や る 気 に つ な が る こと が あれ ば 話し て くだ さい 。 


画 本 文 新 出 語 ( 去 は 文型 で 学習 ) 


名 : やる気 義務 好奇 目標 報酬 要素 効果 
マイ ナス (効果 ) ブラス ( 効 果 ) 


な 形容 詞 : 精神 効果 的 RS 
名 詞 プ 動 息 : 判断 (する ) は っ きり する 達成 (する ) 満足 (する ) 刺激 (する ) 


動詞 : (目標 を ) 立て る 得る エ つ な r が る 1 求め る ほめ る I 
: 弱 ま る I (一 関連 語 ) 

副詞 ・ 衣 より 一 
接続 詞 3 太 だ か ら 
その 他 ・( 満 足 ) 感 「 よ し 」 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・( や る 気 が プ を ) 出 る 出す (自信 が ) つ く 。 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


Fo な が る リンド ドウ な で T チ ] な げ びる 下 」 
RS 
・ こ の 道 は A 市 に つなが っ て いる 。 
・ 何 回 も 電話 し た けど 、 な か な か つなが ら な か っ た 。 
Ne だ 
・ 二 本 の ロー プ ブ プ を つなげ る 。 
つつ 演 さ で i 
「 有 建つ 1」 ググ 「 建 て る HE」 
・ 教 室 の 前 に 立つ 。 
・ 枯 が 立っ て いる ゲ プ を 立て る 。 
・ ビ ル が 建っ て いる ププ を 建て る 。 
計画 (予定 ) を 立て る 。 


“っ つっ なぐ つなげ る コー ド ロー プ 建つ 林 
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画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 や る 気 目標 刺激 自信 満足 報酬 】 


ボボ ポラ ンティア だ か ら ) は 求め な い 。 
小さ いこ と で も 成功 すれ ば ( がい ES: な 

辛い も の は 胃 を ( ) する か ら 、 胃 が 有 謙 い 人 は 食べ すぎ な い は ほう 
が いい 。 


( ) を 立て て 、 そ れ に 向かっ て が ん ば る 。 
最近 な ん と な く ( ) が 出 な い 。 
今 の 生活 に ( 0 


画 文型 ・ 表 現 
(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 原 因 ・ 理由 」 の 文型 ・ 表現 (1) 


一 大 し L.10【 原 因 ・ 理 由 】 の 文型 ・ 表 現 (2) 
一 支 L19【 原 因 ・ 理 由 】 の 文型 ・ 表 現 (3) 


( 1 ) 原因 を 表す 表現 (※ 後 ろ の 文 に は 意志 表現 は 使え な い 。 事実 を 述べ る ) 
1 ) 名詞 で ・・・ ※ 
1. 大 雪 で 電車 が 止ま っ た 。 
2. 風邪 で 学校 を 休ん だ 。 


2) ぐい 形容 詞 憲 く て :・・・ キ 
1. 先生 の 話し 方 が 面白く て 、 み ん な 笑っ た 。 
の 2 ど で 各 結 sss 買え な か っ た 。 


3) 動詞 て 形 ジ ・・・ キ * 
記 グラ ス が テー ブル か ら 溢 ち て 、 守れ て し まっ た 。 
2. お 洒 を 飲ん で 、 酔 っ 払っ た 。 
3. 働き ほす ぎ て 、 病気 に が っ て し まっ た 。 
注 ) < 原因 > の 時 に は 、 否定 形 は 「 一 な いで 」 で は な く て 「 一 な く て 」 を 使う 。 
4. 誕生 日 の パー ティ ー に 友達 が 一 人 し か 来 な て 、 と て も 寂し か っ た 。 


お お ゆき 
雪 グラ ス 
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第 9 課 原因 ・ 理 由 (1) や る 気 


4) 一 の ジグ 動詞 た 形 た め に ・・・ 
(一 目的 表現 「 一 の < 動詞 辞書 形 有 > た め に 」 *) 
(※ 原 因 と 結果 を 客観 的 に 述べ る 文 な の で 、 硬い 文章 に よく 使わ れる ) 
その けが の た め に 、 旗 合 に 出 ら れ な か っ た 。 
栄養 不足 の た め に 、 体 重 が 5 キロ も 減っ た 。 
暑い 日 に 外 で 何時 間 も 働 いた た め に 、 倒れ て し まっ た 。 
先生 の 注意 を 聞か な か っ た た め に 、 試 験 の 日 に 大 き な ミ ス を し て し まっ た 。 
円 が 高く な っ た 。 その た め 、 輸入 が 増え た が 、 輸 出 が 減っ た 。 


nn た Ww (0 ピピ ビ 


注 ) 一 般 的 な 因果 関係 を 述べ る 場合 に は 、「 ズ < 動詞 辞 書 形 な い 形 た め に 」 も 使わ れる 。 
6. た ば この 火 を よく 消さ な いで 捨て る た め に 、 山 炭 事 に な る こと が ある 。 


5) に よっ て ・・・ グ ジー ンー に よる 一 (一 「 て に よっ て 」 受 け 身 文 *) 
っ 到 上 L.-12『「 一 に よっ て 」 手段 


スト レス に よっ て いろ いろ な 病気 に な る 。 ス トレ ス に よる 病気 (が 怖い ) 
事 数 に よっ て 人 が 亡くな る 。 事故 に よる 死者 (の 数 は 増え て いる ) 
不 注 意 に よっ て 事故 が 起こ る 。 不 注 意 に よる 事故 (が 一 番 多 い ) 


目 を 使い すぎ る こと に よっ て 肩 が こる 。 目 の 使 いす ぎ に よ る 肩こり (が ひど い ) 
習慣 が 違う こと に よっ て 誤解 が 生ま れる 。 習慣 の 違い に よる 誤解 (に 注意 する ) 


nh or 


(2) ご 順 接 の 接続 詞 ン を 使っ て 原因 ・ 理 由 を 表す 

2) に がら 、* こ こと と まま が か が ら に **・・ を 

(※ 文 末 に 意志 表現 、 主観 的 な 表現 が よく 使わ れる ) 

ぁ あし た は テス ト が あり ます か ら 、 今 上 晩 勉強 し ます 。 
ちち a で だ 
疲れ た か ら 、 少し 体 み まし ょ よう か 。 
これ は 私 に と っ て 大 き な 問 題 だ と 思い ます 。 で すか ら 、 一 度 両 親 と 相談 し て み 
る つも り で す 。 
5. 1 週間 くら い 体 み が と れ そ う で すか ら 、 家族 と 一 緒 に ハワイ に 行こ うと 思い ます 。 


必 CO DY. 


2) だ か ら 、・・・  (※1 と 同じ ンー「 で すか ら 」 の 普通 体 ) 
1. こち ら に 引っ 越し た ば か り で す 。 だ か ら 、 ま だ どこ に 何 が ある か わか り ま せん 。 
2: いま と て も 忙 C い や で すま す 。 だ か ら 雪 RE か Ke くだ さい MY 


( 肩 が ) こ る 誤解 (する ) 邪魔 (する ) 


し ゃ 


死 


溢 : 
( 
リリ 
» 
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第 9 課 原因 ・ 理 由 (1) や る 気 


3) の で 、・・・ ププ それ で 、・・・  (※ 事 実 を 述べ る 文 、 客 観 的 ) ギ ま 
1. お な か が 痛かっ た の で 、 横 に な っ て 少し 体 ん だ 。 
傘 を 忘れ て し まっ た の で 、 ぬ れ て し まっ た 。 
お 人 と お 正月 は 都会 の 人 が 帰省 する 。 それ で 、 高速 道路 が 非常 に 渋滞 する 。 


CO トド 5 


注 ) 丁寧 な お 願い の 文 で は 「 の で 」 が 使わ れる 。 

4 すみ ませ ん が 、 勉強 中 な の で も う 少 し 静か に し て も ら え ませ ん か 。 

5.。 あし た お 返し し ます の で 、 こ の 李 を 1 日 貸し て いた だ け ま せん か 。 

注 ) 目 上 の 人 に 対し て 言い 訳す る 時 に も 「 の で 」 が 使わ れる 。 

6.。 すみ ませ ん 。 バス が 遅れ た の で 、 遅刻 し て し まい まし た 。 

7. 教え て いた だ いた 電話 番号 を な くし て し まっ た ん で す 。 それ で 、 連絡 が で きま 
Ei Ye 


(3) 原因 ・ 理 由 を た ず ね る 答え る 表現 
13 ミ SC な 
ーー から 。 グ ゲー ん で す 。 * (※ 会 話 表現 ) 
ASSE だ の こも っ で の そそ を つや た ん で ま : が 』 
BB 「 本 当 の こと を 話し た ら 粘 られ る と 思い まし た か ら 」 
2. A 「 な ぜ 和 歯医者 に 行き た く な いん で すか 」 
選 「 あ の キー キー と いう 音 が 嫌 な ん で す 」 


2) に 6 うじ な mW・) 
~ー ご < 普通 形 っ > か ら だ ど で す 。 (※ 文 章 で も 使わ れる 表現 ) 
1. A 「 赤 ちゃ ん は な ぜ 泣 く の で すか 」 
BB 「 母 親 に 何 か を 知ら せ た い か ら で す 」 
2. A 「 な ぜ 火 事 が 起き ほ た の で すか 」 
包 『「 ス トー プ を 消 き な いで 出かけ て し まっ た か ら で す 」 
3. 大 学 の 経営 が 厳し いら し い 。 それ は 著者 の 人 口 が 減っ て いる か ら だ 。 (一 文型 4) 


3) ESC EY 一 太 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 4> 
ー も の も ん で すか ら 。 
(※ 会 話 表 現 ン 個人 的 な 理由 を 話し て 、 相手 に 分 か っ て も らい た いと いう 気持 ち が 入 る ) 
1. A 「 も う 遅 いで すか ら 寝 た ほう が いい で す よ 」 
選 「 あ し た テス ト が ある も の で すか ら 、 心 配 で ...」 


NE 
さ うる せい じゅ うた な い 
MS お 休 帰省 (する ) 渋滞 (する ) [ 音 ]「 キ ー キ ー」 スト ー ブ 


若者 
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(だ っ て ) 一 も の も ん 。 (※ く だ けた 表現 ) 
2. A「 ど うし て そん な に 直っ て いる の 』」 
B 「 だ っ て 、 員 田 君 が ひ どい こと を 言っ た ん だ も ん 」 
と う ち ぶん 
(4 ) 倒置 文 (※ 相 手 が 知 っ て いる 結果 を も う 一 度 繰 り 返 すこ と で 理由 の 部 分 を 強調 する ) 
1)・・・ の は か ら だ 
1. 今回 失 到 し た の は 準備 が 足り な か っ た か ら で す 。 
2. 私 が この 仕事 を 続け て いる の は 、 こ の 仕事 が 好き だ か ら だ 。 


2)・・・ の は 一 た め だ 
1. 携帯 電話 が これ だ け 広 まっ た の は 、 や は り 安 く な っ た た め だ 。 
2. 彼 が 会 社 を や め た の は 、 入間 関係 が うま くい か な か っ た た め だ 。 


ぞ その他 の 文型 ・ 表現 


(1 ) も の だ (※ 物 事 の 真理 、 当然) 一 大 し 11「~ た も の だ 」 
大 L13「~ た いも の だ 」 
大 し 17「 こ くい 和 形容詞 > も の だ 」 
人 間 は 一 人 で は 生き られ な いも の だ 。 
相手 の 気持 ちと いう の は な か な か 分 か ら な いも の だ 。 
「 見 る な 」 と 言わ れる と 、 見 た く な る も の だ 。 
人 生 は 悪い こと ば か り で は な い 。 い いこ と も ある も の だ 。 


心 Ww tt = 


(2) より  (※ 比 較 す る 対象 は 『 今 』『 そ の 時 』) 
1. より 良い 生活 が で きる よう に 、 一 生 可 命 に 働く 。 


や る 気 


2. 衛星 放送 に よっ て 、 よ り 多 く の 人 々 が 同時 に 見 る こと が で きる よう に な っ た 。 


3. 医療 技術 の 進歩 に よっ て 、 よ り 長 く 〈 く 生き る こと が で きる よう に な っ た 。 


こん か い じん せい えい せい ほう そう どう 


ひろ い じ ミ 
だ っ て 今回 広まる rI( 一 関連 語 ) 生き る TI 人 生 衛星 放送 同時 に 


第 9 課 原因 ・ 理 由 (1) や る 気 


(3) な けれ ば いけ な い ゲ グー な く で は いけ な い 
(一 「 ン な けれ ば な ら な い 」「 一 な いと いけ な い 」 と 同じ *) 
1. 約束 が ある の で 、 も う 行 か な けれ ば いけ ませ ん 。 
2. 天 学 伝っ る ため に は 。 まず この 筆記 試験 に 合格 し な く て は いけ な い 。 


注 ) 会 話 で は 縮 約 形 が 使わ れる こと も ある 。 ーー 縮 約 形 ① : 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 3> 
ーー 縮 約 形 ③ : 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 4> 


の 縮 約 形 ② 
(1) 「 と な けれ ば いけ な い プ なら な い 」 つ 「 一 な きゃ (いけ な いな 


(2) Fee な くべ で は いけ が Cy イ な ら な いよ 」 =+ Eー な さく ちゃ (いけ な い ブ 
1. 「 早 < く 帰ら な きゃ や 」「 さ あ 、 勉強 し な くち や 」 
2 。 「 ど うし て 私 が し な くち や ゃ や いけ な い の 号 」 


な い )」 
ら な い )」 


ら 
な 


| RES 


(1) 一 た め に 
1. 厳しい トド レーニン グ の た め に 、 途中 で 8 
2. 試験 で 答案 用 紙 に 名 前 を 書か な か っ た た め に 、 S 
3。 た め に 、 有川 が 汚れ て し まっ た <。 
キ た め に 、 目 が 悪く な っ て し まっ た 。 


CO 


1. 地震 に よっ て 大 き な 被 害 が 出 た 。 
=> fe は 1 億 ドル に な る らし い 。 


2. 飲酒 運転 に よっ て 事故 が 起こ る 。 
な 1 は な か な か 減ら な い 。 


3. 事故 に よっ て 道路 が 涼 滞 し た 。 
ー テ に よろ の が 1 時間 以上 続い た 。 


うぅ ぅ いん し ゅ うん て ん 


が い 


トレ ー ニ ング 愛 業 用 紙 被害 (が 出る ) ドル [=$] 飲酒 運転 


第 9 課 原因 ・ 理由 (1) や る 気 


(3)・・・ の は から だ た め だ 
1. あの レス トラ ン が 人 人 気 が あ る の は ご 
2. 私 が 日 本 語 を 旬 強 し て いる の は 
3: の は 遊ん で ば か り い る か ら で す 。 
4. の は 前 に 一 度 ひ どい 経験 を し た た めで す 。 
(4 ) も の だ 
1. 学生 と いう の は sa ゲル レ バイ トト ばかり に て いて は 
いけ な い 。 


2.。 也 ず か し いこ と は 人 に は 庄 し た く な い が 、 う れ し い こと が ある と 、 
3. 外国 で 生活 を 始め る と 、 最初 は 珍し いこ と が 多く て 楽し い が 、 だ ん だ ん 


な 


(5) 一 な けれ ば いけ な いい ーー な く て は いけ な い 


ご: の が 国 GS3 玉 以上 の 人 は 2 年 間 軍 隊 に 

2. 朝 8 時 の 新幹線 に 乗り ます か ら 、 = 

3. 学校 に ある 本 や テー プ を 借り る 時 に は 
画 作文 練習 


や 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご ご トピック の 例 ジ 
この RSEESeE 昌 あお な た が に た だ が っ た は 杖 お 失 な か っ た 
こと 、 し た く な か っ た けれ ど し た こと を 、 理由 と いっ し ょ に 書い て み ま し ょ う 。 

・ 『 や る 気 』: あな た は どん な 場合 に や る 気 が 出 ます か 。 


= 
と | 
Pe 
の 


凍 
朋 
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第 9 課 原因 ・ 理 由 (1) や る 気 


画 関連 語 の 学習 


「 一 まる 」 
・ 高い 
内 広い 
・ 強 い 
・ 終 いい 
・ 栄 い 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 


(下線 は 新 出 語 ) 


「~ め る 」 の 単語 (形容 詞 か ら 作 られ る 自動 詞 と 他動詞 ) 
和信 気 、 や る 気 、 期 待 

話 、 技術 、 宗教 

Sy 

風 、 火 、 カ 

理解 、( 秋 ) 


> 


すま も 


高まる 高め る : 
広まる 広め る : 
強まる 強め る : 
有 郷 ま る グ 肥 め る : 
深まる 深め る : 


必 録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 


2 


3 4 
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第 1O 課 原因 ・ 理 由 (2) し ょ う が な い 


原因 ・ 理由 (2) よう つが な い 


雑誌 の 占い の コー ナー を 読ん で いた ら 、「 日 本 人 は 占い が 好 | コー ナー 
き で すね 」 と 、 外国 入 の 友人 和信 が 話し か け て きた 。 どこ の 国 に (一 て ) く る 
も 占い は ある けれ ど 、 日 本 和信 は 占い 好き な 国民 の 上 位 に ラン 一 好き 国民 
グ - さ も る の の だ 要 : 法 2 a 
占い が 好き な の は 何 か 目 に 見 そえ な い 旋 に 入 生 が 左右 され て 左右 する 
いる と いう 考え 方 が 強い か ら だ と 説明 し て くれ た 。 確か に 日 
本 人 は 占い が 好き だ 。 で も 、 た いて い は その 結果 に 徒 う と か 従う 
真剣 に 信じ る と か で は な く て 、 た だ それ を 楽し ん で いる だ け 真剣 た だ 
だ と 思う 。 珍し く て 面白 い 占い が 流行 する の も その せい で は | 流行 
な い だ ろ うか 。 目 に 見 えな い 旋 と 結び 付け る の は 考え すぎ で 結び つけ る すぎ 
は な いか と 彼 に 話し て みた 。 
する と 、 彼 は 「 で も 日 本 人 は 『 し ょ う が な い 』 と いう 表現 し ょ う が な い 
を よく 使い ます 。 これ も 占い 好き と 同じ 理由 で し ょ う 」 と 
詩 っ た 。 自分 の 国 に も 同じ よう な 表現 は ある けれ ど 、 日 本 人 
は 使い すぎ る の だ そう だ 。 な ぜ 占 い 好 き と 関 係 が ある か と どい 
うと 、 ど ちら も 自分 の カ で は どう し よう も な いと いう 考え 方 NE SE 
が ある か ら だ と 説明 し て くれ た 。 確か に 「 し ょ う が な い 」 は 
あき ら め の 気持 ち を 表す が 、 日 本 人 が それ を 使い すき る な ん 
て 信じ に られ な か っ た 。 
と ころ が 、 話 題 が 変わ っ て 「 ど うし て 1 時 間 以 上 も か け て 話題 か け て 
満員 電車 で 毎朝 通勤 し て いる の ?? 会 社 に 着く 前 に 疲れ る で | 満員 
し ょ う 」 と 彼 に 聞か れ て 、 私 は 思わ ず 「 そ れ は し ょ う が な い | 思わず 
よ に と 党 づ つて も まう る た 。 彼 の お か げ で 自分 の 国 の 音 葉 に つい 


YS 9 て 二 え ダダ こ を が で きだ 5 改め て 
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第 1O 課 原因 ・ 理 由 (1) し レ しょう が な い 


画 本 文 設問 


(1) 次 の 2 つっ つ に つい て 笑 者 と ど 友 六 の 考え は 、 何 が 同じ で 。 何 が 違い ます か 。 
< ド 由 US SSSONN 考 ・「 し ょ う が な い 」 に つい て 

(2) 『 し ょ う が な い 』 と いう 表現 に つい て 、 筆者 の 考え 方 は 友 入 の 話 を 
開く 前 と 聞い た あと で は 変わ り ま し た か 。 な ぜ で すか 。 

(3) 筆者 は 友人 と 話 が で き て 良かっ た と 思っ て いま すか 。 な ぜ で すか 。 

> 福 考 は どう 2 に で に 上 それ は に + う が な いよ 上 と 選 っ て . い る. の 、 健 直 肢 k. う 


画 本 文 新 出 語 ( 去 は 文型 で 学習 ) 


名 詞 : コーナー 国民 上 位 話題 満員 

い 和 形容 詞 RR + う が な い どう し よう も な い (一 娘 L19 文 型 「ー( よ うう が な い 」) 

な 形容 詞 。 : 一 好き 真剣 

名 詞 グ 動詞 横 : ラ ンク (する ) 流 行 (する ) 

動詞 : 左右 する 従う 1 結び 付け る (時 間 を ) か ける 
[補助 動詞 ] 衣 ( 一 て ) く る 

副詞 ・ 衣 た だ (一 だ け ) 大 思わ ず 改め て 

その 他 一 すぎ Cー、 に すぎ る.」、、 も ) 


[自動 詞 と 他動詞 ] 
「 か か る 1」 ググ 「 か ける I」 
・ 時 間 ( お 金 ) が か か る を か ける 
・ 水 が か か る を か ける 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え た な さい 。) 
【 し ょ う が な い (2 回 使う ) 改め て 一 すぎ 一 好き 1】 


日 本 人 が シャ ワー だ け で な く て 、 お ふろ に 入る の は きれ い ( 
か かち EE ナチ の 
お 金 が な い の な ら ( か SE ば as まだ 光度 に に まで よう 、 か 。 


自分 は な ぜ い ま 日 本 語 を 勉強 し て いる の か 、( Se 
それ は ちょ っ と 考え ( ) で す よ 。 も っ と 簡単 な こと だ と 思い ます よ 。 


電車 が な いな ら ( を 示 cm が 和 ジ な 坦 び ま : よ 9 。 


第 1O 課 原因 ・ 理由 (2) し ょ う が な い 


【 か ける 従う 話し か ける * 流行 する 】 * 印 は 既習 


(1) 電車 の 中 で 知ら な い 人 に ( ) びっ くり し た 。 
(2): こ こ で は みん な が 規則 に 【 7 だ げ れれ ば ば なり ませ た ん 。 


(3) 私 が 子ども の ころ に は そん ん なび が ( ) や ただ ただ 。 
(4) 時 間 を ( ) ゆっ くり 料理 する 。 


画 文型 ・ 表現 
(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 原 因 ・ 理由 」 の 文型 ・ 表現 (2 う | 一 xL19「 原 因 ・ 理 由 」 の 文型 ・ 表 現 (3) 


(1) な ぜ グ どう し て 一 か 分 か ら な い ま 
1. な ぜ 佐 藤 さ ん が 会 社 を や め た の か わか り ま せん 。 
2.。 どう し て あの 人 が 私 の こと が 嫌い な の か わか ら な い 。 


(2) な ぜ ど うし て で 。 一 か と いう と 、・・ : か ら だ 
1. な ぜ 行 か な か っ た か と いう と 、 前 に も 行っ た こと が ある か ら で す 。 
2. どう し て よく 売れ る か と いう と 、 宣伝 が 上 手 だ か ら で す 。 
3. な ぜ こ の 車 に 決め た か と いう と 、 荷 物 が た くさ ん 積め る か ら だ 。 


(3 ) 『 お か げ 』(※ い い 結 果 が 出 た 時 に 、 それ に 感謝 する 気持 ち ) 
1 ) 一 お か げ で 
1. ジョ ン さ ん の お か げ で 本 当 に 陳 か り ま し た 。 ジ ョ ン さ ん が いな か っ た ら 大 変 
で し た 。 
2. 貯金 が ある お か げ で 、 年 を と っ て か ら 心 配 し な いで 生活 が で きる 。 
3. 山田 さん が 手伝っ て くれ た お か げ で 、 早 〈 く 終わ る こと が で きた 。 


注 ) あい さ つ 表 現 :「 お か げ さ まで 、 元気 で す 」 
注 ) < 皮肉 > で 使う こと も ある 。 
4. あい つの お か げ で ひど い 目 に あっ た 。 


2)・・・ の は ーー お か げ だ 
1. 私 が 留学 で きた の は 、 両親 の お か げ け で す 。 感謝 し て いま す 。 
2. これ だ け 上 手 に な っ た の は 、 コー チ が 親切 に 教え て くだ さっ た お か げ で す 。 
3. 今 の 私 が ある の は 、 あ の 時 高橋 きん に 助け て いた だ いた お か げ で す 。 


宣伝 (する ) 積む あいつ (ひど い ) 目 に あう 
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第 1O 課 原因 ・ 理 由 (2) し ょ う が な い 


( 4 ) 『 せ い 』(※ 悪 い 結果 が 出 た と き 、 それに 責任 が ある と いう 気持 ち ) 
1 ) せい で 
1 あな た の せい で 、 こ ん な こと に な っ た ん で す よ 。 ど うし て くれ る ん で すか 。 
2. ちょ っ と 食べ すぎ た せい で 、 お な か が 痛く な り ま し た 。 
3. 我慢 し て 病院 に 行か な か っ た せい で 、 も っ と 悪く な っ て し まっ た 。 


2)・・・ の は 一 せい だ 
1. な か な か 生活 が よく な ら な い の は 、 政 府 の せい で す 。 
2. こん な に 空気 が 汚れ て いる の は 、 自 動車 の 数 が 増え た せい だ 。 
3. セー ルス が うま くく できない の は 、 や り 方 が 悪い せい だ 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


(1) 志 動 詞 辞書 形 乙 と か 、 ご 動詞 辞書 形 (と か )・ ・ ・( < 名 詞 > と か < 名 詞 > な ど *) 
(※「 た りー た り 」 と 同じ 用 法 だ が 、 一 つ ー つ 挙げ る と いう 気持 ち が 強 い ) 
1. 分 か ら な けれ ば 、 辞書 を 引く と か 、 先生 に 聞く と か すれ ば いい で し ょ う 。 
2. パソ コン な ど で 目 が 疲れ た 時 に は 、 目 を タオ ル で 冷や す と か 、 遠く の 束 
色 を 見 る と か する と いい らし い 。 
3. 休み の 日 に は 買い 物 す る と か 、 友達 と 会 っ て 話す こと が 多い で す 。 


(2) 一 て いく くる 一 大 し L13 「~ て いく < ン < る 」(※ 論 化 の 表現 ) 
(※ 移 動 の 方 向 ン 話 者 の 視点 に 注意 ) 
ね こ が 部 屋 に 入っ て 来 た 。 グ ね こ が 隣 の 部 主 に 入っ て 行っ た 。 
机 の 引き 出し か ら 革 の 写真 が 出 て 来 た 。 プ 出 田 さん は 部 屋 を 出 て 行っ た 。 
電車 に 選 れ た か ば ん が 数 日 後に 戻 っ て 来 た 。 
国 の 両親 が 私 の 好き な お 昔 子 を 送っ て 来 た 。 


心 CO tN = 


注 )『 一 て くる 」:「 何 か を し て 、 そし て く 今 いる と ころ > に 戻る 」 と いう 意味 に な る 場合 * 
5. それ じゃ 、 私 が 買っ て 来 ま す 。 

6. 二階 に いる 子ども た ちの 様子 を 見 て 来 ま す 。 

注 )「 て いく 」:「 何 か を し て 、 そし て くど こ か > に 行く 」 と いう 意味 に な る 場合 * 

7. 途中 で 花屋 に 寄っ て 、 プ ブレ ゼン ト の 花 を 買っ て 行く こと に し た 。 

8. 前 の 人 が ハン カチ を 落と し て 行っ た 。 


城 慢 (する) セー ルス ( 生 書 を ) 引 く r て て) いく 
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第 1O 課 原因 ・ 理 由 (2) し ょ う が な い 


(3 ) (た だ / プ ちょっと) 動詞 普通 形 選 だ け だ で ・ ・ ・ (一 < 名 詞 > だ け だ プ で ・・・ * き 2 
上 縮 胡 te ちっ: じ . や いま まき 、 村 を お 探し で すか 」 
B 「 あ 、 た だ 見 て いる だ け で す 」 
2 ちょ っ と 疲れ た の で 体 ん で いる だ け で す 。 配 いり ませ ん 。 
3. あの ひと は ちょ っ と 嫌 な こと が あっ た だ け で 、 す ぐに る 。 


(4 ) 思わ ず 
(※※ 無 疫 鐵 に する その よう な 状況 で は だ れ で も 体 が 自然 に 反応 し て し まう こと に よく 使う ) 
ーー 大 し L.6「 つ い 」、L し L.20「『「 う っ か り 」 
1 自分 が 応援 し て いた チー ム が 点 を 入れ た の で 、 思 わ ず 跳 び 上 が っ て 叶 ん で 
(ごま っ: 当ら 
2 喘 画 を 見 て いて 、 主 人 公 が 危な い 場 面 に な る と 、 思 わ ず 和 手 を 握っ て し まう 。 


| SSRSSSRR 


(1 ) 『 お か げ 』 か 『 せ い 』 の どちら か を ( ) に 入れ な さい 。 
1 あの 人 の ( た 
2. 安い も の を 買っ た CR RE Pg の 
3. 寄 日 練習 し た で な ES 
4. あの 人 に 話し た ) で 、 ク ラス の みん な に その こと を 知ら れ て し まっ 
Te 
5. この 教科 書 で 勉強 し た ( EEEyK 学 に ひので が SS 


(2) おかげ で ン せ いで ・・・ 


1. 日 本 に 来 た お か げ で s 
せい で 9 

2. あの 人 の 言葉 を 信じ た お か げ で e 
せい で Ss 


(3)・・・ の は お か げ だ プー せい だ 
1. 最近 寝不足 な の は 


人 
と に あ さけ R し ゅ じん こぅ ば めん 
跳び 上 が る r 本 ぶ I 主人 人 公 場面 
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第 1O 課 原因 ・ 理 申 (1) し ょ う が な い 


2. 都会 に カラ ス が 多い の は 
3. 最近 体 の 調子 が と て も いい の は と 


(4) 『 く る 』 か 『 い く 』 の どちら か を ( ) に 適当 な 形 に し て 入れ な さい 。 
1. 探し て いた 物 が 出 て ( うる 

2. 泥棒 は 向こう へ 走っ て ( )。 

3. 試験 の 日 が だ ん だ ん 近づい て ( し 

4. 急 に ボー ル が 飛ん で ( )、 私 の 頭 に 当たっ た 。 

5. ほか の 人 は みん な 帰っ て ( )。 そ し て 私 一 人 だ け に な っ た 。 


っ 大 ナ パン て 

1. 私 は た だ 「 | と 言っ た だ け で すご どう し て 彼女 が 泣い て いる の 
か 分 か り ま せん 。 

2. だ け で 、 1 万 円 も か か る そう で すね 。 


(6 ) 思わ ず 
1. 哨 い と ころ か ら 急 に 顔 が 現れ た の で 、 思わ ず 「 RSE 
まっ た 。 


2. 車 を 運転 し て いた 時 、 急 に 子ども が 飛び 出し て 来 た の で 、 思わ ず 
© (一 L. 6 関連 語 ) 


画 作文 練習 
や 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


< トピ ッ ク の 例 
『 う れ し か っ た こと 』:「 一 お か げ ば で 」 を 使っ て 良い 結果 に な っ た こと を 書き まし ょ う 。 
『 悲 し か っ た こと 』:「 一 せい で 」 を 使っ て 悪い 結果 に な っ た こと を 書き まし ょ う 。 

ーー 生 丘 に 占い に つい で て どう 思い ます か 。 


四 れ る (現われ る )T 飛び 出す r 
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第 1O 課 原因 ・ 理 由 (2) し ょ う が な い 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 


性 格 を 表す 単語 


『- プラ NSR ちら っ か ん て $3 せっ きょく て る か っ ぱつ 
明る い 、 陽 気 ( な ) か 、 ほ が ら か (な )、 楽 観 的 (な )、 積 極 的 (な )、 活発 (な ) 
好奇 心 が 強 い 

2. Re oe 
暗い 、 悲 観 的 (な )、 消 極 的 (な ) か 、 お と な し い 、 ず うず うし い 、 け ち ( な )、 
の ん き ( な )、 わ が まま (な ) 


画 聴 解 ミ ニテ スト 


の 録音 を きい て 答え を 1 ~ 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 1 積極 的 2 楽観 的 に SNR 0 SS SS SAA SS ROA SSNS 


ー 74 一 


第 11 課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


比較 (2) いろ いろ な 選択 


和信 生 に は いろ いろ な 選択 の 場面 が ある 。 将来 を 決め る よう 
な 重大 な 選択 か らち ょ っ と し た 選択 まで 様々 だ 。 同じ 選択 で 


も 、 真剣 に 悩ん で し まう 和信 も いれ ば 、 簡 単に 決め て し まう 和信 
も いる 。 うれし い 選 択 も あれ ば 、 つ らい 選択 も ある 。 

例え ば 、 レ スト ラン で 食事 を し た あと の デザ ー ト に つい て 
考え て で みよう 。 ケー キ と アイ スク リー ム の どちら か 一 方 に 決 
め な けれ ば な ら な か っ た ら ど うす る だ ろう 。 どちら で も 構わ 
な い 人 に と っ て は 何で も な い 選 択 だ が 、 甘 いも の に は 目 が な 
い 人 に と っ て は 、 う れ し い けれ ど 悩 ん で し まう 選択 だ 。 し か 
し 、 こ れ は 悩み と いう より 、 む し ろ る 楽し みな の か も し れ な い 。 

それ と 反対 の 場合 も ある 。 夏休み に な る と 学校 か らい ろ い 
ろ る ろ な 宿題 が 出る 。 例え ば 「 夏 休み 中 に 本 を 2 操 読ん で 感想 文 


を 書く か 、 等 日 日 記 を 書き な さい 」 と 土 わ れ た ら ど うす る か 。 
作文 が 好き な 子 に と っ て は 何で も な い 選 択 だ が 、 人 作文 が 嫌い 
な 子 に と っ て は これ ほど つら い 選 択 は な い 。 も し 本 を 読む 


も 幸い だ っ た ら 、 毎日 日 記 を 書く ほう が 、 読 書 感想 文 よ り は 
まし だ と 考え る だ ろう 。 

と ころ で 、 いろいろ な 選択 が ある と 、 か えっ て 困っ て し ま 
ぅ う も の だ 。 どれ に する か 迷っ て し まっ て 、 自 分 で 決め られ な 
く な っ た ら ど うす る か 。 私 が 子供 の ころ は 、 選 ぶ も の を 並べ 
て 、「 ど れ に し よう か な 。 神様 と 天神 様 の 吉 う と お り 」 と 言っ 
て 決め た も の だ 。 最後 の 「 り 」 の 時 に 指し た も の に する の だ 。 
大 入 に な っ て か ら も こん な や り 方 で すべ て うま くい っ た らい 
い の だ が 。 と きど きそう 思う こと が ある 。 


Ne i a 


利和 様 天神 様 


RE 
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第 11 課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


画 本 文 設 問 

(1) 「 う れ し い 選択 」 と いう の は どん な 場合 で すか 。 

(2) 「 つ らい 選択 」 と いう の は どん な 場合 で すか 。 

(3) 作文 が 媒 い な 子 の 中 で 、「 日 記 」 の 宿 丁 を 選ぶ の は 、 ど ん な 子 で すか 。 

の ご 季 者 は で も す 生 央 な 選択 (に つい て 、 ド 『 ど な に し よぅ うか な ・・ 記 ニ き 吾 ら 
て 決め て いる で し ょ うか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


名 市 : デザ ー ト (どちら か ) 一 方 悩み 感想 文子 # 視 欄 
な 形容 詞 : 重大 太 ま し 
い 形 容 詞 : 何で も な い 
名 詞 ズ 動詞 更 : 選択 (する ) 読書 (する ) 
動詞 : 悩む (一 悩み ) 迷う ぅ 
宮 詞 > お XMLOS な が う で きす まさ で 
その 他 : (一 に ) 目 が な い 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
・( 宿 芋 が ) 出 る 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 指す * 迷う 悩む 何で も な い 重大 全て 1】 * 印 は 既習 


きよ 2 まい ち ( ) 発 表 が ある らし い 。 


(2) 自分 の ( ) を 話せ る 到達 が いる と 有難 い 。 
(3) 矢印 は 右 を ( ) い た けど 、 そ ちら の 方 に は 道 は な か っ た 。 
(4) A『「 ど うか し まし た か 」 

B 『 い いえ そ 、《 ) で す 」 
(5) これ で 1 年 間 の ( ) の 授業 が 終わ り ま し た 。 


道 に ( まつ さ で 


1 時間 も 同じ と ころ を 行っ た り 来 た り し て い 


[「 方 向 」 の 意味 ] 
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第 1 1 課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


画 文型 ・ 表 現 


「 比 較 」 の 文型 ・ 表現 ( ぢ ) 


(1 を E ま に 
1) A の ほう が B よ り ま し だ (※A も も よく な い が 、 二 つ を 比べ れ ば A の ほう が いい ) 
A も ・・・ け れ ど 、B よ り ま し だ 
1. 物理 も 生物 も あま り で きま せん が 、 物理 の ほう が 生物 より まし で す 。 
2. お 酒 も 飲み すぎ る と 体 に よく な いけ ど 、 た ば こよ り は まし だ と 思う 。 
注 ) 慣 用 表現 で 「 何 も な いよ り ま し だ 何 も て より まし だ 」 も ある 。 
3. この 自転 車 は か な り 二 いけ ど 、 何 も な いよ り は まし だ 。 
4. この アル バイ ト は 時 給 が あま り 良 く な いけ れ ど 、 何 も し な いで 郊 ん で いる よ 
りり まこ に だ 


注 )『 ま だ 』 を 入れ る と 「 唱 は 悪 す ぎる ご プ ひ どす ぎる 」 と いう 気持 ち が 強 調 さ れる 。 
5。 いま の 上 司 は 好き じゃ な いけ ど 、- 前 の 上 司 よ り は まだ まし だ 。 
6. この レス トラ ン の 料理 は 高い の に 全然 お いし く て ない 。 

これ な ら 自 分 で 作っ た 料理 の ほう が まだ まし だ 。 


2) B す る くら いな ら 、A し た ほう が まし だ 
(※ 極 端 な 例 く A> を 出し て 、「 本 当 に 巳 は し た く な い 」 と いう 気持 ち を 強調 する ) 
1. あの 人 と 一 緒 に 仕事 する くら いな ら 、 会 社 を 辞め た ほう が まし だ 。 
2. そん な こと に お 金 を 使う くら いな ら 、 捨 て た ほう が まし だ 。 
3. そん な こと を する ぐら いな ら 、 死 ん だ ほう が まだ まし だ 。 


(2) A ほど ~~ 名 詞 之 は (ほか に は ) な い 一 大 L1「 ほ ど ・・ な い 』」 
(※「A は 一 番 」 と 同じ 意味 に な る ) 
1. 東京 ほど 物価 が 高い 都市 は (ほか に は ) な い 。 
この 町 ほど いろ いろ な 外国 人 が 集まっ て いる と ころ は な い 。 
西田 さん ほど 熱 旋 に 仕事 を する 社員 は いな い 。 注 條 人 」 の 場合 は 「 い な い 」 
チョ ウ さ ん は ど ま じ め に 勉強 する 学生 は 見 た こと が な い 。 
ギャ ンプ ル で 給料 を 全部 使っ て じ ま う な ん て で て 、 これ は ど ば か らし いこ と は な い 。 


Nn 心 6 【O 


物理 生物 上 司 都市 ば か らし い 
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第 11 課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


(3) メメ は A と いう より (も )、 む お しろ B (※x の 説明 と し て A よ りほ の ほう が 適当 だ ) 
1. あの 子 は きれ いと いう より 、 む し ろか わい いと 言っ た ほう が いい 。 
. あの 人 と は 先輩 、 後 章 の 関係 と いう より も 、 む し ろ 親 友 の 上 よう な 関係 だ 。 
3. これ だ け 大 きい と 、 池 と いう より も 、 む し ろ 湖 と 言っ た ほう が いい で し ょ う 。 


ぞ その他 の 文型 ・ 表現 


《1)- 一 に と っ て (は) 
(※ 人 に よっ て 考え 方 、 感じ 方 が 違う 時 に 、 それ ぞ れ の 立場 に つい て 説明 する ) 
ES は OWN の た に SS 人 ド 要 要 S で な か いこ が で も ご: 牧 に に と どっ て せ 間 要 な ミ . ど です 。 
2. 入院 し て いた 私 に と っ て 、 友 人 の お 見 舞 は 何より も うれ し いこ と だ っ た 。 
3. 彼 に と っ て こん な テス ト は 何で も な いこ と だ っ た 。 目標 は も っ と 高い と こ 
ろ に あっ た 。 
注 ) 「 こ と し て 」 は どん な 立場 ・ 資 格 ・ 種 類 か を 示す 表現 。「 一 に と っ て 」 と は 使い 方 が 違う 。 
4. 山田 さん は 今 は 作家 と し て 活躍 し て いる 。 
「 ち ょ っ と ...」 は や わら か く 叫 る 表現 と し て 使わ れる 。 


wn 


(2) 動詞 た 形 > も の だ 一 Ls 「ー も の だ (真理 、 当然) 
(※ 過 去 の 習慣 を 思い 出し て 述べ る 時 。 懐か し いと いう 気持 ち を 表現 する ) 
1. 子供 の ころ 、 よ く 近 く の 川 で 泳い だ も の で す 。 その 川 は 今 は 汚く て 涼 げ な く 
が お 層 SE: だ きる 
2. 小学 生 の ころ 、 父 と 一 緒 に 山 に きのこ を 採り に 行っ た も の で す 。 
3. 中 学生 の ころ 、 近く の 野原 で 友達 と 一 緒 に 野球 を し た も の だ 。 その 場所 に は 
今 は マン ショ ン が 建っ て いる 。 


(3) ~~ も ・・・ ば ぱ ば 、~ も ・・・ 
(※「~ も ・・・ し 、 一 も ・ ・・」 を 使う こと が で きる が 、 く いろ いろ ある / する 、 
何 も な い / し な い > こと を 強調 する ) 
1. 世の中 に は いい こと も あれ ば 、 悪い こと も ある 。 
2. 山田 さん は 歌 も 歌え ば 、 ギ ター も 弾く 。 
3。 この 町 に は デバ ー ト も な けれ ば 、 ス ーー パー も な い 。 


(4) 『 か えっ つて 』 (※ 普 通 の 予想 と は 反対 の 結果 に な る ) 
1. 病院 に 行っ た も ら 、 か えっ て 悪く な っ た 。 
クジ こつ こち の し が か がき Mo と 吉 う だ 、 か ん つて 大 な いか らき 本 お 天 : 本 大 や は ほう 
が いい 。 
3. 説明 し て も ら っ た ら 、 か えっ て 分 か ら な く な っ て し まっ た 。 


せん ば い こう は い し ん ゆう ろ ず うみ な に と の は ら に な か 
先 斐 後 親 : 何より も きのこ 採る 1 野原 世の中 
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画 文型 ・ 表 現 練習 


こん が Hom 


(3) 


(4) 


課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


まじ だ 

テニ ス も ゴル フ も 上 手 で は な い が 、 e 
今 の アパ ー ト も 狭い けど 、 ES0 に まっ 
こす は けれ ど 、 何 も な いよ り は まし だ 。 
姉 が 作る 料理 は ひど い 。 くら いな ら 、 何 も 食 べ な い は ほう 
が : ま CS 


ー ほ ど ・・・ は な い 
富士 山 ほ と ど 形 が は あり ませ ん 。 
大間 が 発明 し た も の の 中 で ほど すばらし いも の は な い 。 


EE A NS TN RT EN ia CA WR RA 


a ea Ri Be ned 3 SN Ss 
ケン さん は 体 が 大 きい と いう より 、 む し ろ と 言っ た は ほ 
うがい いん じゃ な いか な 。 も っ と 運動 し た ほう が いい と 思う 。 

は 便利 な も の と いう より 、 む し る ろ 生 活 の 一 部 に な っ て 
いる と ど 思 3 う 。 


ea ニン 2 
私 に と っ て 、 は と て も 大 切な も の だ 。 


に と っ て は 、 食 事 中 に 近く で た ば こ を 吸わ れる 
と いや な も の だ 。 
は と し て よく 〈《 知 られ て いる 。 
テス ト の 問題 文 で は 、「(A) に 入る 言 葉 と し て 、 最も を 、 
下 の (1) 一 (4) から 1 つ 選 びな さい 」 と いう 表現 が よく 使わ れる 。 


部 Er 


第 11 課 比較 (2) いろ いろ が な 選択 


(5) ご 動詞 た 形 乙 も の だ 

1. 子供 の ころ 、 好き だ っ た の で 、 よ く も の だ 。 

2. 学生 の ころ 、 て 、 よ く 先 生 に し か られ た も の で す 。 
あの 先生 は 今 は どこ に いら っ し ゃ る の で し ょ うか 。 

3 今 ど 林 てこ 私 た ち が 才 堪 の ころ る は 、 e 


(6) < も) ・ ” ・ (ば 、 ~~ も ・ に に 
1. 世の中 に は いろ いろ な 人 が いる 。 e 
ゴザ SYS RSESSRRNSSCN い eccー っ で 


(7) か えっ て 
1. A 「 や せる た め に 運動 を 始め た ら 、 か えっ て 」 
BB 「 そ れ は よく 食べ る よう に な っ た か ら じ ゃ な いで すか 」 
2. 忙し い 時 の ほう が か えっ て e 
暇 だ と の ん びり し て し まっ て あま り で き な い も の だ 。 


画 作文 練習 


学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


< トピック の 例 > 

・ 『 す ば らし い 人 人 』:「 全 ほど 一 ない 」 を 使っ て あな た が すばらし い 人 だ と 思う 人 に つい 
で 需 伺 まま:。 

・ 『 大 切な も の 』: あな た に と っ て 大 切な も の を 書き まし ょ う 。 

・ 。W『 思 い 出 』:「 人 て た も の だ 」 を 使っ て あな た の 子供 の ころ の 思い 出 を 書き まし ょ う 。 

・ 『 決 め 方 』: あな た は どれ に する か 館 っ た と き は どう や っ て 決め て いま すか 。 


の ん びり (する ) 
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第 1 1 課 比較 (2) いろ いろ な 選択 


時 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 呈 ) 
の 人 の 二 生 に 関連 する 単語 


・ 生 まれ る 、 半生 す る 、 話 生 日 、 生年 月 、 履 卿 / ふ る さと 


・ 用 つ 、 成長 (する ) 

・ 入 学 ( す る )、 笠 半 (する)、 入学 式 、 生 業 

・ 昌 草 ( す る )、 入社 け る )、 入 社区 

・ 貞 全う お 見 合い (する )、 付 き 合 う 、 結 婚 す る 、 結 財 式 
・ 出産 (する ) 

・ 別 れる 、 次 尋 ( す る ) 

、 軸 世 (する )、 昇 進 ( す る )、 首 に な る 、 転 職 (する ) 
・、 退 戦 (する )、 第 二 の 人 生 を 始め る 

・ 老後 を 楽し む 

. 死 ぬ 、 死 亡 ( す る )、 葬 式 


軒 聴 朋 ミニ テス ト 一 
の 録音 を きい て 答え を 1 ~ 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 1 2 3 4 


第 12 課 様子 ・ 類 似 (2) 格言 ・ 名 言 


様子 ・ 類似 (2) 格言 ・ 名 言 


「 い いい 香り 」 と 「 臭 い 」 し か 理 
葉 が な か っ た ら 寂 し い 。 その に お い を 相手 に 伝え た いと 思え ば 、 


も し に お い を 説明 する の に 、 


それ と 似 て いる 香り を 探し て 、「 バ ラ の 花 の よう な 香り が する 」 
と か 「 卵 が 腐っ た みた いな に お い が す る 」 と 表現 する こと が 
で きる 。 つま り 、 何 か ほか の も の に た と える こと に よっ て 、 相 
手 は それ が どん な も の か イメ ー ジ する こと が で きる の だ 。 その 
お か げ で 私 た ちの 表現 は 一 層 豊 か に な る 。 

いわ ゆる 格言 、 名 斉 と 呼ば れる も の の 中 に は 、 こ の よう な 
た と え を 使っ た も の が 少な く な い 。「 人 人 生 は いわ ば 航海 の よう 
な も の だ 」 と よく 土 わ れる 。 入 生 の よう な 抽象 的 な も の で も 、 
航海 に た と そえ る こと で 、 そ れ が どん な も の か が よく 理解 で き 
る 。 作家 の セネカ は 和信 生 を 物語 に た と えて 、 こ う 人 童 っ た そう だ 。 
「 重 要 な の は どん な に 長い か と いう こと で は な く 、 ど ん な に 良 
いか と いう こと だ 」。 短い 圭 葉 の 中 に も 重み が ある 。 和信 生 を ろう 
そく に た と えて 、 細 くく 長く 生き る の と 太く 〈 短 く 生 きる の と ど ち 
ら が いい か と 聞い た ら 、 セ ネ カ は きっ と 後者 が いい と 答え る だ 
ろ : 3 

哲学 者 の ショ ー ペ ン ハ ウ ア ー は お 金 は 海水 の よう な も の だ 
と 考え て 、「 飲 め ば 飲 な ほど 、 の ど が 湯 く 」 と 言っ た 。 ほか に 
も 友情 と は 何 か 、 恋 と は 何 か な ど 、 い ろ い ろ な こと に つい て 
格 音 、 名 音 が ある 。 それ ら を 読ん で みて 、 自分 の 好き な せり 
ふ を 見 つけ る の も いい が 、 気に入っ た も の が な けれ ば 、 自 分 


で 作っ て みて も いい 。 和信 に まっ て 考え 方 は いろ いろ な の だ か 


一 選 豊か 
いわ ゆる 和 格 童 
名 斉 学ぶ 

た と え いわ ば 
航海 抽象 的 
セネカ 物語 


重み ろう そく 


後者 


哲学 者 
ショ ー ベ ペン ハウ 
海水 
せり ふ 


アー 
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第 12 課 様子 ・ 類似 (2) 格言 ・ 名言 


画 本 文 設 問 


(1) 「 た と え 」 を 使う こと に よっ て 、 私 た ちの 表現 は どう な り ま すか 。 
(2) 「 た と え 」 は 格言 や 名 詩 に た くさ ん 使わ れ て いま すか 。 
(3) 筆者 は な ぜ セ ネ カ が 「 後 者 を 選ぶ 」 と 思っ た の で すか 。 
© ショーペン ハウ アー の た と え そ は どん な 意味 か 考え て みて くだ さい 。 


画 本 文 新 出 語 ( 云 は 文型 で 学習 ) 


か お か て げん めい げん こう か い も の が た り こう し ゃ 
みみ 


名 詞 ・ 香 り .。 バラ 圭 名 吾 た と え 航海 物語 ろう そく 
て で つが < し ゃ か い ず い ゆう に じょう こい < お も 
哲学 海 2 友情 恋 せり ふ 重み (一 関連 語 「 み 」) 
ゆ た ちゃう しょ う て き 

な 展 容 配 : 豊か 抽 く 
くさ 

いい 形容 詞 ・ 臭 い 
くき よ 

動詞 : 放 る 1 去 た と える I (一 と ) 守 ぶ ェ I 
いっ そう 

語詞 : 一層 支 い わ も ば 

接続 詞 :・ 衣 つまり 玉 い わ ゆ る 

その 他 :[ 人 名 ] セネカ ショ ー ベ ペン ハウ アー 

[基本 動詞 の 用 法 ] 


・ 衣 (に お い が ) す る (一 関連 語 ) 
画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 に お い * 香り 豊か 重要 * 一 層 気に入る * 】  * 印 は 既習 
この 花 は いい ( ) が し ます ね 。 
教科 書 を 読み な が ら ( ) と ころ に 線 を 引く 〈。 


焼き 肉 の ( ENG SN SS ce の 
いろ いろ 探し て みた けれ ど 、( ) も の は な か っ た 。 


a TS SS Rd CL EE お いい で まま の 本 洒 に か れ . で 人 な た を まる 過 
( ) お いし いで す よ 。 
生活 が ( ) に な っ た と 感じ る 人 が 多く な っ た よう だ 。 


第 12 課 様子 ・ 類似 (2) 格言 ・ 名 


画 文型 ・ 表 現 
(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 様 子 ・ 類似 」 の 文型 ・ 表現 (2) 


(1) A を B に た と える (と ・・…) プ A は B に た と えら れる 

人 生 は 自分 が 主人 公 の ドラ マ に た ど え られ る 。 

日 本 で は 色 が 百 く て きれ いな 女性 の 肌 は よく も ち に た と え そら れる 。 
人 間 の 体 を 車 に た と える と 、 心臓 は エン ジン に 当たる 

良子 さん を 花 に だ と ど と える と ど と 、 バ ラ だ ろう か 。 美しい けれ ど 、- と げ が ある か ら だ 。 


た wow MR = 


(2) A は いわ ば B (の よう な も の ) だ (※A を 何 か に た と えて 言え ば 巳 に な る ) 
成田 空港 は いわ ば 日 本 の 玄 関 だ 。 
人 生 は いわ ば 旅 の よう な も の だ 。 途中 で いろ いろ な こと が 超 こ る 。 
恋愛 も いわ ば ゲー ム の よう な も の だ と 言う 人 も いる 。 
アイ ス ホ ッ ケー は いわ ば 氷 の 上 の 格闘 技 だ 。 実際 に 試合 を 見 る と それ が よく 分 
か る 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


(1) 言い 換え ・ 説 明 の た め の 接 続 詞 プ 表現 
1 ) 『 い わ ゆ る 』 (※ 一 盤 的 に 使わ れ て いる 言葉 を 紹介 する ) 
1. 父 は いわ ゆる 会 社 人 間 で 、 家族 より 仕事 を いつ も 第 一 に 考え て いる 。 
2 昔 は いわ ゆる 3 高 が 結婚 の 条件 に な っ て いた が 、 か や で うつ バ だ つう が 
3. これ か ら は いわ ゆる シル バー 産業 が どん どん 成長 する だ ろう 。 


た CO も ピ 


2) 『 つ まり 』 (※ 前 の 表現 、 内 容 を 分 か りや すく 言い 換え る ご まとめ る ) 
AS つま 3 
1. 私 の 豆 の 妹 の 候 子 、 つ まり いと こ が 私 と 同じ 会 社 に 勤め て いま す 。 
ド つ まり 、 こ の だ 」 
2. 今回 の 選挙 で は 野党 が 勝っ た 。 つ まり 、 国 民 は 変化 を 求め た の だ 。 
よこ 
3. この まま 何 も し な けれ ば 地球 の 温暖 化 が 進ん で 人 間 が 住む こと が で き な く な る 。 
つま り 、 今 何 か を し な けれ ば な ら な いと いう こと だ 。 


ーー 娘 L20「 つ まり 、・ ・・ わ け だ 」 
は だ SS し ん ぞう RS あぁ た びれ ん あい 
肌 も ち 心臓 (A は B に ) 当 た る ( 注 : A と と の 対応 関係 ) どけ 旅 恋愛 
| ス ホ ッ ケー 格闘技 条件 どん どん いと こ 。 選 チ 野党 ( 合 与党 ) 


変化 (する ) 
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(2) X を 一 と 呼ぶ (※x の 名 前 ) 一 「X を 呼ぶ 」 * 
1. これ か ら は 「 ジ ョ ン 」 と 呼ん で くだ さい 。 
2. 彼 の 名 前 は 「 し ん の すけ 」 だ か ら 、 み ん な か ら 「 し ん ちゃ ん 」 と 呼ば れ て いる 。 
3. 山田 さん は 奥さん の こと を 何と 呼ん で いる ん で すか 。 


(3) 一 に よっ て (※ 手 段 ) 一 婦 L9「 一 に よっ て 」(※ 原 因 ) 
1. 大 昔 は 煙 や 光 に よっ て 遠く に いる 人 に メッ セー ジ を 伝え た 。 
2. 同 に 料理 で も ちょ っ と 工夫 する こと に よっ て も っ と お いし く 作 る こと が で きる 。 
3. 漢字 は 何 回 も 何 回 も 書く こと に よっ て 正確 に 覚え る こと が で きる 。 


(4) に お い プ 音 / 味 が する ネネ 一 関連 語 

が ズ の に お いや が に ます よさ よ 。、 台所 を 完 て きま ヒエ うか 。 

何 か が 焦げ て いる に お い が し ます よ 。 

変 な 斉 が する の で 、 車 を 止め て 下 を 見 て みた 。 

夜中 に 部 屋 の ドア が 開く 音 が し た 。 

OS よこ ちく まお 失 TK: カ ド まあ はお だ っ べ 天 : 夫 \ 

この アイ スク リー ム は フル ー ツ の 味 が する けれ ど 、 何 が 入っ て いる ん で すか 。 


Pn hw NM 


画 文型 ・ 表 現 練習 


CE た ER 
1. 和 人間 の 体 を 車 に た と える と 、 食べ物 は に 当たる 。 
彼 を 動物 に た と える と だ 。 か ら だ 。 
3. 私 の 国 で は SS に た と えら れる 。 
の まこ や わき 


1. 今 の 私 は 全く 《 自 貼 が な い 。 いわば 羽 を と られ た ep 

2. 私 は 日 本 に 留学 し て 、 大学 を 辛 業 後 、 日 本 で > 
だ か ら 、 日 本 は いわ ば 第 二 の 故 郷 だ 。 

3. 小さ いこ ろか ら ず っ と ここ に 住ん で いる の で 、 この辺 の こと は 何で も 知っ て 


いる 。 いわ ば この 辺 は 自分 の 家 の 人 


SSR RR NR いい 
天 : 著 :、 干 和光 ズ ッ ピ セー ンー 大 ( る る) 食 げ ける エコ ジ リレー 性 
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(3) 『 い わ ゆ る 』 か 『 つ まり 』 の どちら か を 入れ な さい 。 


1. 来年 、 定 年 で 退職 する の で 、( ) 第 二 の 人 生 を どの よう に 送ら ろう か 、 今 
SN 
2. 山田 さん は 80 年 卒業 で 、 私 は 85 年 卒業 で す 。( ) 私 の 先 募 に 当たり ます 。 
3. 彼 は 私 と 違っ て ( ) エ リー トコ ー ス に 乗っ て 出世 し た 人 だ 。 
4. 最近 、 何 で も 100 円 で 売る と いう 、( )100 円 ショ ッ プ が 増え て きた 。 
5. 病気 の 原因 に は いろ いろ ある が 、 ス トレ ス と 関係 の ある も の が 少な く な い 。 
( ) ス トレ ス を 減ら せ ば 、 あ る 程度 病気 を 予防 で きる と いう こと だ 。 


(4) 一 と 呼ぶ 
1. 彼女 の 名 前 は 「 ] だ か ら 、 み ん な か ら 「 - と 守 ば れ て いる 。 
2. 日 本 で は 学校 の 先生 の ほか に も 、 や 小説 家 な ど が 先生 と 呼ば 

ES さる 


画 作文 練習 


学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て 見 まし ょ う 。 


トピック の 例 

・ 『 ク ラス メー ト 』: あな た の クラ ス メ ー ト を 何 か 動物 に た と えて くだ さい 。 な ぜ そ う 
思う の か も 書い て くだ さい 。 
『 私 の 国 』: 日 本 の 富 二 山 の よう に 、 あ な た の 国 に ある も の で 、 代 表 的 な 場所 や 建物 
を 紹介 し て くだ さい 。 
『 私 の 好き な 言葉 』: あな た が 好き な 言葉 (格言 、 名 言 、 慣用 表現 な ど ) を 紹介 し て 
Ch he 


ェ リ ー ト 減らす 1( 今 減る 1 *) 
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画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


(1) 五感 に 関連 する 単語 


3 日 : 見 える し お な かぁ ら す 

・ ロ : 味 が する ダグ 世 い 、、 苦 い 、。 辛い 、. 坦 考 い 、 し ょ っ ぱい 、 酸 っ ぱい 
味 が 渡 い 薄い 味 が あっ さり プ こ っ て けり し て いる 。 

・ 鼻 : に お い が す る いい 香り が する 、 上 臭い 

まう る さい 、、: 野 か 

・ 肌 : 感じ る つる つる する 、 ざ ざらざら する 


(2) 「 一 婦 」 の 単語 
※ 形容 詞 か ら 作 られ る が 、「 一 さ 」 と 違っ て 数 は 限ら れ て いる 。 
ほとん ど は 感覚 的 に と ら え た も の を 表す 。 
※「 一 さ 」 の 形 と 「 一 み 」 の 形 の 両方 が ある 場合 は 、「 一 さ 」 の 単語 の ほう が 
測る こと が で きる 、 数 で 表す こと が で きる と いう 意識 が ある 。 


1. その よう に 感じ る も の 

・ 斐 し い 一 「 悲 し み 」: 彼 女 の 悲 し み は み ん な の 予想 以上 だ っ た 。 

・ 痛 い ーー 「 痛 みみ 」 : 痛み が な か な か と ど とれ な い 。 

・ 楽 し い 一 『 楽 し み 」: 今 度 会 う 日 が 楽し み だ 。 
※ 先生 が 来 た の で 楽し さ は 2 倍 に な っ た 。 

・ 重 い ーー 「 重 み 」 : この 1 勝 は 私 に と っ て は 非常 に 重み が ある 。 
※ 重 さ を 測る 。 

"2 ーー 「 深 み 」 : 彼 娘 の 演技 に は 深み が ある 。 
※ 川 の 深 さ を 測る 。 


2. その よう 感じ る 形 
・ 刀 い つ ー「 丸 み 」: 車 の ボディ 全体 が 丸み を 帯び て いる 。 
・ 厚 い っ 「 厚 み 」: この 板 は か な り り 厚み が ある 。 
※ 2 枚 の 板 の 厚 さ を 比べ る 。 


3. その よう に 感じ る と ころ / 点 
・ 強 い ーー 「 強 み 」: 英語 が し や ゃ や べ れ る の が 強み だ 。 
※ ロー プ の 強 さ を 調べ る 。 
・ 弱い ー「 退 み 」: 相手 に 自分 の 静 み を 知ら れ な いよ うに する 。 
・ 深 い っ 「 深 み 」: 川 の 深み ( 三 深 いと ころ ) に は まっ つた 。 


し ょ う えん ぎ 


に お いた 
ーー 演技 ボディ 帯び る T 板 し や べべ る 1 は まる 1 
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4. その よう に 感じ る 味 プ も の 
・ 甘 い ーー 「『 甘 み 」: この 料理 は ちょ っ と 草 み が 足り な い 。 
・ 辛 い っ 「 辛 み 」: この スー プ は 辛み が ちょ っ と あっ て お いし い 。 
・ 苦い ーー 「 芋 み 」: この 果物 は 苦み が 強く て 食べ られ な い 。 
・ う まい 一 「 う まみ 」: 化学 調味 料 に は うま み の 成 分 が 入っ て いる 。 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 一 


の 録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 1 2 3 4 
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程度 ・ 変化 (2) 子供 の 時 の 夢 


今年 の 春 地元 の 大 学 を 座 業 し て 大 阪 の デザ イン 会 社 に 就職 地元 
する こと ど が 決ま っ だ だ それ で 、 四 うう 吉 じ と する こと に な っ て 、 
押し 入れ の 中 の 物 を 整理 し て いた 。 奥 の 方 に あっ た 箱 の ふた 
を 開け る と 小学 校 の 卒業 文集 が 入っ て いた 。 題名 は 「 将 来 な 文集 題名 
り た い 職 業 」。 私 は 懐か し く な っ て 、 作業 を 少し ば か り 体 ん で 職業 懐か し い 
読ん で みる こと に し た 。 

それ は 本 当 に 自分 が 書い た も の か と 思う ほど と 現実 と 違う も 現実 
の だ っ た 。 も し 夢 が 実現 し て いた ら 、 私 は パン 屋 さ ん に な っ 実現 
て いた の だ 。 思わ ず 笑 っ て し まっ た 。 一 般 的 に 子供 が その 職 一 般 的 
業 に あこ が れる 理由 は 単純 な か こと が 多い 。 だ か ら 変 わる の は あこ が れる 
当然 だ 。 それ に 、 大 きく な る に し た が っ て 、 だ ん だ ん 現実 を 単純 当然 
見 る よう に な る か ら 夢 を 持ち 続け る こと は 難し い の だ ろう 。 

男の子 の あこ が れ の 職業 を 調査 する と た いて い は スポ ー ツ 調査 
選手 が 1 位 か 2 位 に な る 。 し か し 、 実際 に プロ の 選手 に な れ 
る の は ほん の 一 部 の 人 だ け だ 。 成長 する に つれ て 自分 の 適性 適性 
や 限界 が 分 か っ て 〈 く る 。 女の子 の 場合 は 私 の よう に 「 食 べ 物 (で る 
情話 の ミ 食べ 物 屋 
と を 学ぶ に つれ て 、 その 大 身 さ が 分 か つて で る 。 学ぶ 

大 人 人 に な る こと は 夢 が な く な る こと な の だ ろう か 。 子供 の 
ころ の 夢 を 実現 する こと は 難し いか も し れ な い 。 で も 、 大き 
く な っ て も の どこ か に 夢 を 持ち 続け て いき た いも の だ 。 も 心 (一 て ) い < く 
し か し た ら 何 年 か 後に パン 屋 を 目指 し て 頑張 っ て いる 自分 が 目指 す 
いる か も し れ な い 。 
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(1) 等 者 の 子供 の ころ の 夢 と 実際 に する こと に な っ た 仕事 は 何で すか 。 
(2) 告 者 は な ぜ 「 卒 業 文集 」 を 読ん で 笑っ て し まっ た の で すか 。 

(3) な ぜ 子 供 の ころ の 夢 は な か な か 実現 し ませ ん か 。 

へ 待 者 は この 後 、「 卒 業 文集 」 を どう する と 思い ます か 。 


画 本 文 新 出 語 (は 文型 で 学習 ) 


じ も と ぶん し ゆう だ い め い a CE ES Rr げん に つ と う ぜ ん て きせ せい た も の や ここ ちろ 
名 詞 : 地元 E 8 食べ 物 屋 心 
いっ ぱん て で てき た ん じゃ ん 
な 形容 詞 : 一 般 9 単 
い 形 容 詞 : 懐か し い 
に つげ ん ちょ よう き 
名 詞 プ 動詞 芽 : 実 現 ( す る ) 調査 (する ) 
まな め ぎ 
動議 : あ こ が れ る I 学ぶ 1 目指 す r 


[補助 動詞 ] 太 ( 一 て ) く る ググ いく (※ 変 化 の 用 法 ) 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 実際 に * 当然 懐か し い 一 部 * 現実 】 * 印 は 既習 


お 世話 に な っ た らら お礼 を 言う の は ( I に 
まだ ( ) の 学生 し か その こと を 知ら な い 。 


小学 生 の ころ が ( 2) 
( ) や っ て みた ら 、 け っ こう 難し か っ た 。 
社会 に 出る と 、 ) の 厳し さ が よ く 〈 分 か る 。 


(お ) 礼 
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【 実現 作業 * 調査 学ぶ 目指 す あこ が れる 】 * 印 は 既習 


子供 の ころ か ら の 夢 が ( まだ 
最近 の ( ) に よる と 、 大 学 を 卒業 し て も 就職 で き な い 入 が 増え 
て いる らし い 。 


高校 の 時 は 結婚 に ( ) い た けど 、 今 は そん な に し た いと は 思わ 


が SED だ 

プロ 野球 選考 を ( )、 小 さい ころ か ら 野 球 を 始め た 。 

( ) は 計 画 の と お り に 進ん で いた 。 

大 人 に な っ た らい ろ い ろ と 社会 の こと を ( と に な る 


画 文型 ・ 表 現 


「 程 度 ・ 変化 」 の 文型 ・ 表現 (用) 


( 1 ) 変 化 を 表す 基本 文型 
1) 名詞 
山 四 さん は 大 学 を 府 業 し て 先生 に な っ た 。 
2 ) な 形容 詞 
そう じ を し た の で 部 屋 が きれ い に な っ た 。 
3 ) いい 形容詞 
・ これ か ら だ ん だ ん 暑く な る 。 
4 ) 動詞 
1. 1 年 間 日 本 語 を 勉強 し て 、 新 聞 が 読め る よう に な っ た 。 
2. 彼女 と けん か し て か ら は あま り 話 さ な く な っ た 。 


SS RE 一 L110「『~ て < る いく 」』( 動 作 の 方 向 ) 
1) 動作 の 動詞 > の 場合 
(※「~ て きた 」 で ぐ 今 まで の こと > 、「~ て いく < く 」 で こぐ これ か ら の こと > を 表す ) 
(※ た 形 「 き た 」 で 今 の 時 点 の こと を 表す ) 
1. 今 ま で は 放す 練習 を た くさ ん し て きま し た が 、 こ れ か ら は 読む 練習 も し て い 
き - ま す 。 
つら いこ と も ある けれ どど 、 こ れ か ら も この 仕事 を 続け て いこ うと 思う 。 
3. 今 ま で 両親 と 一 緒 に 暮らし て きた が 、 就 職 し た ら 一 人 で 生活 し て いこ うと 思う 。 


to 


頃 っ 
い * 
wl 
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2 ) 


3 ) 


(3) 


(4) 
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変化 の 動詞 の 場合 
(※「 一 て きた 」 で 変化 の 開始 ・ 途 中 、「 一 て いく 」 で 変化 の 進行 > を 表す ) 
1. や っ と 日 本 の 生活 に も 慣れ て きた 。 
2. だ ん だ ん 寒く な っ て きま し た ね 。 これ か ら も っ と 突く な っ で てい ぐん で すね 。 
で 2 婦 も ビル や マン ショ ン が 徒 っ て 、 だ ん だ ん 縁 が 少な く な っ て きた 。 
4. (キャ ンプ 場 で )『 あ 、 火 が 消え て きた 。 どう し よう 『!」 
て 感覚 ・ 思 考 の 動詞 の 場合 
(※「 一 て きた 」 で ご その よう な 感覚 が 生ま れ た > こと を 表す 。「 一 て いく 」 は な い ) 
1. その 意味 が だ ん だ ん 分 か っ て きた 。 
2. ( 車 に 乗っ て いる 時)『「 あ 、 富士 山 が 見 えて きた 」 
3. (パレ ー ド が 来る の を 待っ て いる 時 )「 あ 、 バ レー ド の 音楽 が 聞こ えて きた 」 
4。 いい 考え が 洗 か ん で きた 。 
5. 彼 の 話 を 聞き な が ら 、 だ ん だ ん 腹 が 立っ つて きた 。 
注 y「 雨 が 降り 始め た 」 と いう 意味 で 、「 雨 が 降っ て きた 」 と いう 言い 方 も で きる が 、「 一 て きた 」 は 
実際 に そこ に いる 時 に 使わ れる の が 普通 。 
に の 相 em 本 が で 枝 も を た が っ て で ーi (※ 二 つの こと が 一 緒 に 変化 する ) 


暗く な る に つれ て で て 、 気温 も 下がっ て きた 。 

試験 の 日 が 近づく に つれ て 、 だ ん だ ん 不安 に な っ て きた 。 

嫌 な こと が あっ て も 、 時 間 が た つ に し た が っ て 、 少し ずつ 忘れ て いく も の だ 。 
年 を と る に し た が っ て 、 だ れ で も 体 が 用 く な る 。 

日 本 語 は 初め は や さ し い と 思っ て いた が 、 釣 強 が 進 む な に つれ て 、 そ の 難し さ 
が だ ん だ ん 分 か っ て きた 。 


Tn mw もい ピピ 


X は 動詞 普通 形 忌 キ ほ ど だ ほど ・ ・・ (※x が どの 程度 か 表現 する ) 
土 ほ ど で は な い 
ーー 大 し 1「X は ぐ 名 詞 > ほ ど ・・・ な い 」』 
一 大 し L8「 思 っ て いた ほど ・・・ な い 」』 
シュ ミッ ト さ ん は 3 か 月 で 驚く 信じ られ な い は ほど 日 本 語 が 上 手 に な っ た 。 
この アト ラク ショ ン は 1 時 間 以 上 待た な けれ ば な ら な い は ほど 人 気 が あ る そう だ 
今年 の 冬 は 非常 に 寒かっ た 。 あ の 大 き な 滝 が 閑 る ほど だ っ た 。 
お か し く て 、 お な か が 痛く な る ほど 笑っ た 。 
注 ) 上 の 用 法 は 「 く らい 」 を 使っ て も 同じ 表現 が で きる 。 
5. あの 学生 は 通訳 が で きる くら い 日 本 語 が 上 手 ら し い 。 
6. あそこ は と て も 分 か り に くい と ころ に ある 。 地図 を 見 な が ら 行 っ て も 人 迷う く 
らい だ 。 


: OO tN ピ 


ご a 3 
緑 ( 注 :「 植 物 な どの 自然 」 の 意味 ) パレ ー ド 澄 かぶ + 不安 滝 凍る 1+ 
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注 ) し か し 、 否定 文 の 時 に は 「 ほ ど 」 だ けが 使え る 。 

1. ちょ っ と 熱 が ある けれ ど 、 病 院 に 行く は ど で は な い 。( 三 病院 に 行く ほど ひど くさく 
な い ) 

2. 日 本 語 は ちょ っ と で きま すけ ど 、 ま だ 新聞 が 読め る ほど じゃ あり ませ ん 。 

3. だ いぶ 涼 しく なっ: で き たけれ. ど 、- ま . だ セー ター を 着 . る は ほど で は ない 。 


(5) < 数 + ば か り (※「< ら い 」「 ほ ど 」 と 同じ ) 
ーー 玉 し LL.8「 ぐ 名詞 > ナ ば ぽ ばか り 」「< 動 詞 て 形 > ば か り い る 」 


1. 1 週間 ば か り 体 み を と っ て 旅行 する こと に し た 。 

2. この 先 、100 メー トル ば か り 行 く と 交番 が あり ます か ら 、 そ こ で 聞い て くだ さい 。 
注 ) お 願い の 文 で 使う 場合 に は 、 その 数 だ け ほ し いと いう こと を や わら か く 伝 える こと が で きる 。 

3. すみ ませ ん が 、1,000 円 ば かり 貸 し て いた だ け ま せん か 。 

4. その ケー キ を 3 つば か りく だ さい 。 


注 ) 慣 用 名 「 少 し ば か り 」 
5. この 辺 で 少し ば か り 休 ん で いき ませ ん か 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


を 一 た いも の だ 
(※「 実 現 は 難し い だ ろ うけ ど 、 な ん と か し た いで きた らい いな 」 と いう 気持 ち が 入 る ) 
ーー 央 L9「 一 も の だ 」』( 哀 理 、 当然 ) 女 L11「 く < 動詞 た 形 > も の だ 』( 過 去 の 習慣 ) 
到 L17「 ご < い 形 容 詞 も の だ 」 
1. そん な に 素 晴 し いも の だ っ た ら 、 ぜ ひび 見 た いも の で すね 。 
2. 私 も 宮田 先生 の よう に 立派 な 人 に な り た いも の だ 。 
3.。 私 も あの 夫婦 の よう に 老後 は 船 で の ん びり 世界 一 周 旅行 な が ど し て みた いも の だ 。 


画 文型 ・ 表 現 練習 


SN 
1 R 統 まこ ネー- さ マミ 使っ て きま し た が 、 こ れ か ら は e 
2. 今 ま で は 都 長 が 一 人 で 全部 決め て きた けれ ど 、 こ れ か ら は 
この gc が SU まだ プー 


3 最近 お まや 容 みた い 。 ダイ エッ ト し よう か な 。 


りっぱ 


立派 (な ) (一 ) 周 
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諸 義 が と て も つま ら な い の で 、 だ ん だ ん こ 
日 本 に 来る 前 に は どう し て 日 本 人 は か 、 
よく < 分から な か っ た が 、 今 は 少し 分 か っ て きた 。 


(2) に つれ て ・・・、 に し た が っ て ・・・ 
1. 舟 に 乗っ て 川下 り を 楽し ん だ 。 上 流 の 方 で は 流れ が 急 で 怖かっ た が 、 
る れれ * で きき 注 松 は ゆ ラ きり なら ララ だ る 
試合 が に つれ て 、 観客 の 興 礁 も 高まっ た 。 


島 が 増 如 する に し た が っ て 、 っ ここ 
秋 が 深まる に し た が っ て 、 ら 


(3) て 動詞 ほど だ ほど ・・・ 


1. 山本 さん が 、 外 を 歩い て いる 人 に も ほど 大 き な 声 で 泣い て いた 。 
2. セー ルス マン の 仕事 は 大 変ら し い 。 

買っ た ば か り の 靴 が 一 か 月 以内 に ほど 歩く らし い 。 
3. 高校 の テニ スク ラブ の 練習 は きび し か っ た 。 

練習 の 次 の 日 に は 手 が 痛 く て ほど だ っ た 。 


(4) 動詞 憎 ほ ど で は な い 


EE けが は た いし た こと ど と は あり ませ ん で し た 。 8 
て ドー = SS ny yo | 
BU 天天: で すま お ち お: まっ と ど : 事 いき で 潜 汗 す : ど で 」 


(5) 坪数 + ば か り 
1. 「 す み ま せ ん が 、 待っ て いた だ け ま せん か 」 


2. お 店 に は 店 員 が 二 人 と お 客 が OS だ は 当 妥 だ 。 


3 な が な が 
穫 川下 り (一 川 を 下る ) 上 漁 流 SN ) 流れ (一 流れ る ) 観 客 
興奮 (する ) 増加 (する ) ( 全 減 少 ) SS フジ スス S で と た: いも 、 左 ご 、 ど 
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(6) て た いも の だ 
1. そん な に お いし いも の な ら 、 私 も ぜひ 一 度 
2. 私 も 機会 が あれ ば 、 ぜ ひ 


画 作文 練習 
学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ぐ ト ピッ ク の 例 > 


『 日 本 の 生活 』: 日 本 に 来る 前 と 来 た お と で あな た の 生活 は どの よう に 変わ り ま し た か 。 
『 町 の 変化 』: あな た の 知っ て いる 町 は どの よう に 変わ っ て きま し た か 。 これから どう 
変わ っ て いき ます か 。 

『 子 供 の ころ の 夢 』: 子供 の ころ の 夢 を 今 で も 持ち 続け て いま すか 。 


一 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


© 専門 的 な 職業 の 単語 RNN 
ys 外 溢 尋 、 弁護 士 、 教 師 、( 大 学 の) 教授 ャ ツェ (8 デザ イナ ー、 


美容 師 、 カ メラ マン 、 昔 楽 家 ( 作 曲 案 、 作 調 家 )、 ミュ ー ジ シャ ン 、 
人 ( 優 女優 )、 役 者 
・ ス ポー ツ 選 手 


(野球 、 サ ッ カ ー、 ラ グ ビ ー、 ア メリ カン フッ ト ボ ー ル 、 RS RNS 
バス ケッ ト ポ ー ル 、 ゴ ルフ 、 テ ニス 、 水泳 、 和 柔道 、 空手 ) 


古 聴 解 ミ ニテ スト 


録音 を きい て 答え を 1 て 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答え 1 2 3 4 
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対比 ・ 逆 接 (2) 笑い の 効果 


私 は 小さ いこ ろか ら 写 真 の と き に 「 チ ー ズ 」 と 吉 わ され る 
の が 嫌 だ っ た 。 周り の 人 は みん な いい 笑顔 を 作っ て いる 。 一 
放 、 私 は 笑顔 を 作る の が 苦手 で 、 に こ に こ で は な く 、 に や に 
や し た 顔 に な っ て し まう 。 それ が 嫌 で 写真 の と き に は いつ も 
無愛想 に な っ て し まう の だ 。 面白く な い の に 笑顔 を 作る な ん 


で だ で お き ない で だ だ だ 電 っ で いた で こる の カ で 歌 近 和 失い 
に は 実は 不 思 識 な カ が 隠さ れ て いる こと が 分 か り 、 こ れ ま で 
の 考え 方 を 変え な けれ ば いけ な いと 思っ た 。 

こん な 実験 を し た らし い 。 藩 語 や 浸 オ な ど を 見 て 笑っ て も 
ら う 。 そし て 見 る 前 と 見 た 後 の 血 液 を と り 、 そ の 中 に ある N 
氏 細 肥 の 数 が 増え て いる か どう か 調べ る 。 この 細胞 は ウイ ル 
ス や ガン 細胞 を 殺す 働き を する らし い 。 その 結果 は 、 全体 を 
見 る と 、NK 細 胞 の 数 が 増え た 入 は 約 7 割 だ っ た の に 対し て 、 
減っ た 入 は 約 3 割 だ っ た 。 さらに 、 対 象 を お か し く 《 て 思い 切 
り 笑 っ た 人 人 だけ に 限る と 、 そ の 割合 は 8 対 2 に な っ た そう だ 。 
つま り 、 笑 うこ と に よっ て 体 の 免疫 カ が 高まり 、 が ガン に か か 
り に くく な る こと が 確認 され た の だ 。 

また 、 列 の 実験 で は 、 た と え 楽 し いこ と が な く て も 、 笑顔 
を 作る こと に よっ て 楽し いと いう 気分 に な れる こと も 分 か っ 
た 。 そし て 、 楽し い 気 分 に な れ ば 、 本 当 に 笑っ た 時 と 似 た 効 
果 が 得 ら れる らし い 。 昔 か ら 「 病 は 気 か ら 」 と か 「 笑 う 門 に 
は 福来 た る 」 と いう こと わざ が ある が 、 ど う や ら 本 当 だ っ た 
に に 


無愛想 

笑い 

不思議 隆 す 
これ まで 
落語 浸 オ 
血液 NK 細胞 
ウイ ルス 

が SE: ま 
働き 約 一 
一 割 対象 
思い 切り 限る 
割合 対 
免疫 カカ 

RS RE 
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第 14 課 対比 ・ 逆 接 () 笑い の 効果 
画 本 文 設 問 
(1) 等 者 は これ まで な ぜ 写 真 の と き に は 無愛想 だ っ た の で すか 。 
(2) 笑い に 隠さ れ て いた 不思議 な カカ と いう の は 何で すか 。 


(3) 何 が 「8 対 2」 だ っ た の で すか 。 その 数 は 何 を 意味 し て いま すか 。 
必 筆者 は これ か ら は 写真 の と き は 笑顔 を 作る で し ょ うか 。 な ぜ で すか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


Pao は - わら 1 5 たこ まん ざし けつ えき は た た いし ょ う わり けり あい ぃ 
名 詞 : 笑顔 笑い 語 漫 オ 血液 ガン 働き 対 会 
な 形容 詞 : 菩 手 無 愛 直 不思議 < 
動詞 : 隊 す 1 条 す 1 限る 1 (対す る ) 一 さ ー に 対し て 
語詞 : 思い 切り 支 上 た と え ( 一 て も ) どう や ら 


接続 調 : 玉 一 方 大 また 

その 他  :「 チ ー ズ 」 に こ に こ に や に や これ まで 約 一 一 割 一 対 一 
[専門 用 語 ] 細胞 NKK (細胞 ) ウイ ルス 発 導 
[こと わざ ] 『 病 は 気 か ら 』( 病 ) 『 笑 う 門 に は 福来 た る 』( 福 、 門 ) 


[基本 動詞 の 用 法 ] 
・( 病 気 に ) か か る 


[自動 詞 と 他動詞 ] 
「 隠 れる TIT」 ププ 「 隠 す ェ 」 
- その 時 泥棒 は 家 の 和 人 に 見 つか ら な いよ うに 、 カ ー テ ン の 後ろ に 障 
MGSA 6 いい > 
- 日 記 を 隠し て お く 。 
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画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 隠す 限る 高まる * 働き 苦手 不思議 思い 切り どう や ら 】 * 印 は 既習 


人 間 に は まだ 科学 で は 説明 で き な い ( ) カ が ある 。 
下 を 見 て 歩い て いた ら 、(〈《 ) ド ア に 頭 を ぶつ けた 。 
先生 が 来 た の で 急い で マン ガ 本 を 机 の 中 に ( ks 
この ブー ル の 利用 は 中 学生 以上 の 入 に ( あな 


( 本 人 や だ の で すわ に で だ や 8 出 か が ゆ まし そう が 5 
心臓 は 血液 を 体 全体 に 送る ( ) を し て いる 。 

英語 と 国語 は 得意 だ っ た が 、 数学 は ( ) だ っ た 。 

みん な の 期待 は だ ん だ ん (〈 ) い っ た 。 


画 文型 ・ 表 現 


「 対 比 ・ 逆 接 」 の 文型 ・ 表現 ( ぢ ) 


(1) A は 一 の に 対し で 、B は ・・・ 

1. 妻 は 何 に で も 積極 的 な の に 対し て 、 私 は どちら か と 言う と 消極 的 な ば うだ 。 

2. この ラー メン の スー プ は こっ て り し て いる の に 対し て 、 あ の ラー メン の は 
あっ さけ り し て いる 。 

3. 一 殻 企業 で は 女 性 の 上 司 も 珍し く な く な っ た の に 対し て 、 政治 の 世界 で は ま 
だ に まう 5 

4. 調査 の 結果 は 、 好 きだ と 答え た 人 が 3 割 だ っ た の に 対し て 、 蝶 い だ と 答え た 
人 は 6 割 だ っ た 。 そ し て 、 ど ちら で も な いと いう 和 人 が 1 割 程度 いた 。 


CG の DSE ここ e Rs EB 。 
1. 冬 は 日 本 海 側 で は 雪が 降る 。 それ に 対し て 、 太平 洋 側 は 晴れ た いい 天気 が 多い 。 
2. こち ら の 上 店 は お 昼 に な る と 、 長 い 列 が で きる ほど 人 人 気 が あ る 。 それ に 対し て 、 
向かい の 店 は お 太 に な っ て も 中 は が ら が ら だ 。 


注 )「 一 に 対し て 」 は 「 対 する 」 と いう 動詞 の 基本 的 な 使い 方 が ある 一 長文 読解 ぐさ > 
3. 者 長 は 新人 に 対し て と て も きび し い 。 


ぶつ ける (る ぶつ か る *) 国語 


に ほん か い に た に い へ いよ う れつ 


企業 日 本 海 太平 洋 列 が ら が 


第 14 課 対比 ・ 逆 接 (2) 笑い の 効果 


3 すう AM BE 
1. 弟 さ ん は 小さ いこ ろか ら 絵 が 好き で 、 美術 大 学 に 進学 し た 。 
一 方 、 お 元 さ ん は 音楽 が 得意 で 、 音 楽天 学 に 進学 し た 。 
2. どちら も 雪 性 週刊 誌 だ が 、 こ ちら は 20 代 前 半 の 若者 を 対象 に し て いる 。 
一 方 、 こ ちら は 20 代 後半 か ら 30 代 の 独身 女性 を 対象 に し て いる 。 


(49- AS 3 こる が BB は モエ ここ ー 壇上 4 対比 ・ 逆 接 の 接続 詞 > 
1 NRN 奥さん の 方 は も う 漢 字 が だ いぶ 読め る よう に 
意 当 導 凌 近 SN 欄 が 、 ご 主人 の 方 は まだ ひら が な の 
2. ぁ の 二 人 は 双子 の 兄弟 で 、 お 兄さん の 方 は 甘い も の に 目 が な 
と ころ が 、 弟 さん は 甘い も の は 全く だ めで 、 SD の だ そう だ 。 


その他 の 文型 ・ 表現 


(1) 書き 言葉 の スタ イル (※ 文 と 文 の つなぎ 方 : < て 形 > で は な く て くま す 形 > の 語幹 を 使う ) 
ーー 支 L17「 一 で ある の 形 』 
ーー 大 し L.18 「ー ず に 上 【(※「 一 な いで 」 の 書き 言葉 の スタ イル ) 


昨晩 は 会 社 の 同僚 と 食事 を し 、10 時 ご ろ 考 宅 し た 。 

友人 人 と 居酒屋 に 行き 、 お 酒 を 飲み な が ら 楽 し 〈 く 話 を し た 。 

山田 さん が 最初 に 意見 を 出し 、 そ れ に つい て みん な で 話し 含 っ た 。 

テー ブル の 上 に 亜 を 並べ 、 横 に ナイ フ と フォ ー ク を 置い た 。 

注い 形容 詞 、 名 詞 な 形容 詞 の 否定 珍 、 そし て 「 な い 」 の 場合 は 「 一 く 」 を 使う 。 

5. 道 が 天変 広く 、 中 天 と 両側 に は 木 が 植え て あっ た 。 

6. あの すし 屋 は 、 ね た が 大 きく 新鮮 で 、 そ の 上 安い の で よく 食べ に 行く 。 

7。 これ は 日 本 製 で は な く 、 イ 多 り リア 製 だ 。 

8. その 町 に は スー パー が 一 斬 も な く 、 隣 の 町 まで 買い に 行か な けれ ば な ら な か っ た 。 


(2) た と え て も 、・・・ (※「 仮 に そん eR TD 
1. た と え お 金 を も ら っ て も 、 そ ん な 悪い こと は で き な 
2. ON NN 
3.、 た と え 大 き な 地 震 が 来 て も 、 壊 れ な いよ うに 造ら れ て いる 。 


(3) 『 ま た 』 (※ 接 続 詞 : 一 つの 大 き な テ ー マ の 中 で ほか の こと に つい て 話す 時 〉 
1. ここ は 有名 な 観光 地 で 、 夏 は 大 勢 の 人 人 が ハイ キン グ に 訪れ る 。 
また 、 冬 は スキ ー 客 が 大 勢 集まる 。 
2. 新潟 は 米 の 生産 が 多い と ころ だ 。 また 、 米 か ら 造 られ る お 漂 に も お いし いも の が 


多 い 。 
も えがく と て へ ゆう か 3 ぜん は ん こう は ん SS だ い ご さく ば ん どう り ょ ュ う 
進学 (する ) 得意 (な ) 週刊 寺 導 学 (@ 和 学 一 代 双子 昨晩 同僚 
帰宅 (する ) 居酒屋 央 新鮮 (一 ) 軒 通じ る 観光 地 訪れ る 
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第 14 課 対比 ・ 逆 接 (2) 笑い の 効果 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1) 


(2) 


は で 
派 ( な ) ヘア スタ イル | 
39 


ン の に 対し て ・・・ 
球 さ ん に 比べ て 、 お 姉さん の ほう は ずい ぶん 派手 だ 。 妹 さん は 普通 の 眼 鏡 を 
か け て 、 有 髪 も 普通 の へ アス タイ ル な の に 対し て 、 お 姉さん は 


に 3 


子供 の 藩 び 方 を 調べ た 。 家 で テレ ビ ゲ ー ム な ど を し て 遊ぶ 子供 が 7 割く らい 


だ っ た の に 対し て 、 < 


2 が 

雪国 で は 雪 は あたり まえ な の で 、 つ も っ て も そん な に 問題 は 起き な い 。 

一 方 、 は ほとんど 雪が 隆 ら な い 東 京 な ど で 雪 が つも る と 、 

日 本 で は 6 
ーー 方 、 私 の 国 で は 


書き 言葉 の スタ イル で 文 を 完成 し な さい 。 


3 時間 、 や っ と コン サー ト の 切符 を 買う こと が で きた 。 
4 歳 の 時 に ピア ノ を 、10 歳 の 時 に コン クー ル で 優勝 し た 。 
あの 人 は 学生 ec eo 

この 部 屋 は 北向 き な の で 、 日 当り が 、 昼間 で も 暗い 。 


た と え て も ・・・ 


た と ど と え 遠 く へ 行っ て し まっ て も 、 あ な た の こと は 
と 、 こ の 仕事 は 休む こと は で きま せん 。 
た と え 家 族 、 友 人 の すべ て が 、 私 は 自分 が や り た 


いと 思っ た こと を や 4 りり ます 。 


胡 弄 ] あたり まえ (雪が ) つ も る 1 
= ( 東 、 西 、 で 


- 100 - 


第 14 課 対比 ・ 逆 接 (2) 笑い の 効果 


画 作文 練習 


の ② 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


< ご トピ ビ ピック の 例 > 
『 お 店 』: あな た が よく 利用 する お 店 を 2 つ 選 ん で 、 そ の 違い を 説明 し て くだ さい 。 
良い 点 、 悪 い 点 を 書き まし ょ う 。 

・ 了 『 私 の 健康 法 』 : だ れ に で も 簡単 に で きる こと で 、 何 か 健康 に いい こと を 知っ て いた 
ら 教 えて くだ さい 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


へ 擬態 語 (感情 の 表現 ) 
CO ev to に SS 
半周 RSSS RSRS RS > 
・ し くし く 、 ぎ きゃー ぎ ャ ー 近く 
・ か ん か ん に な っ て 如 る 
・ い らい ら する 
・ は ら は ら 、 ど きど き する 
・ わ くわ く する 


画 聴 解 ミニ テス ト 一 2 


結 


の 録音 を きい て 答え を 1 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 
ロロ 聴 解 新 出 語 : 団 体 (写真 ) 


答 1 2 3 1 


- 101 - 


第 15 課 伝聞 (2) 絵はがき ~~ 富士 登 山 


伝聞 (2) 絵はがき 富士 登山 


暑い 日 が 続い て いま す が 、 い か が お 過ごし で すか 。 私 は こ 
れ か ら 富 士 山 に 登る と ころ で す 。 五 合 目 まで バス で 来 た の で 
す が 、 そ こ に ポス ト を 見 つけ た の で 先生 に 絵はがき を 書く こ 
と トミ まさ ES た だ さ 

ここ は まる で クー ラー が きい た 部 屋 の よう に 涼し く て 気持 
ちがい いで す が 、 頂上 で は 真夏 で も 朝 は 4 一 5 度 に な る と 聞 


いて いま す 。 で すか ら 、 リ ュ ッ クサ ッ ク に は 十 具 だ け で な く 、 


ウー ル の セー タ も 入れ て あり ます 。 道 は 歩き に くく て 、 落 石 
の 危険 も ある と 言わ れ て いる の で 、 無 事 に 頂上 まで 行け る か 
どう か ちょ っ と 不安 で す 。 お 昼 に ここ を 出発 し て タタ 方 まで に 
八 谷 目 の 山小屋 に 行っ て 、 そ こ で 仮眠 を と り ま す 。 と て も 狭 
い 場 所 に 服 を 着 た まま 寝る らし いで す 。 日 の 出 に 間に合う よ 
うに 早朝 2 時 ご ろ に 起き て 頂上 を 目指 す 予定 で す 。 

と ころ で 、 富士 登 山 を 決め た と き に 友達 か ら お も し ろ い 日 
本 語 を 教わり まし た 。「 一 度 も 登ら ぬ ば か 、 二 度 登 る ば か 」。 
だ か ら 1 回 は 登っ た ほう が いい と 辻 わ れ ま し た 。 と に か く 下 
に 広がる 雪 の 海 、 項 上 か ら 見 る ご 来 光 は すばらし いと の こと 
で す 。 こん な に 高い 山 に 登る の は 初め て な の で 、 そこ か ら 見 
える 景色 を 想像 し た だ け で わく わく し て きま す 。 

それ で は どう し て 「 二 度 登る ば か 」 な の か 、 そ の 意味 を 聞 
いて みる と 、 そ れ は 合っ て みれ ば わか る と の こと で し た 。 ち 
な み に 、 そ の 人 は 「 私 は 3 回 も 人 琴 っ た の で 大 ば か だ 」 と 言っ 
て いま し た 。 と に か く 〈 く この 登山 は 私 に と っ て きっ と いい 経験 
に な る は ず で す 。 

それ で は 行っ て まい り ま す 。 お 圭 産 を 楽し み に し て いて く 


だ さい 。 


ンー 
頂上 真夏 
リラ ング: サタ 必 
雨具 ウー ル 
落石 無事 に 


山小屋 仮眠 
日 の 出 
平 朝 


教わる 

と ど と に か く 
広がる 節 
ご 来 光 
想像 


ちな み に 


大 ば か 
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第 15 課 伝聞 (2) 絆 は が き 一 富士 登山 


画 本 文 設問 


(りこ 重 の 絵はがき を RS だ 者 きま た: だ カ 
(2) 早朝 2 時 ご ろ に 起き て 登り は じ め る の は な Re 
(3) 「 一 度 も 登ら ぬ ば か 」 と いう の は どう いう 意味 で すか 。 
(4) 堂 者 の 服装 に つい て 考え て くだ さい 。 
1. 家 を 出 た 時 2 : 五 合 朋 で 
3. 山小屋 で 寝る と き (Se a i < 
©② 「 二 度 登る ば か 」 の 意味 を 考え て みて くだ さい 。 
友達 が 自分 の こと を 「 大 ば か 」 と 言っ た の は な ぜ で し ょ うか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


名 詞 クー ラー : - 項 上 真夏 リュ ッ ク サ ッ ク 麗 具 ウー ル 
落石 山小屋 仮眠 日 の 出 ご 来 光 
な 形容 割 名 割 : 大 ば か 
名 詞 プ 動詞 芋 。 : 登山 (する ) 想像 (する ) 
動詞 :( ク ー ラ ー が ) き く T 教わる 1 広がる 1 
語詞 : 無事 に 早朝 の 
接続 詞 と RA 
その 他 ・ 一 谷 目 
[慣用 表現 ] 『 一 度 も 登ら ぬ ば か 』( 登 ら ぬ = 登ら な い ) 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
・( 仮 眠 を ) と る 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


F 応 が る ェ エ 』 ンプ 広げ ぜ る T] 
注 )「 広 まる 憲広 め る 」 と 違っ て 、 く < 広 さ > に つい て 使う こと が で きる 。 


・ 道 が 広がる を 広げ る 。 

・ 家 の 裏 に は 畑 が 広がっ て いる 。 
[同じ 出来 事 を 反対 の 立場 か ら 表 現す る 動詞 ] 

・「 教 える 」「 教 わる 」 

・「 預 ける 」「 預 か る 」 

・「 貸 す 」 「 借 り る 」 

・「 あ げ る 」「 も ら う 」 

・「 売 る 」 「 買 う 」 


3。 く < = 和 
服装 広げ る 畑 預け る SS 


第 15 課 伝聞 (2) 絵はがき 一 富士 登山 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 と る * きく 教わる 広がる と に なか く 不安 無事 想像 】 * 印 は 既習 
初め は で きる か どう か ( ) だ つた が 、 だ た を だ ん 慣れ で きた 。 


この エア コン は 壊れ た よう だ 。 冷房 が 全然 ( ) 
( ) こ の こと を 先生 に 知ら せ て 、 そ れ か らら どうすれば いい か 考え ま 


CA Se 
夜中 の 仕事 で す が 、 途中 で 30 分 くら い 仮眠 を ( ) 。 


山田 さん は ( SR に 

事故 の ニュ ー ス を 聞い た と き に は 扇 配 し まし た が 、( ) だ と 知っ て 
さま = 

佐藤 さん の 奥さん に お いし いす き 焼 き の 作 り 方 を ( る 

前 は この 道路 は 狭く て 聞 な か っ た が 、 工 事 を し て ずい ぶん 幅 が ( 


画 文型 ・ 表現 


「 伝 聞 」 の 文型 ・ 表現 (2) 


(1) と の こと だ (※「 と いう こと だ 」 より も 硬い 表現 一 L5) 
tk Gee mA A っ SS Rl SG We 

今朝 の ニュ ー ス に よる と 、 東京 で 電車 の 衝 突 事故 が あっ た と の こと だ 。 

先週 退 陸 され た た: と の こと で 、 ュ 安い し また 。 

. 今週 中 に は 戻ら れる と の こと で し た が 、 予定 が 変わ っ た の か も し れ ま せん ね 。 
注 ) フ ォ ー マ ル な 会 話 や 書き 言葉 で は 「~ と の こと 、・・」 の 形 も 使わ れる 。 

5 まま 夫 た 会 社寺 陸 な 記 去 と の 三 と ここ に 本 導 に の っ た で すれ ね S 
6. [手紙 ] 来 月 、 上 京 な さる と の こと 、 楽 し み に し て お り ま す 。 

注 ) 伝 言 を 伝え る 場合 に も 使わ れる 一 壇 会 話 の 文型 ・ 表 現 く 6> 


> CO RO ピピ 


(2) と いう  (※ 者 き 言葉 : 一 般 に 広く 知ら れ て いる こと に つい て ) 
1. これ か ら は いわ ゆる 「 シ ル バ ー 産 業 」 が ます ます 大 きく な る だ ろう と いう 。 
2. 昔 、 日 本 で は 女性 は 化粧 の 一 つと し て 歯 を 黒く する こと が あっ た と いう 。 


3。 [物語 ]「 昔 、 昔 、 あ る と ころ に お じい さん と お ば あさ ん が 仲良 く 暮 らし て いた 
どい う 」 


一 安 な (する ) 上 京 ( す る ) ます ます 化粧 (する ) 仲良 く ( 一 仲 が 良い ) 
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(3) 一 と 聞い た 聞い て いる (※「~ と 」 を 使っ て 聞い た 内 容 を 述べ る ) 
注 y「 聞 いて いる 」 の 形 は < 今 そ れ を 聞い て いる > と いう 意味 で は な い 。 


1) 基本 的 な 文型 
1. 出 軍 さん も 一 緒 に 行く と 聞い た 聞い て いる 。 
2 ベト ジラ イキ は 中 aL に ね な っ た ね 聞き まし た を 問 いで ik まま 。 
だ か ら 、 あ し た は 電車 は 朝 か ら 動 《 く で し ょ う 。 


2) 「 一 と 聞い た 聞い て いる ん で す が 、-…」(※ 聞 いた 情報 を 確認 する 文型 
1. 日 本 は 物価 が 高い と 聞い て いま す が 、 本 当 に そう な ん で すか 。 
2. 佐藤 きん が 会 社 を 辞め る と 聞い た ん で すけ ど 、 本 当 で すか 。 


3) 「 一 と 聞い て いた ん で す が 、…」 
(※ 聞 いて いた 情報 が 実際 と 同じ だ っ た 違っ た こと 述べ る 文型 ) 
1. この 辺 に は エス ニッ ク 料 理 の 店 が た くさ ん ある と 聞い て いた ん で す が 、。 本 当 
に 多い で すね 。 
2. 都 必 に は 自然 が 少な いと 開い て いた けれ ど 、 実際 に は けつ こう ある こと が 分 
が つ . 堪 。 


(4) 一 と 言わ れ て いる  (※ 受 け 身 文 を 使っ て 、 広く 知ら れ て いる 内 容 を 述べ る ) 
1. 流行 は 繰り 返す と 言わ れ て いる 。 
2. いわ ゆる 「 ク ロー ン 和 人 間 」 を つく る こと は 可能 だ と 言わ れ て いる 。 
3. コン ピュー ター を 使っ て 抽 業 する 学校 が これ か ら も っ と 増え る と 言わ れ て いる 。 


ぞ その他 の 文型 ・ 表現 


Ck で な る 
1. 雨 だ け で な く 、 風 も 強く な っ て きた 。 
2. ディ ズ ニ ー ラ ンド は アメ リカ の テー マ バ パー ク だ が 、 ア メリ カ だ け で な < 日 本 や 
フラ ンス に も ある 。 
3. 会 話 だ け で な く 、 読解 の 練習 も し な けれ ば 総合 的 な 実力 は つか な い 。 


(2) 動詞 た 形 層 まま ・ ・ ・ (一 その まま *) 

と て も 疲れ て いた の で 、 服 を 着 た まま 寝 て し まっ た 。 

叶い と 心配 だ か ら 、 電気 を つけ た まま 寝る 人 が いる らし い 。 

日 本 の 習 直 を 知ら な い 外 国人 は 靴 を は いた まま うち に 上 が る こと が ある 。 
今 歳 庫 に 入れ た まま 、 食 べ る の を 忘れ て し まっ た 。 


た CO も = 


NR どっ 
スト ライ キ エス ニッ ク ( 料 理 ) クロ ー ン (人 間 ) テー マ バ ー ク 読解 
総合 的 (な ) 
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(3) 『 ち な み に 』 (※ 関 係 が ある 情報 を 付け 加え る 接続 詞 ) 
1. 主人 は 空手 を 習っ て いて 、 今 は 2 段 で す 。 ち な み に 私 も 習っ て いま す が 、 ま だ 
白 帯 で す 。 
2. 昨年 の 交通 事 夏 に よる 死者 は 1 万 2 千 人 だ っ た 。 ちなみに 、 今年 の 今月 まで の 
死者 は 約 8 千 人 だ 。 
3. 今回 の 期末 試験 で 私 は 92 点 で し た が 、 最高 点 は 95 京 だ っ た そう で す 。 
ちな み に 、 平均 は 65 点 だ っ た と の こと で す 。 


画 文型 ・ 表 現 練習 


で 下 た とこ GO の SS だ だ 


1. 今 の 自動 車 は ガソリン で 動く が 、 将来 は ぁ 

2. 奥さん の 話 で は 、 山田 さん は と 
の こと な の で 、 ま た 来週 電話 する こと に し た 。 

3。 OS ECS も ES な に 


急用 で 来 ら れ な く な っ た と 連絡 が あり まし た 。 


(2) 一 と 聞い て いる グー と 聞い た 
と 聞き まし た が 、 ど こ に ある ん で すか 。 
と 開い て いま す が 、 本 当 で すか 。 
と 聞い て いま し た けど 、 本 当 で し た 。 


(3) 一 と 言わ れ て いる 
1. 現在 の 世界 の 人 口 は 約 60 借 人 だ が 、50 年 後に は > 
2. 今世紀 の 終わ り ま で に は 、 こと が で きる だ ろう と 言わ れ て いる 。 


(42) 、 そ だ は け は で な が かく や 


EE 、 野 業 も 食べ な いと 体 に よく な いで す よ 。 
私 の せい で 、 、 周 り の 人 みん な に 迷惑 を か け て し まっ た 。 
3。 この 天 学 に 入る た め に は 、 、 英 語 の 試験 も 受け な け 


れ ば な ら な い 。 
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(5 か て だ まま 

eee 寝 て し まっ て 、 か ぜ を ひい た 。 

2. せっ か く 〈 手 紙 を 書い た の に 、 か ば ん に 守 札 で に まい sR 炊 の 
日 に 気がつい た 。 


画 作文 練習 


の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ぐ ト ピッ ク の 例 > 
・『 絵 は が き 』: あな た が これ まで に 行っ た こと が ある 場所 に つい て 、 遠 くに いる 友 だ 
ち に 絵はがき を 書い て 教え て あげ まし ょ う 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出席 ) 


心 趣味 に 関連 する 単語 SS 
登山 、 読 書 、 音 楽 / 映 画 鑑賞 、 園 芸 () を 集め る 。 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 (の 


ツ 録音 を きい て 答え を 1~4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答 1 2 3 4 
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時 (2) 梅雨 


日 本 に は 春 、 夏 、 秋 、 冬 の 4 つの 手 節 の ほか に 、 毎年 6 月 
の 中 旬 か ら 7 月 の 中 旬 に か け て 雨 が ちの 天気 が 続く 季節 が あ 
る 。 それ が 梅 馬 で ある 。 日 本 列島 は 南北 に 細長 いた め 、 地 方 
に よっ て 梅雨 の 時 期 も 雨量 も 異な る 。 沖縄 は 最も 早く 梅 両 に 
入り 、 そし て 早く 析 十 が 明け る 。 北海 道 に は 梅 馬 が な い 。 

確か に 梅 丁 の 問 は し と し と と よく 雨 が 降る の だ が 、 と きど 
き 夏 の よう な 青空 が 広がる こと も ある 。 また 、 年 に よっ て 雨 
らし い 雨 が ほとん ど 了 降ら な いと きも あれ ば 、 集 中 的 に 降り 、 
各地 で 洪水 に よる 被害 が 出る こと も ある 。 し か し 、 雨 は 大 切 
な 水 資 源 な の で 、 雨 が あま り 降 ら な いと 夏 の 問 の 水不足 が 心 
配 (に な る 。 

また 、 梅 雨 の 間 は 混 度 が 高く な が り 、 じ めじ めし た 日 が 続く 
の で 、 晴れ た 日 に は 窓 を 開け 、 部 屋 や 押し 入れ に 風 を 通し た 
り 、 湿 っ た 布団 を 干し た りす る 。 それ を し な いと か び が 生え 
る こと も ある 。 それ に 、 和 気温 と 湿度 が 高い と 食べ 物 が 座り や 
すい の で 食中毒 に も 気 を つけ な く て は いけ な い 。 冷蔵 庫 に 入 
れ た も の は 忘れ が ち だ が 、 悪 く な ら な いう ち に で きる だ け 早 
で 生ま だ 

と ころ で 、 女 年 気象 庁 か ら 梅雨 明け が 発表 され る 。 梅雨 の 
うち は 気分 も 湿り が ち に な る が 、 こ の 発表 が ある と そん な 気 
分 も 晴れ る 。 や は り じ めじ めし た 日 より も か ら っ と 晴れ た 日 
の ほう が いい も の だ 。 商売 を し て いる 人 た ち に と っ て は この 
発表 は も っ と 重要 な こと だ 。 いつ 明け る か に よっ て 、 商品 の 
生産 量 や 出荷 の 時 期 が 大 きく 異な る か ら だ 。 ビー ル は その 有 影 
響 を か な り 受 ける 商品 の 1 つ だ そう だ 。 ちなみ に 梅雨 が な か 
な か 明け な いと 水着 も あま り 売 れ な いら し い 。 


中 旬 一 が ち 
梅雨 列島 南北 
細長 い 地方 時 期 
雨量 異な る 
明け る し と し と 
青空 

集中 的 に 

洪水 


湿度 じめじめ 


の ドド まで 


食 中 素 


梅雨 明け 
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(1) 梅 届 は どん な 幸人 節 で すか 。 

(2) 梅 耳 の 時 期 に 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は どん な こと で すか 。 
(3) 商売 を し で いる 大 に と つて 、 気 に な る こと ど と は 何で すか 。 

必 水着 以外 に 梅 刷 の 影響 を 受け る も の に どん な も の が ある で し ょ うか 。 


画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


名 赤 : 中 匂 析 。 列島 PO 時 期 だ 、 音 空 洪水 
( 水 ) 資 源 湿度 か び 食中毒 梅雨 明け 水着 

い 形 容 詞 : 細長 い 
名 詞 ズ 動詞 : 商売 (する ) 出荷 (する ) 
動詞 : 桂 な 9 ( 梅 還 が ) 明け る 居る 1 千 す ュ 
語 | 詞 : 集 中 的 に か ら っ ど 
その 他 : 大 一 が ち し と し と (一関 連語 ) じめじめ (する ) 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・( 被 害 が ) 出 る ( 風 を ) 通 す 
[動詞 と 名 詞 の 結び 付き ] 


・「 明 ける 」: 梅 恒 が 明け る 一 「 柳 丁 明け 」、 夜 ( よ ) が 明け る 一 「 夜 明け 」 
・「 生 そえ る 」: か び 、 胡 、 ひ け 、 画 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 
【 出る * 明け る 干す 混 る 異な る 生え る * 1】 * 印 は 既習 


や っ と 梅 刺 が ( )。 
バン に か び が ( J 
大 雨 で 各地 に 被害 が ( ) 。 


洗濯 物 を ベラ ンダ に ( ) 。 
布団 が ( ) い て 気持 ち が 悪 い 。 
国籍 も 年 齢 も ( ) 和 信 た ち が 一 緒 に 免 強し て いる 。 
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画 文型 ・ 表 現 


「 時 」 の 文型 ・ 表現 ( ぢ ) 


(1) うち に (※「 そ の 状態 が 変わ る 前 に 」 と いう 気持 ち が 強 い ) 一 大 L6 文 型 「 一 間 に 」 
1) 名 詞 
1. や っ と 子供 が 寝 た 。 今 の うち に 洗濯 を し て し まお う 。 
2. 朝 の うち に 勉強 を すま せ て 、 午後 は 出かけ る つも り だ 。 


2) い 形 容 詞 、 な 形容 詞 
1. 若い うち に いろ いろ な 経験 を し た ほう が いい 。 
2. 両親 が 元気 な うち に 、 一 度 海 外 旅行 に 連れ て 行っ て あげ た い 。 


3) 動詞 (「 い る 」「 あ る 」) 
1. 先生 が 学校 に いる うち に 、 分 か ら な いと ころ を 質問 する 。 
2. 電車 が ある うち に 帰り た い 。 タク シー で 帰る と 1 万 円 以上 か か る か ら だ 。 


4) 一 て いる (1) ご < 状態 > 
1. 子供 た ち が 学 校 に 行っ て いる うち に 、 部 屋 を 掃除 する 。 
2. 先生 が 黒板 の ほう を 向い て いる うち に 、 お に ぎり を 1 つ 急 いで 食べ た 。 


5) 否定 形 
1. 電話 番号 を 聞い た の で 、 起 れ な いう ち に メモ し て お いた 。 
2. 暗く な ら な いう ち に 帰り まし ょ う 。( 三 明る いう ち に …) 
3。 冷め な いう ち に どう ぞ 召 し 上 が っ て くだ さい 。( 三 封 い うち に …) 
注 ) テ て て か ら 、 それ を する 」 の が 普通 な の に 「 一 する 前 に それ を する 」 と いう 気持 ち が 入 る 場合 
が ある 。 
4. 映画 が 全部 終わ ら な いう ち に 、 お 客 が 帰り 始め た 。 
5。 花 が 全部 敵 か な いう ち に 、 だ れ か が 切っ て し まっ た よう だ 。 


6) て いる (2) ご < 動作 一 (< 状態 >) 
(※4 と 違っ て 、「 そ の 間 に 自 然 に 何 か が 起こ っ た 」 と いう 意味 ) 
1. 本 を 読ん で いる うち に 、 虐 く な っ て し まっ た 。 
2. 用 事 が あっ て 出かけ た の だ が 、 途中 で 友達 と 会 っ て 話し て いる うち に 、 用事 
し RC SN 
3. 初め は あま り 好 ほ き で は な か っ た が 、 付 き 合 っ て いる うち に 、 だ ん だ ん 好き に 
な が っ で きた 


を 
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4. 到達 か ら の 手紙 を 読ん で いる うち に 、 涙 が 出 て きた 。 
5. この 町 に 住ん で いる うち に 、 こ の 地方 の 方 言 が 身 に つい た 。 


(2) A か ら B に か け て  (※A か ら だ いた い 号 の ころ まで ) 
注 ) ア ーー から ~ ま で 」 と 違っ て 、 期間 は は っ きり 示さ な い 。 そし て < 連続 > で は な い 場 合 も ある 。 
1. 今晩 か ら あ す の 朝 に か け て 、 両 が 降る ろ る で し ょ う 。 
2. 年 末 か ら お 正月 に か け て 海外 で 過ごす 人 た ち が か な り い る 。 
3. この 髪型 は 80 年代 の 終わ りか ら 90 年 代 の は じ め に か け て 流行 し た 。 


注 ) く 場所 > を 表す 場合 も ある 。 
4. 関東 地方 か ら 東 海 地方 に か け て 、 有 支 い 地 震 が あっ た 。 
5. この 辺 か ら 次 の 駅 に か け て 、 屋台 が た くさ ん 出 て いる 。 


その他 の 文型 ・ 表現 


(1) 一 が ち 
1) 記名 詞 之 が ち (※ そ の よう な 状態 が 多い ※ 用 例 は 少な い : 慣用 句 ) 
1. うち の 子 は 病気 が ち だ 。 
2. この ご ろ は 愛 り が ちの 日 が 続い て いる 。 
3. 梅雨 の 時 期 は 雨 が ちの 天気 が 続く 。 


2) < 動詞 (ます ) 形 一 が ち CGCk そ の よう な 悪い こと に な る 傾向 が ある ) 
1. 田中 さん は 最近 体 を こわ し て 、 会 社 も 体 み が ち だ 。 
2. 雨 の 日 に は 電車 の 中 に 傘 を 忘れ が ちな の で 気 を つけ まし ょ う 。 
3. 一 度 大 き な 和 失敗 する と 「 自 分 は だ め な 人 人間 だ 」 と 考え が ち だ が 、 あ きら め 
Sd に i A 9 RE NaI か 
4. スト レス が た まる と 、 つ い 食 べ す ぎ て し まい が ちな の で 気 を つけ よう 。 


5.。 A 「 人 間 は 悪い ほう に ば か りり 考え て いる と 、 本当 に 悪い こと が 起こ り ま す 
よ ね 」 
「 う ん 。 そう いう こと は あり が ち だ ね 」 
ほう 3 げん と ね ん だ い か ん と うぅ ち ほう と うか ち ほう や た だ し 
方 斉 身 に つく ( 今 身 に つけ る ) 一 年 代 (地方 ) (地方 ) 屋台 
た まる ri 
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(2 ) 


(3 ) 


(いか に も ) て らし い 、 ら し い 一 

(※ 和 典型 的 : その 人 人 、 も の ご と の 特徴 が よく 現れ て いる ) 一 大 L5「~ ら し い 』(※ 伝 聞 ) 

1. A 「 近 藤 さ ん は きのう 滋 て て 家 を 出 た の で 、 く つ 下 の 右 と 圧 が 別々 な こと に 

気がつか な か っ た らし いよ 」 

B 「 い か に も 彼女 らし いね 」』 

2。 首相 の イン タビ ュー を 聞い た が 、 い か に も 政治 家 ら し い 答 え 方 だ っ た 。 

3. 花子 さん は 小学 生 の 時 は 男の子 の よう だ っ た けど 、 大 きく な る に し た が っ て 
女らしく な っ て きた 。 

4. 「 宿 題 を し な いで 学校 に 来る な ん て 、 キ ム さ ん らし くく ありま せん ね 。 何 か あ っ 
た 2 で すか 

5. 最近 、 雨 らし い 雨 が ぜん ぜん 降ら な い 。 

6. 子供 の ころ か ら 病 気 ら し い 病 気 に か か っ た こと が な い 。 


詞 動 詞 辞書 形 プ な い 形 こと だ 
(※「 一 し た ほう が いい ンー し な さい 」 の 意味 で 使う 硬い 表現 ) 
1. 優勝 し た けれ ば 、 も っ と 急 強 する こと だ 。 
クー だ か が かち 人 殿 頼 れれ か つた だ らら こう ラ そ は や かない ご と だ: 
注 ) 書 き 言葉 で は 「 一 こと 」 で 文章 を 終え る 。 意味 は 「 一 て くだ さい 」「 一 な いで くだ さい 」 
3. 集合 場所 : 学校 ロビ ー 
集合 時 間 : 午前 9 時 半 ( 遅 刻 し な いこ と ) 


画 文型 ・ 表 現 練習 


いか に も 並 相 インタ ビュ ラニ (する ) 政治 案 


ーー うち に 

独身 の うち に ぁ 

や は J り 結婚 す る と な か な か で き な い か ら だ 。 

Me SA Se SS SS RS J 

A 「 か ぜ を ひい た よう で す 」 

B 「 ひ どく な ら な いう ち に た ほう が いい で す よ 」 
うち に 、 相手 は 電話 を 切っ て し まっ た 。 
だ ん だ ん 国 に 帰り た くく な つて きた 。 


し ん らい 


頼 ( す る ) 


し ゅ し ょ う せい 


IS 
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(2 ) 


(3) 


(4) 


ぴよ う 


‘jG 
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ーー から ~~ に か け て 

か ら に か け て 、 地 震 が 数 回 あ っ た らし いけ ど 、 
私 は 寝 て いて 全然 気がつか な か っ た 。 
日 本 で は 、 大 学 の 入学 試験 は た いて い か ら に か け て 行わ れる 。 
都会 の 朝 の 通勤 ラッ シュ は すご い 。 だ いた い か ら に か 


け て が 一 番 込 む よ う だ 。 


ーー が ち 

土日 は 天気 が 良かっ た が 、 月 曜 か ら は ずっ と が ちの 日 が 続い て いる 。 
この ご ろ キ ム さ ん は 学校 を だ けど 、 病気 だ ろう か 。 
安い と 、 つ い て し まい が ち だ 。 要ら な いも の は 買わ な い 
ey eS SE GS 


「『 二 度 あ る こと は 三 度 あ る 』 と 言わ れ て いま す 。 悪い こと は 
だ か ら 気 を つけ て くだ さい ね 」 


ーー ら し い 、 で らしい 
ケン 「 こ の 仕事 が で きる か どう か 自信 が な いん で す 」 
キム 「 らし くく な いで すね 。 い の つも の よう に 自信 . を 持っ て や っ て 
くだ さい 」 
梅 是 は まだ 明け な いよ う で すね 。 7 月 の 終わ りな の に な か な か 
な り ま せん ね 。 
男 「 最 近 は 男女 平等 と いう こと が よく 言わ れる けれ ど 、 や っ ぱり 
らし さと か らし さと いう の は あっ た ほう が いい ん じゃ な いで 
に SS が 3 
女 「 男 は 強く 、 女 は 優し て な けれ ば いけ な いな ん て 考え 方 は 坪 い で す よ 」 
男 、 ド そう で すか ・・・」 
木村 さん は 今 ま で 仕事 で らし い を し た こと が な い 。 
一 方 、 田 中 さん は ミス ば か り で 部長 に し か られ て いる 。 


に 


て 13 ニ 
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画 作文 練習 
学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 
ぐ ト ピッ ク の 例 


『 私 の 国 の 季節 』 : あな た の 国 の 季節 に つい て 書き まし ょ う 。 
( 1 年 間 で も 1 っ の 季節 に つい て で も いい で す ) 


一 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 


1 還 天気 に つい て の 単語 、 雨 ・ ・ 風 の 擬態 語 
・ 雨 雪が 降る 、 風 が 吹く 、 雪が 謝る ズ 藻 ちる 、 霧 が 出る 
・ 晴 れる 晴れ 、 愛 る / 愛 り 
本 0 ば らち ばら だ は CE なー さき ー(G9 、 障る 
風 が そよ そよ びゅー ぴ びゅー 吹く 


2. 自然 災害 に 関連 する 単語 
・ 洪 水 、 地 偽 、 電 、 火事 (火炎)、( 火 山 ) 中 炎 、 津波 


一 聴 解 ミ ニテ スト 一 


の 録音 を きい て 答え を 1 て 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


し ょ うみ き げん 


口 聴 解 新 出 語 : 賞 味 期 限 


答 1 2 3 4 
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様子 ・ 推 測 ( の 2 トリ ッ ク ア ー ト 


ある は ず が な いも の が 見 えた り 、 あ る は ず の も の が 見 えな 
か っ た りす る こと が ある 。 決し て 目 が お か し く な っ た の で は | 決し て 
な い 。 いわ ゆる 目 の 錯 覚 で ある 。 錯覚 
例え ば 、 下 の 図 を 見 る と 、 折 っ ぱい 三角 形 が 浮き 上 が っ て | 白っぽい 
見 える 。 し か し 、 線 は 引か れ て いな い 。 線 が な い の に 、 折 い | 浮き 上 が る 
三角 形 が ある よう に 見 える 。 下 の 絵 は 婦人 が 斜め 後ろ を 向い | 婦人 斜め 
て いる 絵 で ある こと は わか る が 、 実 は 見 方 を 変え る と 老婆 が | 才 誠 
現れ る 。 な か な か 見 えて 来 な いと いう 人 は 、 婦 人 の 耳 の 部 分 | 部分 
が 老婆 の 目 、 そ し て 首飾り の 部 分 が 口 だ と 意識 すれ ば 現れ る | 首飾り 
は ず だ 。 婦人 入 の 姿 と は 違っ て 、 怖 そう な 老 婆 の 顔 が 現れ て ど 姿 どき っ と 
きっ と する 。 面 折 い こと に 、 老 婆 が 現れ た と き に は 、 婦 人 和信 は 
見 を ない 。 反対 に 婦人 人 が 見 えて いる と き に は 老婆 は 見 えな い 。 
実に 不 思 識 な も の で ある 。 決し て 同時 に 見 える こと は な い 。 


目 の 錯 党 を 利用 し て 不思議 な 世界 を 体験 し た い の な ら 、 ト | トリック アー ト 
リッ クア ー ト の 美術 館 に 行っ て みる と いい 。 展示 され て いる | 美術館 展示 
作品 は どれ も 目 の 錯 覚 を 利用 し て 平面 の 絵 の 一 部 が 飛び 出し | 作品 どれ も 
た よう に 見 える 。 絵 の 額 縁 も 含め て すべ て 壁 に 直接 特殊 な べ 平面 額縁 

含め る 特殊 
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ン キ を 準 っ て か か れ て いる 。 室内 を 薄暗く し て 、 光 を 当て る | ペン キ 塗る 
こと に よっ て 、 立 体 的 に 見 そえ る の で ある 。 動物 た ち は 絵 の 中 | 室内 薄暗い 
か ら 今 に も 飛び 出し て きそう に 見 える し (写真 1)、 子 供 は 絵 | 立体 的 

か ら 落 ち そ うに な っ て いる 。 絵 を 見 て いる 少年 に 話し か け て 少年 

も 振り 向く は ず が な い ( 写 真 2)。 実は それ も 絵 の 一 部 な の だ 。 | 振り 向く 

し か し 、 後ろ姿 を 見 て いる と 、 今 に も 振り 向き そう に 感じ る | 後ろ姿 

か ら 不 思 議 で ある 。 あ な た も ここ に 来れ ば それ を 実感 する に 

ちがい な い 。 


(* カ ラー ペー ジ 参 照 ) 


* 写真 1・2 提 供 協力 株 式 会 社 エ ス ・ デ ー(SD) 


画 本 文 設 問 


(1 ) 
(2 ) 
(3) 


や 


「 あ る は ず が な いも の が 見 える 」 と いう の は どん な 場合 で すか 。 

「 あ る は ず の も の が 見 えな が な い 」 と いう の は どん な 場合 で すか 。 

ぐ 写 真 2 に か か れ て いる 少年 は 、 ど うし て 今にも 振り 向き そう に じ る 
の で すか 。 

トリ ッ ク ア ー ト の 美術 館 で は 作品 に 直接 触る こと も で きる し 、 フ ラッ シュ 
を 使っ て 写真 を と る こと も で きま す 。 し か し 、 で き あ が っ た 写真 は 実際 に 
見 た も の と ど と ずい ぶん 培い ます 。 な ぜ で し ょ うか 。 
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画 本 文 新 出 語 ( 太 は 文型 で 学習 ) 


ふ CC ん な な ろう ば ぶ ぶん く び ぴか ざさ す が た び じゅ つ 
笠井 SN Sn SS 人 演 21 た に PS 
作品 平面 額 緑 ペン キ 室内 少年 る 次 

な 形容 詞 : 特殊 立体 的 
い 形 容 詞 : 導 暗い SS SS RS 
名 詞 プ 動詞 捉 : 鏡 党 (する) 意識 (する ) 体験 (する ) 展示 (する ) 
動詞 : 浮 き 上 が る Tr 含め る EI 塗る 1r 振り 向く Ii 
一 詞 ] < ドミ 決 で 6k) 
その 他 :( 白 ) っ ぱい (一 関連 語 ) どれ も 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・( 光 を ) 当 て る 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


「 向 く 1」「 和 向かう 1」 ググ 「 向 ける EE」 
・ 上 ( 下 、 横 ) を 向く グズ 顔 を 上 に 向け る 。 
・ 南 向き の 部 屋 。 アン テ ナ の 向き を 変え る 。 
・ イ ギリ ス に 向かっ た ググ 向け て 出発 し た 。 
※ 他 動詞 「 含 む 1」 と 「 含 め る HI」 
これ は は 多 合 26 を だ くき ん 今 ん で いる 罰 人 4 選 は タク ミン CC が た 
くさ ん 含ま れ て いる 。 
・ こ の 料金 に は 消費 税 が 含ま れ て いま せん 。 ビ 入っ て いま せん 。) 
・ 送 料 を 含め て 〇 〇 円 。=ー を 入れ て 〇 〇 円 。) 
・ 私 を 含め て の 〇 人 が 行く 。 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え た な さい 。) 


【 体験 する 実感 する * 含め る 現れ る * ひく * 決し て 1】 * 印 は 既習 


重要 だ と 思っ た と ころ に 線 を ( ) お く 。 
いろ いろ ( )、 勉強 に な っ た 。 
実際 に や っ て みて 、 そ の 大 変 さ を ( )。 


私 を ( 者 GO0 大 で 待 @c こ と 3 全 基 る た 。 
加藤 さん は パー ティ ー の 終わ り ご ろ に ( 弧 
私 は ( 0 cy ト - 紀和 
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画 文型 ・ 表 現 


「 様 子 ・ 推測 」 の 文型 ・ 表現 () 


(15「 そ うだ 」 の バリ エー ショ ン 


1 ) 


2 ) 


3 ) 


4 ) 


5 ) 


ーー そう に な っ て いる  (※ー す る 直前 の 様子 ) 

<ー そ うに し て いる (※ 様 子 を 見 せ て いる ) 

1. あの 本 棚 の 上 に 置い て ある 箱 が 落ち そう に な っ て いま す よ 。 危な いか ら 下 に 
時に で お きま に よう 。 

2. あん な に 高く 箱 を 積ん だ ら 危 な い 。 今にも 崩れ そう に な っ て いる 。 

3 AS まっ つき が から の 人 退屈 獲 ラッ つま らき も で いま ば お が お 栓 に う に た 
ん で に うか 。 

4。 自信 あり そう に し て いる けど 、 相当 は 系 張 に で いる と 思う 。 


ー そ うに 見 える (※「 そ うだ 」 と 大 体 同じ だ が 、 見 た 印象 だ と いう こと を 強調 ) 
1。 AA 「 そ の セー ター けっ こう し た ん じゃ な いで すか 」 

B 「 け っ こう 高 そ うに 見 える で し ょ う 。 で も 、 実 は 1,.980 円 な ん で す よ 」 
2. あの 絵 の 女性 は 笑っ て いる よう だ けれ ど 、 ど こ か 寂し そう に 見 える 。 


< そう な 気 が す る (一 大 し の 
ーー そ うな 感じ が する 感じ だ 
1. 今度 の テス ト で は いい 点 が 取れ そう な 気 が す る 。 
2 これが だ 急 いで 行け ば 問 に 合 そ うな 気 が す る 、 
3. あの 人 の 言っ て いる こと に は 何 か 裏 が あり そう な 感じ だ 。 


~ー そ うに < 動詞 > 

1. プー ル で 気持 ちよ さそ うに 泳い で いる 人 は だ れ で すか 。 

2. 胡 日 つら そう に 仕事 し て いる けれ ど 、 大 丈夫 

3. 駅 の 実 煙 コー ナー で は 数 人 が お いし そう に タバ コ を 級 っ て いた 。 


ー そ うに な っ た (※ 実 際 は ーー し な か っ た が 、 危な か っ た) 

1. 酔っ ぱら っ て 歩い て いた ら 、 選 の ホー ム か ら 落 ち そ う 1! 
2. 後ろ か ら バ イク で 走っ て きた 人 に バッ グ を 取ら れ そ う 1! 
注 ) 同 じ 意 味 で 「 も う 少 し で 一 と ころ だ っ た 」 

3。 信 に 子供 が 飛び 出し て 来 だ の で 、 も う 少 ヒ で ひく 〈 く どこ ろだ つた 。 


な っ た 。 
な っ た 。 


に 
ュー 
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(2) (きっ と ) 一 に 違い な い (※ 個 人 的 な 判断 で そう だ と 確信 する 場合 ) 
1. あの 人 は うそ を つい て いる に 和 違い な い 。 
2. あし た の 試験 に は きっ と ここ が 出る に 違い な い 。 
3. A 「 え えと 、 加 藤 さ ん は どの 和信 か し ら 。 大 勢い て 分 か ら な いわ ね 」 
B 「 あ 、 あ の 琶 鏡 の 人 に 違い な い 。 グレ ー の スー ツ を 着 て いる と 言っ て いた 
か ら 」 
注 1 確信 は な い が 、 その 可能 性 は ある と 言う 時 に は 「( も し か し た ら ) 一 か も し れ な い 」 
4. あし た の 旗 験 に は も し か し じ た ら ここ が 出る か も し れ な い 。 


注 2) だ れ が 考え て も 、 論理 的 に そう な る と 思っ た 時 に は 「 一 は ず だ 」 を 使っ て 客観 的 に 説明 。 
※ 同 じ 文 で も ニュ アン ス が 異な る 
5。 山田 さん は 今 家 に いる に ちがい な い 。 
(個人 の 主張 : 自分 が 知っ て いる 知識 を 使っ て 判断 する ) 
家 に いる は ず だ 。 
(客観 的 な 判断 : 例え ば 「 風 邪 で 学校 を 休ん だ ん だ か ら 」) 
6. 急 強 すれ ば 上 手 に な る に ちがい な い 。 
(本 人 の 強い 思い 込み ) 
きっ と 王手 に な る は ず すず だ 。 
(結果 と し て そう な ら な く て も 、 論理 的 に は そう だ ) 


注 3「 一 は ず 」 は 『< く 過去 の こと > テーマ 現在 の こと >』 の 判断 に は 使え な い 。 

その 時 は 「 一 に ちがい な い 」 を 使う 。「 は ず 」 ほ は いつ も 論理 的 に 『< メ >ー マ Y テ 』。 
7. 山田 さん は 顔 が 赤い 。 きっ と お 酒 を 飲ん だ に ちがい な い 。〈( ぶ 飲ん だ は ず だ ) 
8. 山田 さん は きのう 上 司 と 大 酒屋 に 行っ た 。 だ か らき っ と お 酒 を 飲ん だ は ず だ 。 


(3) 一 は ず が な い (※ 論 理 的 に 常識 で は そう いう こと は 考え られ な い ) 一 「 一 (な い ) は ず だ 」 * 
1. あの まじ め な ケン さん が そん な こと を する は ず が な い 。 
2. こん な に 青空 な の に 、 雨 が 降る は ず が あり ませ ん よ 。 
3. A 「 高 橋 先 生 お いら っ し ゃ る か し ら 」 
B 「 今 、 入 院 し て いる ん だ か ら 、 来 られ る は ず が な いよ 」 


注 yX2) の 注 の よう に 「 は ず 」 は 論理 的 な 判断 だ か ら 、 結果 (一 現実 ) と 違う こと も ある 。 

4. この 地図 に よる と も うす ぐ 着 く は ず な ん だ けど 、 変 だ な 。 学校 な ん て どこ に 

も な いね 。 

自分 の 計画 で は 、 今 ご ろ は 日 本 語 が べら べら に な っ て いる は ず な ん だ けど ・・・. 

6. あの 時 山田 さん は いな か っ た 。 だ か ら 彼 が その こと を 知っ て いる は ず が な い 。 
どう し て 知 つ て いる の だ ろう 。 きっ と だ れ か が 店 し た の だ 。 
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その 他 の 文型 ・ 表現 | 


(1) 一 で ある プー で は な い (※ 書 き 言葉 の スタ イル ) 一 し L.14(※ 文 の つなぎ 方 ) 
設 電球 を 発明 し た の は エジソン ン で あぁ る 。 
2. 日 本 の 国技 は 柔道 で は な い 。 相撲 で ある 。 
3. 梅 馬 の ころ に 天 く 「 あ じ さ い 」 と いう 花 は 本 当 に きれ いで ある 。 


(2) 一 こと に (は )・ ・ ・ (※ 文 を 修飾 する 副詞 : ・・・ と いう の は 非常 に 一 こと だ ) 
1) い 形 容 詞 な 形容 詞 
1. 面 折 いこ と に 、 同じ 凍 さ き の も の で も 色 に よっ て 還 く 感じ る こと が ある らし い 。 
2. 珍し いこ と に 、 あ の けち で 有名 な 課長 が みん な に 昼 ご 飯 を お ご っ て くれ た 。 
3. 不 思 識 な むこ と に 、 き の うま で 公園 に いた 鳩 が 一 羽 も いな く な っ た 。 そし て 、 
獲 も 一 区 も いな く な っ た 。 
4. 残念 な こと に 、 1 点 足 りな か っ た た め に 、 合 格 し な か っ た 。 


2) 動詞 「 二 た こと に 」』 
1. 困っ た こと に 、 会 社 に 連絡 を 入れ た い の だ が 、 近く に 公衆 電話 が 全然 な 
2. 驚い た こと に 、 犯 信 は 隣 に 住ん で いる 人 だ っ た 。 


(3) も の だ (ね ) (※ 感 嘆 : 感心 し た り 、 驚い た り 、 あき れ た りす る 気持 ち を 表す ) 
ーー も ん だ (ね ) ーー 大 し L911.13「ー も の だ 」 


1) い 和 形容 詞 (※L9< 当 然 > の 用 法 が 基本 に な っ て いる ) 
1. 月 日 が た つの は 早い も の で すね 。 日 本 に 来 て も う 1 年 に な り ま す 。 
2。 ライ オン の 赤ちゃん て 、 け っ こう か わい いも ん だ ね 。 
3. こう や っ て 昔 の 友達 が 集まっ て 話 を する の は 楽し いも ん で すね 。 


2) 「 た いし た も の だ 」「 困 っ た も の だ 」 (※ 慣 用 的 表現 ) 
1. 一 人 で ヨッ ト で 大 西洋 を 渡る な ん て 、 た いし た も ん だ 。 
2. 最近 、 野 菜 が 値上がり し て いる 。 困っ つた も の だ 。 


3) その 他 (※ 程 度 の 形容 詞 、 副詞 と 一 緒 に 使う ) 
1. 自分 の 子供 を ベラ ンダ に 一 晩 中 出し て お く な ん て 、 ひ どい 親 が いる も ん だ 。 
2. この 辺 も 数 年 の 問 に ずい ぶん 変わ っ た も の だ 。 
3. 簡 半 に だ まさ れ た も ん だ ね 。 そん な 話 を 信じ る 方 が 悪い よ 。 


で ん さぁ う こく ぎ か ちょ う こう し ゅ う で ん わ 


電球 国技 [ 花 の 名 前 ] あ じ に さい 課長 お ご る エ 、 公 球 電話 
ヨッ ト 大西洋 た いし た も の 値上がり (する ) (値下がり ) i A | 
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4) 「 よ く ( ま あ )・・・ も の だ 」 
1. 目 上 の 人 に 対し て で 、 よ とむ あ ん な 失礼 な ご と が きす えた も の だ 。 
2. まだ 11 歳 な の に 、 よ く ( ま あぁ あ ) あ ん な に 落ち 着い て 演奏 が で きる も ん だ 。 
3. よく (まあ ) 食 べ る も の だ 。 も う 5 人 前 くら い 食 べ て いる よ 。 


画 文型 ・ 表現 練習 


CE 
1. 「 今 まで 何 回 も た ば こ を や め よ うと 思っ た の で す が 。 その た びに 失敗 し まし た 。 


で も 、 こ の 方 法 を 伺え ば 、 た ば こぶ が 気 が し ます 」 

2. あん な に 体 が 大 きい か ら に 見 える けど 、 実際 は 
1 日 に 1 回 し か 食べ な いら し い 。 

; に 見 える けど 、 実 際 は a 

さき さ 禁 ミ ま まで: 才 に EE で た: だ 。 
風 が 強く て 、 か ぶっ て いた ば ぼ ば うし が Es 


(2) 一 に 違い な い 
ER UP に 違い な いと 刑事 は 言っ た 。 
2. 山田 さん は きょう も 学校 の 接 業 を さぼ っ た らし い 。 きっ と 


© 


(3) 一 は ず が な い 

1. を 光 な SU かみ で は 。 絶対 に 失敗 する は ず だ 。 
1 つ 80 キ ロ も ある ん だ か ら 、 一 人 で 。 

SS 」 
BN の SS の MS 


お sf えん そう こ ・ じ 
よく (※ 感 嘆 の 用 法 ) 落ち 着く 1I 演奏 (する ) 一 人 前 刑事 さば る I 
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4) ご と に (は ) 


Et に 
eo に 
(5) も の だ 
な ん て 、 た いし た も の だ 。 
の: な ん て 、 変 わっ た 人 が いる も ん で すね 。 
3.。 アイ スス ケー ト の 演技 は すご い 。 氷 の 上 で よく まあ 
も の だ 。 
画 作文 練習 


学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご < ご トピック の 例 ジ 
・『 不 思 議 な こと 』: 日 本 の こと に つい て 不思議 だ と 思っ た こと に つい て 書き まし ょ う 。 
注 ) し . 14 の 作文 も 復習 し な が ら 、 自分 の 国 と 比べ て 書い て み ま し ょ う 。 


ペイ な = ホホ 
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画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 議 
つつ 「『「 と っ ぽい 」 の 単語 


1. 色 に つい て 、 全 体 的 に そう いう 色 に 見 える 
・ 折 っ ぱい 、 黒っぽい 、 赤 っ ぱ ぽい 、 茶色 っ ぽい 

2. 〇 〇 つが 多く 含ま れ て いる (※ マ イナ スイ メー ジ ) 
・ 水 っ ぽい ( 酒 )、 油 っ ぽい (料理 ) 
・ 淫 っ ぱい (ふと ん ) 

3. 形容 詞 や 名 詞 に つい て 、 そ の よう に 見 える 。 (一 大 し L16「~ ら し い )) 
・ 安 っ ぽい ( 服 )、 子 供 っ ぽ ぱい (サラ リー マン ) 一 (※ マ イナ スイ メー ジ が ある ) 
・ 大 人 っ ぱい (中 学生 ) 

4. 動詞 に つい て 、 す ぐ で そう な っ て し まう (※ マ イナ スイ メー ジ ) 
"れれ っ ぱい 、。 怒り っ ぱい 、 飽き っ ぽい 


画 聴 解 ミ ニテ スト 一 


心 録音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 
口 聴 解 新 出 語 : ヘリ コブ ター 


答 1 2 3 4 
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予想 ・ 期 待 (2) 行列 の で きる 店 


日 曜日 に 友人 を 誘っ て ラー メン を 食べ に 行く こと ど に に た 。 
そこ ば ぱ き 行 2 の で きる ろり 古 2 も SG 有名 で る 、 ぜひ 寺 度 食べ に 生き た 


いと 思っ て いた 。 友人 大 に 「 や っ ぱり お いし いか ら 行 烈 が で き 
る ん だ よね 」 と 私 が 聞く と 、 友 人 は 「 そ れ は そう だ けど 、 行 
列 が で きる か ら お いし いん に じゃ や な いか な 」 と 言っ た 。 お も し 
ろ い こと を 辻 う も の だ と 思 っ た が 、 と に か くく 一 緒 に 食べ に 行 
ここ ES だ な 

予想 どおり 、 私 た ち が 着 いた 時 に は 、 も うす で に 30 人 ほど 
店 の 前 に 並ん で いた 。 烈 の 最後 に つく と 、 す ぐに また 別 の グ 
ルー プ が 後ろ に つい た 。 入口 に 近づく に つれ て 、 ラーメン の 
に お い が し て きた 。 1 時 間 く らい 待た され る だ ろう と 思っ て 
いた ちら ちら 、 案外 旦 く 席 に つく こと が で きた 。 で も 時 計 を 見 た ら 、 
4 が NG5 遇 GS に ばら NG で 活 疫 ラー メデ が 
の 前 に 運ば れ て 来 た 。 そ の 時 、 オ ー バ ー か も し れ な い が 、40 
分 待っ た 者 に し か 得 ら れ な い 特 別 な 物 を つい に 手 に 入れ た と 
いう 気分 に な っ た 。 そし て 、 ま さき さ に 期待 どおり の ラー メン を 
味わっ て 私 た ち は 店 を 出 た 。 

家 に 戻っ て か ら 、 友 入 の 圭 葉 を 思い 出し て 、 あ の 店 の ラー 
メン は 本 当 に お いし か っ た の か 考え て みた 。 確か に 行列 が で 
きる くら いい だから まず い は ず が な い 。 し か し 、40 分 閉 ん で 
待っ た お か げ で も っ と お いし くく 感じ た の で は な いか 。 同じ 店 
で 全く 並ば ず に 食べ た ら ど うだ ろう か 。 同じ も の を 出前 し て 
も ら っ て 家 で 食べ た ら ど うだ ろう か 。 きっ と 違う 味 が する の 
で は な いか 。 

ぞ れ で はい 待 で は 待つ つぼ ど お も て で な る と 埋 え る の か 。--+1 
時 間 以 上 も 待っ た の に 期待 を 裏切ら れる こと も ある 。 元々 お 
いし くく な いも の は や は りお いし く な い の で ある 。 


し > 】 RSS KK XS 


案外 

一 近く 

し ば らく し て 
SG ドニ SS 
SN 
手 に 入れ る 


まさ に 味わう 


出前 


裏切る 
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画 本 文 設問 


(1) 筆者 は この ラー メン 屋 に 初め て 食べ に 行き まし た か 。 
(2) 筆者 は な ぜ ラ ー メ ン を 「 特 別 な 物 」 だ と 感じ に た の で すか 。 

(3) 等 者 は この ラー メン を 家 で も 食べ た いと 思っ て いま すか 。 な ぜ で すか 。 
© 「 行 列 が で きる か ら お いし い 」 の 意味 を 考え て みて くだ さい 。 


画 本 文 新 出 語 ( 友 は 文型 で 学習 ) 


ぎょ うれ つ 


名 詞 ・ ラーメン 行 列 
な 形容 詞 : オー バー 
名 詞 プ 動詞 葉 : 出前 (する ) 注文 ( す る ) 
動詞 : 味わう 1 福 裏 切る i 
宮 詞 : (も う ) す で に (40 分 ) 近 く し ば らく し て 大 つい に 
大 案外 玉 ま さ に 

その 他 : 大 一 どおり 手 に 入れ る 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・( 行 列 が ) で きる ( 席 列 の 最後 に ) つ く 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


「 手 に 入る Ii」「 手 に 入れ る エ L」 
・ 欲 し い 物 が 手 に 入る を 手 に 入れ る 。 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え た な さい 。) 


【 近く 、、 ま で に 、 し ば らく も て 元々 もち 、 全 や S 』 * 印 は 既習 


) 私 が 出し た も の で 、 山田 さん が それ を 使っ 


DORIA TTL 


だ と で す ち 
(2) 待ち 合わ せ の 場所 に は 私 が 一 番 早 < く 着 いた 。( ) キ ム さ ん が 来 た 。 
(3) 気温 は 38 度 ( まあ CS の か の 5 だ ちせ きき 。 
(4) 難し い 漢 字 ば か り で 、 内 容 は ( ) わ か ら な か っ た 。 


か や っ: な っ て いた 。 


着い た 時 に は ( 


救急 車 で 病院 に 運ば れ た が 、 


は い 
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本 文型 ・ 表 現 


(* 三 初級 レベ ル の 文型 ・ 表 現 ) 


「 予 想 ・ 期待 」 の 文型 ・ 表現 ( ぢ ) 


(1) 


(2 ) 


(3 ) 


(4) 


(5) 
1 ) 


2 ) 


予想 し た と お り 、 思 っ て いた と お り ま ※ 

1. 結果 は 私 が 予想 し た と お り だ っ た 予想 し た と お り に な っ た 。 
2.、: 彼 が 予想 じ し た と お り 、。 田 中 さき ん を が エエ 位 に な つた s 

3. 私 が 思っ て いた と お り 、 や は り 彼 は 来 な か っ た 。 


予想 期待 どおり ・・・ 

結果 は 坂本 さん の 予想 どおり だ っ た 予想 どおり に な っ た 。 

予想 どおり の 結果 だ っ た の で 、 別に 驚か な か っ た 。 

田村 選手 は 期待 どおり の 活躍 を し て いる 。 

大 方 の 予想 どおり 、 彼 が 主演 し た ドラ マ の 視聴 率 が トッ プ に な っ た 。 


予想 期待 に 反し て ・・・ 
1. みん な の 予想 に 反し て 、 全 く 無 名 の 選手 が 優勝 し た 。 
2. 売り 上 げ は 、 期待 に 反し て 、 ほ と ん ど 伸 び て い な い 。 


期待 を 裏切る 
1. 関係 者 の 期待 を 裏切っ て 、 そ の 曲 は ほとん と ど 売 れ な か っ た 。 
2. あの 人 な ら や っ て くれ る だ ろう と 信じ て いた の に 、 期 待 を 裏切ら れ て し まっ た 。 


か の ビー 


予想 に 使わ れる 副詞 < 2 ン 一 大 La「 や は り 、 意 外 に も 」 
『 案 の 定 』 (一 L.19 本 文 ) 
1. 彼 は きのう 飲み すぎ た か ら 必 配 し て いた けれ ど 、 案の定 、 き ょ う は 会 社 を 休ん 
だ 。 
2. 今朝 か ら 寒 気 が し て いた か ら 風 邪 を 引い た の か と 思っ て いた が 、 
案の定 、 熱 が 39 度 も あっ た 。 
『 案 外 』 
1. も っ と 大 変 な 仕事 だ と 思っ て いた けれ ど 、 や っ て みた ら 素 外 や さ し か っ た 。 
2. この 分 で は 間に合わ な い だ ろ うと 思っ て いた ら 、 案外 早く 終わ っ た 。 
注 )「 意 外 に も 」 と 違っ て 、 必ず 程度 の 形容 詞 か 副詞 が ある 。 予想 と 反対 の 結果 に は 使え な い 。 
3. あの 入 は 彼女 と 結婚 する だ ろう と 思っ て いた ら 、 意 外 に も 列 の 玄 性 と 結婚 し た 。 
(x 案外 ) 


し ちょ うり つ む めい 


予想 ) 主演 (する ) 視聴 率 トッ プ 反する 無名 


売り 上 げ 案の定 寒気 (が する ) この 分 で は 


ー 126 - 


第 18 課 予想 ・ 期 待 (2) 行列 の で きる 店 


3) 『 ま さか 』 (一 長文 読解 <4>) 
まさ か ーー と は (思わ な か っ た ) 
・ 寒 いと ころ だ と は 思っ て いた けれ ど 、 ま さか こん な に 寒 いと は 思わ な か っ た 。 
・ 時 間 が か か り そ う だ と は 思っ て いた けど 、 ま さか 5 時 間 も か か る と は 。 
まさ か は ず が な い 
・A 「 山 田 さ ん の お 父 和 様 が 亡くな られ た そう で す よ 」 
B 「 ま さか ! そん な こと が ある は ず が な い 。 きのう 会 っ た と き は 元気 だ っ 
た の に 」』 


4) 『 ま さ に 』 
まさ に と お り プ どおり ・・・ 
・ か れ の 実 力 は 李 物 だ と 思っ で て いた けれ ど 、 まさ に その と お り だ っ た 。 
・ あ そこ は 危険 な と ころ だ か ら 一 人 で 行く の は や め た ほう が いい ど と 思っ て いた 
の が さま さと: お は に な 太夫 っ 
・A EN 字 を 芝生 れれ は ば こも ラ : と た ささ * さ の 半 呈 = を 凍 半 に 党 : そ ちら れる た で すね 
B「 ま さ に その と お り で す 」 


ぞ その他 の 文型 ・ 表現 


(1) ー ず に ・・・ (※ 書 き 言 葉 の スタ イル :「 一 な いで ・・・1) 
・ 時 間 が な か っ た の で 、 朝食 は 食べ ず に 出かけ た 。 
・ ほ し いも の が あっ た けれ ども 、 何 も 買わ ず に 帰っ た 。 
・ 全 く 協 放せ ず に 、 成功 し よう と 思う の は 間違っ て いる 。 
(※ す る :「 し な いで 」 一 「 せ ず に 」) 


(2) 『 つ い に 』 (※ 最 終 的 に ン 「 長 い 間 一 けれど 、 いろ いろ あっ た けれ ど 」 と いう 気持 ち が 入 る ) 
注 Y「 や っ と 」 と 大 体 同 じ だ が 、 大 き な 出 来 事 に よく 使う 。 
・5 年 か か っ て つい に 完成 し た 。 
・ 途 中 で 何 度 も 危険 な こと が あっ た が 、 つ い に 頂 上 に 着い た 。 
注 y「 や っ と 」 と 違っ て 、 実現 し な か っ た こと に つい て も 使え る 。 
・2 時 間 も 待 っ た けれ ど 、 彼女 は つい に 来 な か っ た 。 
・ 長 い 間 研究 を 続け た が 、 つ い に 成 功 し な か っ た 。 


ほん も の に せ も の ま ち が ま ち が 
まさ か 本物 ( 今 偽物 ) 間違う Ir( 久 間違え る TT *) 


ご っ 12 ナ デ 


第 18 課 予想 ・ 期 待 (2) 行列 の で きる 店 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1) どおり 
1. この 作家 が 好き で 次 の 作品 を 楽し み に し て いた の だ が 、 新 作 も 期待 どおり 、 
2 に Zoo ん な ( 趣 ャ ン ピ ボ ポン が と 言っ て いた が 、 私 の 予想 どおり 、 
3. 田中 さん は サラ リー マン を や め て 、 自分 で ビジ ネス を 始め た が 、 = 
実際 は な か な か 期待 どおり に は な ら な いも の だ 。 


(2) 一 に 反し て 
1. 二 人 は お 似合い の カッ プル だ っ た 。 し か し 周り の 期待 に 反し て 
: と いう 大 方 の 予想 に 反し て 、 
それ は 非常 に よく 売れ た 。 


(3) 案の定 、 案 外 、 ま さか 

に と 思っ で いた けれ ど 、 案の定 、 倒 れ て し まっ た 。 
と 思っ て いた ら 、 案外 あっ さり し た 味 だ っ た 。 
と 開い て いた けれ ど 、 ま さか こん な に 

4. マラ ソン に 初め て 参 吉 し た 。 大 変 だ ろう と 思っ て いた が 、 
案の定 ぁ 
案外 
> 
RR は ず が な い 。 


作 ) お 似合い (一 似合う ) カッ プル 
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(4) 一 ず に (書き 言葉 の つ ス タイ ル で 文 を 完成 し な さい ) 


1. 作文 の 時 間 に 途 中 で お な か が 痛く 《 な っ た の で 、 最後 まで ご 
教室 を 出 た 。 
全く に 歩き 続け た た め 、 足 が 痛く な っ た 。 
うち の 子 は に 遊ん で ば か り い る 。 困っ た も の だ 。 
CTLTE 
に 3 回 目 の 挑戦 で つい に ッ 
2. 長い 間 思っ て いた が 、 そ の 和希 望 が つい 
に 実現 し た 。 
画 作文 練習 


心 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


< トピ ッ ク の 例 ジ 
『 予 想 と 現実 』: あな た が 予想 、 期 待 し て いた こと に つい て 、 実際 は どう だ っ た か を 
書き まし ょ う 。 注 ) L8 の 作文 、L15 の 文型 も 復習 し て 参考 に し まし ょ う 。 
・ 『 行 列 の で きる 店 』: 行列 が で きる 店 を 知っ て いた ら 教 えて くだ さい 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 
必 食事 ・ 料 理 に 関連 する 単語 


・ ご 飯 、 お か ず 、 み そ 汁 、 つ け 物 、 お 総菜 (お 物 藤 ) 

・ お か わり する 、( ご 飯 を ) 盛 る 、 (お か ず を 現に ) 成 りつ ける 

-( ご 飯 を ) 次 く 、( 商 グズ 急 を ) 焼 く 、( 野 菜 を ) 者 るい ため る (炒め る )、 
(ンス パ ゲ ティ を ) ゆ で る 、 若 す 

・ 生 (で 食べ る )、 生 更 

・( て しょう ゆ を ) つ ける 、( ソ ー ス を ) か ける 
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画 聴 解 ミ ニテ スト 一 


の 録音 を きい て 答え を 1~4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


口 聴 解 新 出 語 : の り ( 海 若 ) 


答 1 2 3 4 
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原因 ・ 理由 (3) 素朴 な 疑問 


小学 1 年 の 息子 は よく 素朴 な 疑問 で 私 を 悩ま せる 。 幼稚 園 の | 小学 1 年 素朴 
ころ は 適当 に うま く 話 し て 納得 させ て いた の だ が 、 こ れ く らい | 括 問 適当 に 
の 年 に な る と 、 適当 に 話し て ご ま か す わけ に も いか な い 。 先日 うま くく 納得 
も いい 如 減 に 答え た ば か り に 、 子供 に は 「 本 当 は わか ら な いん | ご ま か す 
じゃ な い の 」 と 辻 わ れる し 、 妻 か ら は 「 子 供 の 教育 に も っ と 関 | いい 加減 
心 を 持っ て よ 」 と 怒ら れる し 、 ひ どい 目 に あっ て し まっ た 。 し | 関心 
か し 、 中 に は 答え よう が な い 妖 問 と いう も の も ある 。 
ぁ る 日 、 ラ ジオ で 子供 が 電話 で 質問 し て ゲス ト が それ に 答え | ゲス ト 
る と いう 番組 を や っ て いた 。 小学 2 年 生 の 質問 は 「 あ し た は ど 
こ に ある の で すか 」 だ っ た 。 こういう 質問 は 大 人 が する こと は 
な い 。 子供 だ か ら こ そ す る の だ 。 ゲス ト の 入 が どう 答え る の か 
思っ て いた ら 、 案の定 、 困 っ て いる よう だ っ た 。 し ば らく し 
て 、 一 人 の ゲス ト が 科学 的 、 哲 学 的 な 内 容 を で きる だ け や さ し | 科学 的 者 学 的 
く 小 学生 に も わか る よう に 話し は じ め た 。 難し い 内 容 を や さ し | 小学 生 
く 説 明 す る の は さぞ 大 変 な こと だ ろう と 、 感心 し な が ら 聞 いて | さぞ 感 パ 
PO 
次 に も う 一 人 の ゲス ト は 、 逆 に 小学 生 に 「 ど うし て それ が 知 | 逆 に 
り た い の か な 」 と 質問 を し た 。 ど うし て そん な 比 問 を 持つ の か 
を 一 緒 に 考え て あげ た ほう が いい と 考え た の だ ろう 。 この 子供 
は も し か し た ちら 早く あし た に な ら な いか な 」 と か 「『「 あ し た に 
な ら な いで は ほしい 」 と 考え て いる の か も し れ な いか ら だ 。 こう 
いう 管 え 方 も ある の か と 感心 し た 。 
自分 の 息子 が 「 な ぜ 生 き な け れ ば いけ な い の 『」 な ど と 聞い 
て きた ら 上 手 に 答え て あげ られ る だ ろう か 。 答え る か ら に は こ 
ちら も 考え る こと が 必要 だ 。 普段 、 仕 事 の こと で 頭 が いっ ぱい | 普段 
の お 父さん た ち も た ま に は 素朴 な 疑問 に つい て 考え る ゆとり が | ゆとり 
欲し いも の で ある 。 
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画 本 文 設 問 


(1) 筆者 は な ぜ 先 日 ひど い 目 に あい まし た か 。 

(2) ゲス ト は な ぜ 子 供 の 質問 を 聞い て 困っ た の で し ょ うか 。 

(3) 筆者 は 二 入 目 の ゲ スト の 管 え 方 の どん な と ころ に 感 忌 し た の で すか 。 

の 筆者 は ニニ 人 の ゲス ト の うち 、 ど ちら の 方 の 秋 え 方 に より 強く 感心 し た と 思 
いま すか 。 ど ちら に も 同じ くら い 感 心 し た と 思い ます か 。 な ぜ そ う 思 いま 
すか 。 


画 本 文 新 出 語 (は 文型 で 学習 ) 


ぎ も ん ' NE ね ん れい か ん し ん し ょ う が く < く ね ん せい し ょ う が く せい 
名 詞 : 疑問 [= 年 関心 ゲス ト 小学 ( 校 ) 一 年 ( 生 ) 小学 生 
ゆとり 
モ そ ぼく か が て て き て つが て 〈 く て き 
な 形容 詞 素 朴 特 光 志学 9 
名 詞 グ 動詞 下 : 納得 (する ) 感心 (する ) 
動詞 が か いす 
て きとう か げん ぎ で く ふ だ ん 
語詞 : 適当 に うま くく いい 如 減 に 太 さ ぞ 送 に 普 
[基本 動詞 の 用 法 ] 


か ん し ん きき も ん も 
・( 関 パ 、 疑 問 を ) 持 つ 
画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 関心 感心 納得 うま < 普段 本 当 に * 本 当 は * 逆 に 】 * 印 は 既習 


( ) あ な た が 一 人 で し た ん で すか 。( ) だ れ か が 手伝っ 
RR | Rd 

私 が 質問 し た の に 、( ) 和 相手 に いろ いろ 質問 され て し まっ た 。 
最近 は 環境 問題 に つい て ( ) が 高まっ て いる 。 


そん な いい 如 減 な 説明 で は ( ) で きま せん 。 

あぁ あん な 小さ い 和 子供 が 一 生 惑 命 お 坪 さ ん を 手伝っ て いる の を 見 て ( 

に に = 

( ) は と て も お と な し い 人 人 が 急 に 起り 出す と 、 ぴ びっ くり する 。 
疾 じ に に て くい ご と だ けど 、 先生 に は 私 か ら ( 人 た: 半生 も だ で あき まま 。 
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第 19 課 原因 ・ 理 由 (3③) 素朴 な 疑問 


画 文理 ・ 表 現 


「 原 因 ・ 理由 」 の 文型 ・ 表現 (3) 


(1) 一 から こそ ・・・( の だ ) (※『 こ そ 』 を 使っ て 理由 を 強調 する ) 
1) 普通 の 使い 方 
1. 私 も 同じ 経験 を し た か ら こ そ 、 こ う や っ て あな た に アド バイ ス で きる の で す 。 
2. あな た だ か ら こ そ 、 こ ん な 也 ず か し いこ と で も 相談 する の で す 。 
3. 彼女 は 私 に と っ て 本 当 に いい ライ バル だ っ た 。 彼女 が いた か ら こ そ 、 私 は こ 
こま で 頑張 る こと が で きた の だ 。 


2) < 逆説 > の 使い 方 
1 に 重き の SS や モミ 拓 に の の : 礎 飲 さい の で まう の まう に が 化 で 玉生 < まま: 
何 も 知 ら な いか ら こ そう まく いく と いう こと も ある 。 考え すぎ る と いい 結果 
が 出 な い 。 
3. つら いか ら こ そ 、 笑顔 を 作る の で す 。 そう すれ ば 明る く な れる も の で す 。 


(2) 一 ば か り に (※『 ば か り 』 を 使っ て 、 そ れ だ け の 理由 で 悪い 結果 に な っ た と いう 気持 ち を 表す ) 
1.。 あの 人 に 話 じ た ば か り に 、 あ っ と 言う 間 に グ ラス 中 に 広まっ て も まつ た 。 
2. あま り 考 え ず に 気軽 に 引き 受け た ば か り に 、 あ と で 大 変 な 目 に あっ て し まっ た 。 
3.。 室 く だ に 当たっ た ば か けり に 、、 和 人 人生 が 種 っ で て に まっ た 。 


(3) 一 か ら に は ・・・ (※ー な ら 当 然 ・・・) 
(※ 決 まっ た こと に つい て 、 どう する 考え る の が 当然 か 述べ る ) 


1) 義務 ・ 必 要 (「- な けれ ば な ら な い 」「 一 な いわ け に は いか な い 」 が 続く ) 
ーー 去 そ の 他 の 文型 (2) 
1. 一 度 約束 し た か ら に は 、 そ れ を 守ら な けれ ば な ら な い 。 
2. みん な の 前 で 行く と 言っ た か ら に は 、 行 か な いわ け に は いか な い 。 
注 ) 不 必要 (「 一 な く て も いい 」「 必 要 な い 」) の 文型 も ある 。 
3. 私 が 来 た か ら に は 、 も う 心 配 は 要り ませ ん 。 すべ て 任せ て くだ さい 。 


2) 希望 ・ 意 志 (「- た い 」「 一 ( よ ) う と 思う 」「 つ も り だ 」 が 続く ) 
1. 委 加 する か ら に は 、 ぜひ 優勝 し た い 。 
2. 日 本 に 来 た か ら に は 、 日 本 語 だ け で な < く 、 日 本 の 文化 や 習慣 も 学ぶ つも り だ 。 


い ま に ゅ う 3 が る ひ ぅ 
ペイ オー まま Ss ライ バル あっ と 辻 う 間 に クラ ス 中 気軽 に 引き 受け る 


う T 任せ る 中 
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3) 命令 ・ ア ドバイ ス ・ 禁 止 (命令 形 、「 一 ほう が いい 」 な WW が 続く ) 
1. や る か ら に は 頑張 れ プ し っ か りや れ 。 
2. 海外 で 仕事 を する か ら に は 、 その 国 の 習慣 を 前 も っ て 調べ て お いた ほう が いい 。 
3. 一 度 決め た か ら に は 、 途 中 で あき ら め て は いけ な い 。 


その 他 の 文型 ・ 表現 


(1) < 動詞 (ます ) 形 ン 寺 + よう が な い (※ そ れ を する 手段 ・ 方 法 が な いか ら で き な い ) 
一 大 し .10 本 文 「 し ょ う が な い 」「 ど うし よう も な し い 』 
注 )< 意 志 形 > と は 違う 。 
1. 内 容 が 決ま ら な けれ ば 、 書き よう が な い 。( ぶ 書 こ う ) 
2. どこ に 著 と し た の か 分 か ら な けれ ば 、 探 し よう が な い 。(X 探 そう ) 
3. 専門 用 語 を 全く 知ら な い 相 手 に は 説明 の し よう が な い 。 


Ne 


(2) 一 わけ に は いか な い SN 
(※「 一 こと が で き な い 」 と 大 体 同じ 意味 だ が 、 道徳 的 、 心理 的 な 理由 が 強い ) 
(※ そ れ を し て も いい の だ が 、 気持 ちの 上 で それ は で き な い と いう ニュ アン ス が 強い ) 
1. ちょ っ と 熱 が あっ て も 、 会社 を 休む わけ に は いか な い 。 大 事 な 仕事 が ある の だ 。 
2. これ は だ れ に も 話さ な いと 約束 し た の で 、 ほ か の 人 に 話す わけ に は いき ませ ん 。 
3。 これ は 私 に と っ て 大 切な も の だ か ら 、 お 売り する わけ に は いき ませ ん 。 


注 7「 一 な いわ け に は いか な い 」 の よう に 否定 が 2 つ あ る 場合 も ある 。 

(※「 一 な けれ ば な ら な い 」 と 大 体 同じ 意味 だ が 、 や は り 心 理 的 な 理由 が 強い ) 

4. 絶対 に 行く と 約束 し た か ら 、 行 か な いわ け に は いか な い 。 

5. この 試験 に 合格 し な いと 退学 に な る か ら 、 和 勉強 し な いわ け に は いか な い 。 


NR ペー 
(※ た だ 「 一 だ ろう 」 と 言う より 「 相 手 の 状況 や 立場 が よく わか る 」 と いう 気持 ち が 入 る ) 
1. 「 よ くい らっし ゃ いま し た 。 長旅 で さき さぞ お 疲れ で し ょ う 」 
SS 二手 さん を 交通 事 政 で 亡 で 、 じ て 、 さぞ 乱 し いこ と で に よう.。 
3。 し ば らく 会 っ て いな い が 、 2 年 も 日 本 に いる か ら さ ぞ 日 本 語 が 上 手 に な っ た 
So に 


前 も っ て 大 事 ( な ) 退学 (する ) 】 で くす Tr (を で く な る ま *) 
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第 19 課 原因 ・ 理 由 (3) 素朴 な 疑問 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1) か ら こ そ 

1. 出 田 さん に 手伝っ て も ら っ た か ら こ そ 、 こ ん な に e 

2. 一 人 の カ で 優勝 で きた の で は な い 。 か ら こ そ 、 
優勝 で きた の だ 。 

3. 自分 の こと は 自分 が よく 知っ て いる と いう の も 正しい か も し れ な い が 、 自 分 
の だ SE を と いう こと も ある 。 

4. A 「 こ ん な に 暑い 時 に 、 ど うし て そん な に 辛い も の を 食べ る ん で すか 」 
ES SS で SS さき た さと で RSS | 


(2) ば ざかり に 
1. 学歴 が な か っ た ば か り に s 
2 ミト 」 と 自慢 し た ば か り に 大 変 な 仕事 
を する こと に な っ た 。 
Ss ば か いり に ひど だい 目 に あら) だ も まっ た 。 


(3) 一 か ら に は 


1. 親 か ら 離 れ て 一 人 暮し を する か ら に は 
2 ここ AKSE キ リシン ピッ ルク 出場 お が で と りう 3 で NS い 深 - 吉 J 
BB 「 あ り が と う ご ざ いま す 。 出場 する か ら に は 」 


3. 試験 を 受け る か ら に は e 
あと で 後悔 し た く な いか ら だ 。 


(4) 一 わけ に は いか な い 
1. き ょ よう は 車 で 来 だ か ら 、 お 酒 を 
2. 給料 日 前 で お 金 が な く て 困っ て いる 。 し か し 、 も う 社 会 人 な の だ か ら 親 に 


ら 


離れ る 一 人 暮らし 出場 (する ) 後 覆 (する ) 社会 人 
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第 19 課 原因 ・ 理 由 (3) 素朴 な 疑問 


3. 上 司 に は 旅行 に 行く と 言っ て 体 み を と っ た か ら 、 何 か お 土産 を 


に 


(5 が 、 き こい (ご と) だ 導き 
1. 日 本 に 親 せ き や 短 り 合 い が 一 人 も いな い の な ら 、 さ ぞ ° 
28 人 きのう の パー ティ イー は どう で も た か ]」 
B 「200 人 くら い 来 て いま し た よ 」 
A 「 そ ん な に 来 て いた の な ら 、 き さぞ 」 


画 作文 練習 


学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ご < トピック の 例 > 

・ 『 私 の 決意 』:「( 日 本 に 来 た ) か ら に は 」 を 使っ て 、 こ れ か ら の あな た の 決意 を 書き 
まし ょ う 。 

・ 『 私 の 疑問 』: ぁ あな た が 普段 任 問 に 思っ て いる こと を 教え て くだ さい 。 


L あ は ばつ い 
せき 知り 合い 決意 (する ) 
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第 19 課 原因 ・ 理 由 (3③) 素朴 な 疑問 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 


の 教育 に 関す る 単語 


1. 学校 と 学年 9 
・ 幼稚 園 : 〇 〇 組 : 園児 
・ 小 学校 : 小学 1 年 ( 生 ) : 児童 、 小 学生 
・ 中 学校 : 中 学 1 年 ( 生 ) : 生徒 、 中 学 3 
・ 高 校 (高等 学校 ) : 高校 1 年 ( 生 ) : 生 徒 、 高校 生 
・ 大 学 : 大 学 1 年 ( 生 ) プ 1 回 生 学生 、 大 学生 
・ 大 学院 : 修士 課程 、 博 士 課程 ” : 学 生 、 大 学院 生 
・ 専 門 学校 : 1 年 ( 生 ) : 学生 、 専門 学校 生 
2. 教科 ・ 科 目 
小学 校 一 高校 


そう 
* 国 翌 、 理科 、 算数 、 で 社 会 、 音楽 、 美術 、 体育 
・ 英 語 、 物 理 、 化 学 、 生 物 、 数 学 、 歴史 、 地理 
注 )「 化 学 」 は 「 科 学 」 と 読み 方 が 同じ な の で 、 区 別 す る た め に (会 話 で は )「 ば けが く 」 と 言う こ 


と が ある 。 
大 学 (G※ 代 表 的 な も の 。 上 の 科目 以外 ) 


( 文 #・ 哲学 、 文学 、 R* 教育 学 、 法律 学 プ 法 学 、 経 済 学 、 経 営 学 、 外 国語 
(理系 )・ 医学 、 苗 学 、 、 主 木 ( エ 学 )、 機械 (工学 )、 電 気 ・ 電 子 (工学 ) 


画 聴 解き 


の 音 を きい て 答え を 1 一 4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


答 1 2 3 4 


(~ に ) 関 する 
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第 2O 課 説明 ・ 結 論 車 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 


説明 ・ 結 論 車 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 


日 本 で は 自動 車 の 運転 免許 を 取 ろ うと 思う 人 は た いて い 自 動 


車 運転 教習 所 に 通う 。 そこ で 交通 規則 や 運転 の 技術 を 教わる の 
だ が 、 そこ を 卒業 し た か ら と いっ て 、 そ れ で すべ て の 学習 が 終 
わる わけ で は な い 。 実際 に 街 に 出 て 走り な が ら 身 に つけ る 技術 
と いう も の も ある 。 運転 手 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン も その 一 
つっ で ある 

コミ ュ ニ ケー ショ ン と いっ て も 、 わ ざわ で 運転 手 が 窓 を 開け 
て 大 き な 声 で 言葉 を 交わ すわ け で は な い 。 音 と 光 の 合図 で 会 話 
する の で ある 。 例え ば 、 狭 い 道 な ど で は ヘッ ドラ イト を 1、2 
回 点 減 させ て 対向 車 に 道 を 譲り 、 譲 っ て も ら っ た 方 は すれ 違っ 
た 時 に クラ クシ ョ ン を 軽く 鳴ら す 。 また 、 無理 に 隣 の 車線 に 割 
り 込 ん だ 時 に は 後ろ の 車 に 対し て ハザード ラン プ を 数 面 点 滅 さ 
せる 。 この 3 つ は 教習 所 で 勉強 する 本 来 の 使い 方 と は 違う も の 
で ある 。 し か し 、 実際 に は この よう に 音 と 光 を 使っ て 、「 ど う 
ぞ 」「 あ り が と う 」「 す み ま せ ん 」 と いう 気持 ち を 伝え 合っ て い 
る わけ で ある 。 

コミ ュ ニ ケー ショ ン を する か ら に は 、 
味 に な る か お 互い に 共通 し た 理解 が な けれ ば な ら な い 。 と ころ 
が 、 言葉 と 同様 に 諾 解 も 起こ る し 『 言 い 間違い 』 も ある 。「 あ り 
が と う 」 の 意味 で クラ クシ ョ ン を 鳴ら し た の に 、 相 手 は それ を 
本 来 の 意味 に と っ て 不快 に 感じ る こと も ある し 、 軽 く 只 らち ら そう 
と 思っ た の に 、 う っ か り カ が 入っ て し まっ て 「 ブ ーッ 」 と 両 ら 
し て し まう こと も ある 。 さら に 面白 いこ と に は 、 こ の 合図 に も 
『 方 剖 』 が ある と いう 。 この 吉 で も 言葉 に よる コミ ュ ニ ケー ショ 
ン と 同じ と いう わけ で ある 。 

この よう な 合図 は 必ず し も し な けれ ば いけ な いと いう わけ で 
は な い が 、 上 手 に 使え ば 快適 に 運転 が で きる し 、 車 の 流れ も ス 
ムー ズ に な る は ず で ある 。 


どん な 合図 が どん な 意 


Ee rr pay 
わざ わざ 交わ す 

合図 

ヘッ ドラ イト 

点滅 対向 車 譲る 
すれ 違う 

クラ クシ ョ ン 

為 ら す 無理 に 
車線 割り 込む 
バボ ーー ドラ ンプ ブ 
本 来 


軽く 


ご 
a — eh } 


お 互い 


同様 言い 間違い 


不快 


うっ か けり 


快適 スム ー ズ 
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| 
(1 ) 
(2) 
(3) 


や 


名 詞 


な 形 
名 詞 


動詞 
宮 詞 
その 


第 2O 課 説明 ・ 結論 車 の コミ ュ ニ ケー ミ 


本 文 設問 

運転 手 同 士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン と いう の は どん な こと で すか 。 

本 文 で 紹介 され て いる 合図 の 使い 方 は 、 ど う や っ て 身 に つけ ます か 。 
合図 に よる コミ ュ ニ ケー ショ ン と 言葉 に よる も の は どん な と ころ が 似 て い 
ます か 。 

本 文 の 内 容 か ら 考 えて 、 運 転 が 快適 に で き な い 場合 、 車 の 流れ が スム ー ズ 
に な ら な い 場 合 は どん な 場合 か 考え て みて くだ さい 。 

本 文 新 出 語 ( 廊 は 文型 で 学習 ) 


めん さよ 教習 た いこ うと も で し ゃ せん 
: 党 主教 昼 所 ヘッ ドラ イト 対向 車 クラ クシ ョ ン 
ES ベジ 言い 間違い 
容 詞 : 不 快 快適 スム ー ズ 
ノ 動 詞 到 : 学習 (する ) コミ ュ ニ ケー ショ ン ( す る ) 合図 (する ) 
加減 (する ) 6 
: (言葉 を ) 交 す 1 譲る 1 すれ 違う [ 鳴ら す 1 エ 割り 込む 
太 わ ざわ ざさ 軽く 無理 に 本 来 (お ) 写 い 同様 に うっ か り 
他 : 一 同士 (伝え ) 合 う (一 関連 語 ) 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
・( 免 許 を ) と る (一 の 意味 に ) と る (カカ が ) 入 る 
[自動 詞 と 他動詞 ] 


「 鳴 る ェ 」 プ 「 鳴 ら す エ 1」 
・ ベ ミル が 愉 る グズ を 織 ちら す 
・ 目 覚 し 時 計 が 7 時 に 只 る よう に セッ ト す る 。 
(点滅 ) す る 」 ググ 「( 点 滅 ) さ せる 」』 
注 ) 使役 形 を 他動詞 の よう に 使う 。 
・ ラ イト が 点滅 し て いる 。 
・ ラ イト を 吉 減 させ る 。 
・ 会 社 が 発展 する 。 
・ 会 社 を 発展 させ る 。 


セッ ト ( す る ) 発展 (する ) 
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第 2O 課 説明 ・ 結論 事 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 


画 単語 の 意味 の 確認 (単語 を 入れ な さい 。 必要 な ら 形 を 変え な さい 。) 


【 誤解 * 合図 無理 に 譲る すれ 違う と る * 身 に つけ る * 】 * 印 は 既習 


廊下 で ( ) 時 に 軽く 頭 を 下げ て あい さ つ す る 。 

国 に よっ て 習慣 が 違う の で ( ) が 起こ る こと が ある 。 

この 袋 は そん な に 丈夫 じゃ な いか ら 、( ) に 入れ る と 式 れ ます よ 。 
免許 を ( ) ば か りな の で まだ 運転 は 下手 だ 。 


最近 は 電車 で 席 を ( いい は だ 
向こう に いる 友だち に 「 こ っ ち に 来 て は だ め だ 」 と 目 で ( に 
た が 、 気がつか な か っ た よう だ 。 

日 本 語 を 完全 に ( ) て 、 国際 会 識 の 通訳 の 仕事 を し た い 。 


画 文型 ・ 表 現 


「 説 明 ・ 結論 」 の 文型 ・ 表現 


(1) 一 わけ だ  (※ 当 然 の 結果 、 結論 を 述べ る ) 
注 ) こ 「 わ け 」ー 理 由 > の 意味 で 使わ れる 場合 
1 どう いう わけ で そ 選 なこ と を し た の で すか 。 
2。 どう し て そん な こと を し た の か 、 わ け を 聞か せ て くだ さい 。 
a RS 0 Ra NR SN ORR a cr A AR Ty CO RN Cr Ri 


1) (一 か ら )・・・ わ け だ 
(※ ど の よう な 理由 で そう いう 結果 に な っ た の か を 説明 する ) 
(※「 一 ん で す 」 と 比べ て 、 古い 表現 に な る ) 
(※L9「・・・ の は から だ 」 と 同じ 表現 効果 が ある ) 
1. A 「 ど うし て 女性 の お 客 を 対象 に にし た サー ビス を 考え る の で すか 」 
B 「 そ れ は 、 女 性 が お 店 に 来れ ば 男性 も 一 緒 に 来る か ら 、 ま ず 女 性 を 対象 
区 9 ゲ デ デ ビズ を 考え る わけ で す 」 
2. 登山 で は 普通 に 坂 を 上 る と き と は 疲れ 方 が 違う 。 
項 上 へ 近づけ ば 近づく ほど 空気 が 薄く な る 。 
だ か ら 、 普通 に 歩 さ より も 何 倍 も 普 し く な る わけ だ 。 
3. 「 あ し た 試験 が ある ん で す よ 。 い まま で 全然 勉強 し な か っ た か ら 、 こ う や っ 
て 徹夜 で 勉強 し て いる わけ で す 」』 


か ん ぜん て に 


完全 に 徹夜 (する ) 
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2 ) 


3 ) 


(2 ) 


1 ) 


ぶん けい ぜん いん 


文型 全員 そろ う ェ (そろ れる pm)) 2 靖 が 社 穴 : 検証 (する ) 


第 2O 課 説明 ・ 結 議 車 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 


a eg td eT i ES el a 

(※ 困 果 関 係 の 全体 を 確認 し て 述べ る ) 

1. な る ほど 。 これ を 押す と 下 か ら 商 品 が 出 て 来る わけ だ 。 
点数 が 60 点 以下 だ つた ら 、 も う 一 度 テ スト を 受け な けれ ば いけ な いわ け で 
すね 。 

3. こう や っ て 袋 を 2 枚 重 ね て 使え ば 、 破 れ な いわ け で す 。 

4. この 課 が 終わ れ ば 、 初 級 の 復習 と 中 級 の 基本 的 な 文型 と 表現 の 学習 が 終わ る 
わけ: だ 。 

5. 今 、 約 千 字 くら い 漢 字 を 覚え た か ら 、 ち ょ うど 小学 校 6 年 生 の レベ ル に あ た 
る わけ だ 。 

6. この 2 つが 終わ っ た か ら 、 あ と は これ を や っ て し まえ ば すべ て の 作業 が 終わ 
る わけ だ 。 

7 出 田 さん が 来 だ た か ら 、 こ れ で 全力 が そろ っ た わけ だ 。、 さ あ 、: 出 発し よう 。 


(この よう に ププ つまり)・・・( と いう ) わ け だ 

(※ 結 論 、 まとめ : 前 の 部 分 が 何 を 意味 し て いる の か を 説明 する ) 

注 『 一 の だ 」 と 同じ 用 法 

1. [説明 文 ]| この よう に し て 我 が 社 は 発展 し て きた わけ で す 。 
この 部 分 を 見 て くだ さい 。 小さ な 穴 が あり ます ね 。 ここ か ら ネ ズミ が 出 た けり 
入っ た り し て いた わけ で す 。 

3. A 「 今 回 の 作業 は 前 回 と 違っ て 非常 に 危険 で す 」 
B「 つ まり 、 も う 少 し 安全 な 方 法 を 検討 し な けれ ば いけ な いと いう わけ で すか 』 
AO 「 そ の と お り で す 」 


わけ で は な い  (※ 予 想 さ れる 結論 の 否定 ) 
(と いう ) わ け で は な い 

(※ 会 話 で は 相手 の 発言 を 聞い て 、 自分 の 様子 や 直前 の 発言 が 相手 に 誤解 を 与え た と 思っ た と き 
に 「 一 わけ で は な い 」 を 使っ て 説明 する }) 

注 ) 会 話 で は 「 そ うい うわ け で は な い 」 が よく 使わ れる 。 


「 あ な た 、 ず いぶ ん は っ つき り 言 いま すけ ど 、 本 当 に それ を 見 た ん で すか 」 
「 え えと 、 そ うい う ( 三 本 当 に 見 た ) わ け で は な いん で す が ・・・・」 

「 虐 そう で すね 。 つまら な か っ た ら 寝 て も いい で す よ 」 

『 い いえ 、 そ うい う ( 三 つま ら な いか ら 虐 い ) わ け で は な いん で す 。 きのう 徹 
ee Cl CRN SRO | 


to 
UH 


3. A 「 あ な た は 私 の 考え が 間違っ て いる と 言う ん で すか !」 
BB 「 い いえ 、 そ うい う ( 三 あな た が 間違っ て いる と 言い た い ) わ け で は あり ま 
せ ん 」 
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その 他 の 文型 ・ 表現 


( 1 ) 『 わ ざわ ざ 』 (※「( 大 変 な こと だ か ら ) し な く て も いい の に 」 と いう 気持 ち が 入る ) 

1. すぐ で 近く に ボス ト が ある の に 、 山 田 さ ん は わざ わざ 駅 前 の 郵便 局 まで 行っ た 。 

2. 引越 し の 作業 は 一 人 で も で きる と 言っ た の に 、 ジ ョ ン さ ん は わざ わざ さ う ち に 
来 て 手伝っ て くれ た 。 

3. 「 わ ざわ ざ ス ー パ ー ま で 行っ た ん で すか 。 と な り の コン ビニ で も 売っ て いる 
の に 」 

注 ) 会 話 で は それ を し て くれ た 人 に 対し て 感謝 の 気持 ち を 表す 場合 も ある 。 

4. 「 遠 いと ころ を わざ わざ 来 て て だ さっ て あり が と う ご ざ いま す 」 


( 2 ) 『 う っ か り 』 (※ 無 意識 に する 注意 が 足り な く て し て し まっ た と き に よく 使う ) 
ーー 去 L6「 つ い 」、L.10「 思 わ ず 」 
1. うっ か り 電 車 に 傘 を 忘れ て し まっ た 。 
2. 本 を 読ん で いた ら 、 う っ か り 電 車 を 乗り 過ごし て し まっ た 。 
3 人 AT どう ヒビ で て ん な 間 半 い を じ だ た ん で すか ] 
B「 す み ま せ ん 。 う っ か り し て いま し た 」 


画 文型 ・ 表 現 練習 


(1) て わけ だ 

AI を の も て ルー ペリー を よい で 信人 る ん で すず が ] 
B 「 ブ ルー ベリ ー に は 目 に いい 成分 が た くさ ん 含ま れ て いる ん で す 」 
A 「 パ ソコ ン を 使う 仕事 で 目 が つか れ ま すか られ ね 」 
BE DS わけ で す 」 

2. 「 な る ほど 、 イ ンタ ーネット の メー ル を 使え ば 、 文 字 だ け で な く 、 

こと も で きる わけ で すね 」 

3. [電車 の 中 で 地図 を 見 な が ら ] 
だ だ SS の ES だ か 計 、、 決 の | 
B「 そ う で すね 。 次 の 駅 で すね 」 


の + 
乗り 過ごす 1I ブル ー ベ リー 
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2) と いっ て も ・・・( と いう ) わ け で は な い 
(※「~ が ・・・ を 意味 する の で は な い 」 と いう こと を 付け 加え る 表現 ) 
(※ 自 分 が 直前 に 話し た ン 書 いた こと に つい て 聞き 手 ン 読み 手 が 間 違っ た 結論 を 出さ な いよ うに 自 
分 か ら 説 明 を 付け 加え る ) 

1. 家 を 買っ た と ど と いっ て も 、 そ こ に 住む と いう わけ で は な い 。 ほか の 人 に 貸す た 
め だ 。 

2. 事 を 起こ た と いう て で も 、 そん な に 大 き な 事 政 と いう わけ で は な い 。 
ちょ っ と 電柱 に ぶつ けた だ け だ 。 

3. レポ ー ト を 書い た と いっ て も 、 全 部 終わ っ た わけ で は な い 。 
まだ 下書き だ か ら 、 こ れ か ら 清 書 し な けれ ば な ら な い の だ 。 


注 )『 一 わけ で は な い 」 の 部 分 を 言わ な いで 、 言い た い 部 分 だ け の 場合 も ある 。 

4. 海外 旅行 に 行く と いっ て も 、 ニ 二 泊 三 日 で す 。 

(山田 さん の よう に 1 週間 と いう わけ で は な い ) 

5.。 財布 を 次 ま れ た と いっ て も 、 中 に は 小銭 し か 入っ て いま せん で し た か ら 。 
(大 金 を 取ら れ た わけ で は な い ) 


(3) か ら と いっ て (いつ も 必ず し も みん な ) 
・・・ と は 限ら な いと いう わけ で は な い 

(※ 部 分 否定 : 「ー と いう 理由 が あっ て も 、 いつ も ・・・ と いう 結果 に な る の で は な い 」) 

1. 梅雨 だ か ら と いっ て 、 い つも 雨 が 降る と は 限ら な い 。 ほとん ど 雨 が 降ら な い 
年 も ある 。 

2. 法律 に 違 肥 し て いな いか ら と いっ て 、 何 で も や っ て いい と いう わけ で は な い 。 
マナ ー は 守ら な けれ ば な ら な い 。 

3. 辞書 に 書い て ある か ら と いっ て 、 必ず し も その 説明 が 正しい と は 限ら な い 。 

4 さこ 加 年 だ 和 社 も だ か が ら と いて 、 みん な が 一 緒 に 出世 で きる と いう わけ で は 
な い 。 彼ら に は 上 滅 し い 競 争 が 待っ て いる の だ 。 


注 y テ 一 と は 限ら な い ン わけ で は な い 」 の 部 分 を 言わ な いで 、 言い た い 部 分 だ け の 場合 も ある 。 

5. 相手 が 子供 だ か ら と いっ て 、 油断 し て いる と 負け る か も A 
(必ず し も カカ が な いと は 限ら な い ) 

6.。 大 学 に 合格 し た か ら と いっ て 、 遊ん で ば か り い て は だ めで す よ 。 
(遊ん で いい と いう わけ で は な い ) 


で ん ちゅ う し た が せい もし ょ は く か mm すそ こ [< 
電柱 レポ ー ト きず る ) 清書 (する ) 一 泊 一 日 盗む 小銭 
必ず し も 油断 (する ) 
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4. A 「2 千 も 漢字 を 党 え る の は 大 変 で すね 」 
BB 「 最 初 か ら 2 千 と 考え る と 大 変 そ うに 感じ ます が 、 1 日 5 つ ず つ 覚 えれ ば 
RN OR で 」 
A 「 そ れ な ら で き そう で すね 」 


B 「 こ う や っ て 自分 で カー ド を 作っ て 勉強 する と いい で す よ 」 
A 「 な る ほど 。 そう すれ ば 電車 の 中 で も と どい うわ ね わけ 
で すれ ね]」 


(2) と いっ て も ・・・‥( と いう ) わ け で は な い 


1. 自分 で 料理 を 作る と いっ て も 、 内 
た いて い は 休み の 日 だ け で す 。 
2. お金 が 必要 だ と いっ て も 、 の 


来年 の 春 に 大 学 に 入る 時 に 入学 金 と か 授業 料 を 払わ な けれ ば な ら な い の だ 。 
その 時 まで に は な ん と か し た いと 思う 。 
さ 。 、 中 古 車 で す 。 新車 は 高く て 買え ませ ん 。 


(9 ニン ドーミー 


1. 雑誌 で 紹介 され た か ら と いっ て 、 その 店 が 必ず し も 
ヽ 必ず し も 安全 だ と いう わけ で は な い 。 
車 の 事故 の 場合 、 そ の 時 は 、 病院 に 行か な いと 、 


後に な っ て 、 首 が 痛く な っ た り 、 懇 が 痛く な っ た りす る こと が ある 。 


(4) わざ わざ 
CA 何 度 電話 し て も 通じ な か っ つた 。 それ で 、 わざ わ : 


EE SOO ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


2. 学校 に 来 て か ら 、 忘れ物 を し た こと に 気がつい て 、 わざ わざ 


© 
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G5 ナ ぶさ み つや かり 

1. せっ か 〈 宿 題 を し た の に 、 う っ か り 

2. 自動 販売 機 で コー ヒー を 買お うと 思っ た の に 、 う っ か り 
、 紅茶 が 出 て きた 。 


画 作文 練習 
の 学習 し た 文型 ・ 表 現 を 使っ て 文章 を 書い て み ま し ょ う 。 


ぐ ト ピッ ク の 例 > 

・ 『 誤 解 』: 誤解 し た 経験 (自分 の こと で も ほか の 人 の こと で も いい で す ) を 書き まし ょ う 。 
『 失 敗 』:「 う っ か り 」 を 使っ て あな た が 失政 し た 経験 を 書き まし ょ う 。 

『 ボ ディ ラン ゲー ジ 』: 日 本 と あな た の 国 と で 異な る 意味 に な る も の が あれ ば 教え 
て くだ さい 。 

注 ) 関連 語 を 参考 に し て くだ さい 。 


画 関連 語 の 学習 (下線 は 新 出 語 ) 
1. 体 を 使っ た コミ ュ ニ ケー ショ ン ( あ いさ つ 、 ボ ディ ラン ゲー ジ ) 


・ お じ ぎ を する  ・ 揚 手 す る ・ 抱 き 合う 
・ 手 を 合わ せる ・ 下 グ 横 上 を 向く ・ 音 を 横 終 に 振る 
・ 手 を 振る ・ 才 を (あご / 頭 の 後ろ ) に 当て る 

OS We Re ・ 脚 / 腕 を 組む ・ ウ イィ ンク する 


2.「 合 う 」 の 単語 
・ 話 し 合う ・ 言 い 合 う ・ 語り 
(一 「 討 論 」) (= 「 ロ げん か 」) 
・ 見 つめ 合う ・ 抱 き 合う ・ 愛 し 合う 


付き 合う ・ 助け合う ・ な で ぐり 合う 
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一 聴 解 ミ ニテ スト 


の 録音 を きい て 答え を 1~4 の 中 か ら 選 ん で くだ さい 。 


い は ん と し ま 
口 聴 解 新 出 語 : スピ ー ド 違反 取り 締り オー バー( す る ) 


答 1 2 3 4 
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' す ぐに 使え る 会 話 表現 


く 会 話 文型 ・ 表 現 1 > 
考え を 言 つ 


[難し か っ だ ん じゃ な い の 」 


【 会 話 1 】 

山田 : タン さん は 日 本 の 子ども た ち に つい て どう 思い ます か 。 

2222722625 ま 2 に あまり が KG で 9 まな が ない よう で すね 。 うち で 、 ユ ン 
ピュ ー タ ー ゲ ー ム な ど を や っ て いる 子ども が 多い ん じゃ な い 
I SAP 

此 田 さき 外 で 児 ご っ この よう な 疾 び と か 野球 や サッ カー な ど を っ て 
いる 子ども も 見 る ん じゃ な いで すか 。 

タン : も ちろ ん そう いう 子ども も いま すけ ど 、 私 の 国 に 比べ て 少な 
Ne Tk DN BSS so 

山田 : 特 に 都会 で は だ ん だ ん 外 で 導 ぶ 場所 が 少な が ながく て なり まし た か ら 


ね 。 
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ここ ーー 


会 話 文型 ・ 表 現 1 考え を 言う 


【 会 話 2】 


佐藤 : こ ん どの パー ティ ー に は 何人 ぐら い 来 る で し ょ 9-: が *。 

山本 : 招待 状 は 100 人 くらい に 出し まし た け ど 、 そ の 半分 くら いじ ゃ な 
いか と 思い ます 。 

佐藤 : そ ん な に 少な いで し ょ うか 。 

山本 : 会 費 が ちょ っ と 高い で すか ら ね 。 
も う 少 し 安けれ ば 70 人 くら い 来 る ん 
じゃ な いか と 思い ます けど ね 。 


【 会 話さ 】 


ケン : きょう の 試験 、 ど うだ っ た 。 難し か っ た ん 
じゃ な い ゃ ? 

キム : そう ね 。 最初 の 問題 は や さ し か っ た と 思う 
けど 、 あ と の は 自信 が な いわ ね 。 

ケン : 悪 か っ た 人 は も う 一 度 テ スト を 受け る の か 
な 。 

示 湊 を も や が いい な まで も て 282 
GA vc SS ば ま 

ケン : そう か な 。 今回 は どう な る か わか ら な いよ 。 


画 文型 ・ 表 現 ーー 


( 1 ) て と 思い ます 


(2 ) (た が ん きっ と ) て で し ょ う 


( 3 ) て だろ うと 思い ます 
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(4 ) 一 の で は な 


5 
ジジ : 


3。 


物価 は も う 
が うす ご こじ 考 え 記 ほう が いい ので は な 


いか と 思 


会 話 文型 ・ 表現 1 


思い ます (※「 一 だ ろう と 思い ます 」 の 書 曲 表現 硬い 表現 ) 
ンー の で は な いで し ょ うか 


う 少 し 下がる の で は な いか と 思い ます 。 
EN よー ジー ガト > 


注 ) 名 詞 の 場合 に は 「 一 で は な いか と 思い ます ププ でしょ うか 」 の 形 も ある 。 
あの 方 は 先日 お 会 いし た 山田 先生 で は な いか と 思い ます 。 


(5) ん じゃ な いか と 思い ます (※4 の くだ けた 表現 ) 
ンー ん じゃ な いで し ょ よう か 
ンー ん じゃ な いか な ンー ん じゃ な いか し ら 【( 女 ) 


ーー ん じゃ な い 


NN の > 


(6) 一 か 


1 . 
2: 
3. 


た 


SS 
際 
2. 私 の 国 に は そう いう 習慣 は な 


(※ イ ント ネー ショ ン に 注意 ) 


山田 さん は 来る ん じゃ や な いか と 思い ます 。 
月 来 は 層 E: で で 会 えな いん じゃ な いで に よう: か 。 
そん な こと を し た ら 超 られ る ん じゃ や な いか な 。 
先生 に 相談 し た ほう が いい ん じゃ な い 
それ は 山田 さん が 忘れ て いっ た 物 な ん じゃ な いか し ら 。 


注 ) 名 詞 の 場合 に は 「 一 じゃ な い ・ ・ 


で : つ の ミ が 


ょ ん じゃ な いそ うじ ゃ な い 。 
あの 方 は 九州 の 出身 じゃ な いで し ょ うか 。 


(どう か ) 分 か り ま せん (知り ませ ん ) 
どこ に 住ん で いる か 東京 に 住ん を で いる か どう か 分 か り ま せん 。 
どちら の ほう が いい か (は ) 私 に は 分 か り ま せん ね 。 
そこ が どん な と ころ か (は ) ち ょ っ と 分 か り ま せん 。 


ど 


1 


思う か と 聞か れ て も 、 よ くく 知ら な 


で す ブ プー よ うな 気 が し ます 
日 本 で は 寄 煙 の マナ ー SN NSR 
う な 


気 


・」 の 形 も ある 。 


いい の で ・ し 


う で すね 。 


に に 


宣 煙 (する ) (る 禁煙 *) 
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すぐ に 使え る 会 話 表 現 
く 会 話 文型 ・ 表 現 2 > 
願望 ・ 希望 


「 早く 終わ ら な いかが な J」 


(会話 1】 (学校 で ) 
男 : 早く 授業 終わ ら な いか な 。 


女 * ほ ん と 。 も うお な か が すい て 、 死に そう 。 
男 : 早く 終わ り の ベル が 鳴っ て くれ な いか な 。 


【 会 話 2】 (会 社 で ) 


・ 山 田部 長 の 考え 方 は ちょ っ と 古い わ よ ね 。 
・ そ うだ ね 。 も っ と 今 の 時 代 に 合っ た 考え 方 を し て ほし いよ 。 
: 若い 社員 の 意見 を 全然 聞か な いし ね 。 

・ も っ と 私 た ちの 意見 も 開い て も らい た いよ ね 。 


電電 8 対 


願望 (する ) 希望 (する ) ベル 時 代 
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会 話 文型 ・ 表 現 2 願望 ・ 希 望 


【 会 話 3】 リン ( 女 )、 中 村 ( 女 ) 


UCS だ まで で お いじ いで すね 。 
中 村 : そう? 初め て 作っ て みた ん だ けど 。 
リン : 私 も 中 村 さ ん みた い に 料 理 が 上 手 に な り た いな あ 。 
中 村 : 私 も そん な に 上 手 じ ゃ な いわ よ 。 
リン ・ そ ん な こと な いわ よ 。 
ああ 、 早 く こ ん な 料理 が 作れ る よう に な ら な いか な あ 。 


【 会 話 4】 


男 : 今度 、 娘 さん が 東京 大 学 を 受け る そう で すね 。 
天守 実 え 562 弟 を ぶさ 党 な ん で すけ は と ど 。 
男 : 合格 する と いい で すね 。 


画 文型 ・ 表現 


じ つ げ ん の ぞ 

( 1 ) 物事 の 実現 を 望む 

1 ) て な いか な ( あ ) 、 て し て くれ な いか な ( あ ) 
早く 試験 終わ ら な いか な 。  (※ 試 験 中 期間 中 に ) 
山田 さん 、 早 く 来 な いか な 。 (※ 待 ち 合 わせ 場所 で ) 
あー あ 、 も っ と 給料 上 が ら な いか な あぁ 。 
ああ 、 雨 が 降っ て くれ な いか な 。 
週末 は 晴れ て くれ な いか な 。 
だ れ か 手伝っ て くれ な いか な お あ 。 (※ 独 り 言 の よ うに ) 一 会 話 文型 ・ 表 現 く 3> 


oo の mm CO IO 


第 一 志望 (一 志望 する ) 
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会 話 文 型 ・ 表 現 2 願望 ・ 希 許 


2) て ほし いで すね 、 て も らい た いで すね 
ンー て ほし いね な ( あ ) 、 て て も らい た いね な ( あ ) 一 x メ 会 話 文型 ・ 表 現 く 3> 
1. も っ と 詳し く 説 明 し て ほし いな あぁ あ 。 
2. 家賃 を も っ と 安く し て は ほ は し いで すね 。 
3. だ れ か 私 の 代わ り に 行っ て も らい た いな 。 


(2 ) 自分 の こと に つい て 実現 を 望む 
1) た いで すね 、 て た いね な ( あ ) 


(と で きる ) よう に な り た いで すね 、( ン でき る) よう に な り た いね な ( あ ) 
1. も っ と 上 手 に 話せ る よう に な り た いで すね 。 
2。 こん な 家 に 住め る よう に な り た いな あお 。 


2 ) 


(で きる ) と いい ん で すけ ど ね 、( て で きる ) と いい ん だ けど ね な ( あ ) 
(で きれ ) ば いい ん で すけ ど ね 、( て で きれ ) ば いい ん だ けど ね な ( あ ) 
1. 休み 中 に 宿題 が ぜん ぶ 終 われ ば いい ん で すけ ど ね 。 
2. あし た の 締切 に 間に合う と いい ん だ けど な 。 
3. 合格 で きれ ば いい ん だ けど な あ 。 


3 ) 


4) (~ で きる ) よう に な ら な いか な ( あ ) 
・ あ の 人 みた い に か っ こよ < く 滑れ る よう に な ら な いか な 。 


( 3 ) 他 者 の こと に つい て 実現 を 望む 
と いい で すね 
と いい ね 
注 ) 他 者 の 場合 に は 「 ば 」 は 使わ な い 。 使う と 失礼 に な る 。 
1. 息子 さん 、 早 く 元気 に な る と いい で すね 。 
2. その 問題 、 早 く 解決 する と いい ね 。 


(と の ) 代 わり に 注 )「 代 り に 」 の 形 も ある か っ こい い 滑る 1 解決 (する ) 
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会 話 文型 ・ 表 現 3 頼む 


| すぐ に 使え る 会 話 表現 
く 会 話 文型 ・ 表現 3 > 


「 貸 し て いた だ だけ ませ ん か が か 」 


会 話 1 】 


学生 : 先生 、 ち ょ っ と お 願い が ある ん で す が 、 今 よろ し いで し ょ うか 。 

先生 : ええ 。 何で すか 。 

学生 : これ 、 学校 の 本 な ん で す が 、 あ し た まで 貸し て いた だ け ま せん 
か 。 レポ ー ト を 書く の に 参考 に し た いん で す 。 

先生 : いい で す よ 。 それ じゃ 、 こ の 用 紙 に 名 前 と た 本 の タイ トル を 書い 
NSH も 


【 会 話 2】 


お 客 * ち ょ っ と よろ し いで すか 。 
店 員 * はい 、 何 でしょ うか 。 

お 客 : これ を 贈り 物 に し た い の で 、 き れい に 包ん で も らい た いん で す が 。 
店 買 : か し こま り ま し た 。 少々 お 待ち いた だ け ま すか 。 


参考 (に する ノ な る ) 用紙 タイ トル 


会 話 文型 ・ 表現 3 頼む 


会 話さ 】 (友達 同士 ) 


A : 悪い けど 、 ち ょ っ と ここ で 待っ て ( い ) て くれ な い ? 
コン ビニ に 行っ て 飲み 物 買 っ て 来る か ら 。 

B : ああ 、 い いよ 。 プ ええ 、 い いわ よ 。 
それ じゃ 、 つ いで に パン も 買っ て で て 来 て も ら え る ? 


会 話 4】 (夫婦 ) 


妻 : ね え 、 ち ょ っ と 来 て 。 
夫 : 何 \ 
妻 : 食 事 で きた か ら 、 そ っ ち に 運ん で くれ る 


【 会 話 ら 】 


山田 : どこ で 食事 し まし ょ うか 。 

中 村 : そう で すね 。 きょう は 仕事 が 遅く な る か ら 、 で きれ ば 会 社 の 近く に 
し て も ら え る と 有り 難い ん で すけ ど 。 

UG EB 


馬立 理 こ に 二 志和 


( 1 ) 基本 的 な 文型 
てく だ さい プン な いで くだ さい 


( 2 ) 丁寧 な 依頼 の 文型 (KB は A の 敬語 表現 ) 
A) て も ら え ませ ん か 、 て くれ ませ ん か 
B) ~ て いた だ け ま せん か 、~ て くだ さい ませ ん か 


で あ が た 
つい で に 有り 華 い 
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会 話 文型 ・ 表現 3 頼む 


(3) 丁寧 な 依頼 の 文型 (※2 よ り も さら に 丁寧 に な る ) 
A) ~~ て も ら え る と 有り 難い ん で す が ゲ けど 
B) て いた だ ける と 有り 難い ん で す が 〆 け ど 
(※「 有 り 難 い 」 の 代わ り に 「 う れ し い 」「 助 か る 」 な ども 使わ れる ) 


(4) 親しい 関係 の 場合 
ー て もら える ? ンー て くれる? (※ イ ント ネー ショ ン に 注意 ) 
ンー て も ら え な いか な ~ー て くれ な いか な 


注 ) 知ら な い 人 に 対し て 、 注意 する よう な 場合 に は 使う こと が ある 。 
1. ちょ っ と 、 こ こ は 図 書館 な ん だ か ら 、 静 か に し て くれ な いか な 。 
2. ちょ っ と 、 座 っ て も ら え る や? 前 が 全然 見 えな いよ 。 


(5 ) と て も 親しい 関係 の 場合 

ーー て グー な いで 

1. ちょ っ と これ 見 て 。 その 本 、 ち ょ っ と 見 せ て 。 

2。 いま 考え ご と し て いる か ら 、 話しかけ ない で 。 

注 ) 特に 女性 の 場合 に は 「ー て な いで ちょ うだ い 」 も 使わ れる 。 

さ 、 この ご み 外 に 出し て き て ちょ うだ い 。 

注 ) 緊急 事態 の 場合 に も 使わ れる 。 その 場合 に は 知ら な い 人 に 対し て も 命令 の 形 ・ 表 現 が 使 
われ る 。 

4. 女性 「 ミ きゃ ー! 動け て !」 
男性 「 わ ー っ 、 有 包 け て くれ !」 

5 性 ミド ちよ と 生 素 る の の Ek ング 近づか な いで よ 」 
男性 「 ち ょ っ と 、 何 する ん だ ! 放せ よ 。 ンプ 近づく な よ 」 


(6 ) レベ ル に 合っ た 前 置き の 表現 
に ジジ 委 れ 入 りり まま が rm 
申し 訳 あ り ま せん が 、・・・ 
2: すみ ませ 友 が S・・・ 
3 悪い けど 、・・ 


し ゅ く や く けい 


の 約 形 ① 
(1) 「 と て いる 」 っ て で てる] 「 と て お く 」 一 「 て と く 」 
「 と で いる 」 一 「 一 で る 」 「 と で お く 」 っ 「 て どく 」 
RR EN EE RC ・ 山 田 さ ん に 電話 し と いて 。 


・ 何 し て る の もの に だ まで に 読 か だ いて 。 
・ 何 読ん で る の 

・ こ こ で ちょ っ と 休ん で て 。 

・ そ ん な と ころ に 立っ て な いで よ 。 


か ん が SS は な : お * 
考え ご と (を する ) 話し か ける Ir 恐れ 入る I 
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会 話 文型 ・ 表 現 4 誘う 、 受け る 断る 


| すぐ に 使え る 会 話 表現 
会 話 文 型 ・ 表現 4> 


訪 つ 、 受 ける 断る 


「 ご 一 緒 に いか が で すか が 」 


【 会 話 1】 ( 目 上 の 人 を 誘う ) 


学生 : 山田 先生 、 ち ょ っ と よろ し いで すか 。 

先生 : は い 。 何で すか 。 

学生 : 今週 の 金曜 日 の 夜 に クラ ス の みん な で 飲み に 行く こと に な っ た ん で 
す が 、 よ ろ し か っ た ら 、 ご 一 緒 に いか が で すか 。 

先生 :: を も を と ど と ょ 容 曜 日 で すか いい で すす よぅ 

学生 : それ じゃ 、 時 間 と 場所 が 決ま り ま し た ら 、 ま た ご 連絡 し ます 。 

に SNS SA ES SN た SCAN 

(断る 場合 ) 

先生 : ええ と 、 金 曜日 で すか 。 
残念 で す が 、 その 日 は ほか に 約束 が ある の で 、 ち ょ っ と 無理 で すね 。 
せっ か く 〈 誘 っ て も ら っ た の に ご めん な さい 。 

学生 : いい え 。 それ じゃ 、 ま た 次 の 機会 に 。 

先生 まま: そえ 、 また 誘っ て 〈 だ さい ね 。 


断る ( 断 わ る ) I いか が 
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会 話 文 型 ・ 表現 4 誘う 、 受け る / 断 る 


【 会 話 2】 


チ ナジ 


山本 : 
・ ええ 、 4 月 か ら 働 いて いま す 。 ま だ 仕事 に 慣れ な 〈《 て 大 変 で す 。 


チン 


山本 : 
すみ ませ ん 5 Sh は の っ 


チン 


山本 : 


委 ン とき 


会 話 3】 (友達 を 請う ) 


: 山 本 さん じゃ あり ませ ん か 。 久 し ぶり で すね 。 お 元気 で し た か 。 


ああ 、 チ ン さ ん 。 お 久しぶり 。 今 は お 仕事 を し て いる ん で すか 。 


そう で すか 。 あ 、 よ か っ た ら そ の へ ん で お 茶 で も どう で すか 。 


これ か ら 人 に 会 わな けれ ば な ら な いも の で すか ら 。 

それ じゃ 、 し ょ う が な いで すね 。 こ れ 私 の 名 刺 で す 。 

電話 番号 が 書い て あり ます か ら 、 よ か っ た ら ま た 連絡 くだ さい 。 
あ 、 ど う も 。 それ じゃ 、 失 礼 し ます 。 


リー: も し も し 、 太 郎 さ ん で すか 。 リ ー で す 。 

太郎 : あ 、 リ ー さ ん 。 こ ん に ち は 。 

リー : あの う 、 午 後に 映画 を 見 に 行こ うと 思っ て ( い ) る ん だ け と 、 
ー 緒 に 行か な い # 

太郎 : 何 の 映画 ? 

リー : ほら 、 今 話題 に な っ て いる 北野 監督 の 映画 。 知 っ て ( い ) る で し ょ う 。 
も う 見 ちゃ っ た 『 

太郎 * うう ん 、 ま だ 。 あの 映画 、 面 白 そ うだ よね 。 僕 も 見 た いと 思っ て ( い ) 
だ SS 

リー* よかっ た 。 じゃ 、 これ か ら そ っ ち に 全く が から 。 


太郎 : 


わか っ た 。 そ れ じ ゃ 、 あ ぁ と で ね 。 
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会 話 文型 ・ 表 現 4 誘う 、 受け る 断る 


【 会 話 4】 (親しい 関係 ) 


太郎 * 行 こう よ 。 ね え 、 こ いい だ ろう 。 
花子 : いや よ 。 

太郎 どう 

花子 : だ っ て 、 あ そこ つま ら な いん だ も ん 。 


画 文型 ・ 表 現 


ぐ 誘 う ジ > 
(1) て な い ? 
ンー ませ ん か 
1. ね ぇ 、 一 緒 に 行か な い ? ゃ 
2. あの う 、 一 緒 に 行き ませ ん か 。 


( 2 ) て ( よ ) う よ (※ 迷 っ て いる 人 、 行 きた が ら な い 人 に ) 
ーー まじ ょ う よ 
1. ね え 、 行 こう よ 。 絶対 に 面白 いか ら 。 
2 女性) ねい 、 わ 迷人 寿 き まじ よう よ 、) ば は か に する こと か ない 9205 


( 3 ) 一 緒 に どう ? プ どう で すか いか が で すか 


( 4 ) 前 置き の 表現 
1. よかっ た ら 、 よ ろ し か っ た ら ・・・ 
2. 時 間 が あっ た ら 、 暇 だ っ た ら 、 お 暇 で し た ら ・・・ 


< 誘い を 受け る > 
(1) ええ 、 い いで す よ 。(※ 基 本 的 な 受け 方 ) 


(2) いい で すね 。 て まし ょ う 。 (※ 興 味 が ある 誘い の と き ) 
1. いい で すね 。 私 も 食べ た いと 思っ て いた ん で す よ 。 行き まし ょ う 。 
2。 いい で すね 。 私 も 見 た いと 思っ て いた と ころ な ん で す よ 。 行き まし ょ よう 。 
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会 話 文型 ・ 表 現 4 誘う 、 受け る 困る 


(3) あり が と う ご ざ ます 。 ぜひ 。(※ 誘 っ て くれ た 人 に 感謝 の 気持 ち を 表す ) 
あり が と う ご ざ いま す 。 喜ん で 。 
1. A「 よ か っ た ら 、 一緒 に どう で すか 」 
B「 あ り が と う ご ざ いま す 。 ぜひ 行き た いと 思い ます 」 
2. A 「 お 暇 で し た ら 、 一緒 に お 食事 で も いか が か と 思い まし て 」 
B「 あ ぁ ありがとう ご ざい ます 。 ぜひ ご 一 緒 し た いと 思い ます 」 


< 誘い を 断る > 
(1) すみ ませ ん ご めん な さい 。 は ちょ っ と 。(〈( 十 理由 ) (※ 基 本 的 な 断り 方 ) 
・ すみ ませ ん 、 き ょ う は ちょ っ と 。 用 事 が ある の で 。 
注 )『 ご めん な さい 』 は 目 上 の 人 に は 使わ な い ほ うがい い 。 


(2 ) も の で すか ら 。 (※ 個 人 的 な 理由 で 断る 場合 ) 一 太 L9 文型 「 理 由 表現 」 
1. すみ ませ ん 。 先 約 が ある も の で すか ら 。 
2. すみ ませ ん 。 これ か ら 出 か け な け れ ば な ら な いも の で すか ら 。 


( 3 ) (だ っ て ) も の グー も ん  (※2 の くだ けた 表現 「 も ん 」 は 女性 の 表現 ) 
1. だ っ て 、 お 金 が な いん だ も の 。 
2.。 だ っ て 、 両親 が うる さい ん だ も ん 。 二 人 だ け で は 行け な いわ 。 


(4 ) 前 置き の 表現 
1. 残念 で すず が 、・・・ 
し SeeAT 2 ル <FSNS 


心 縮 約 形 ③ 
SS Ko も 
「 と で し まう 」』」 一 「 一 じゃ う 」 
1. 山田 さん な ら も う 帰 っ ちゃ っ た よ 。 


2. この 仕事 、 早 く 終 わら せ ち ゃ お う 。 
3. お 昼 ご 飯 、 も う 食 べ ち ゃ っ た 『\ 
4. その 本 は も う 読 ん ヒ や っ た よ 。 
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会 話 文型 ・ 表 現 5 申し 出る 、 感謝 する 


| すぐ に 使え る 会 話 表現 | 
く 会 話 文型 ・ 表 現 5> 


申し 出る 、 感謝 する 


「 手 伝い まし ょ うか が 」 


【 会 話 1 】 Os 


田中 


田中 


衝 : 法 六 


: 本 当 に 助かり まし た 。 上 感謝 し ます 。 
0 たま 


会 話 2】 


が 


佐藤 : 


・ ケ ン さ ん の お か げ で 、 ず いぶ ん 早 〈( 終 わり まし た 。 あ り が と う ご ざ い 


: 準備 、 大 変 そ う で すね 。 何 か 手 伝い まし ょ うか 。 


あ 、 田 中 さん 。 大 丈夫 で す よ 。 ご 心配 な く 。 


・ 遠 慮 し な いで くだ さい 。 え えと 、 こ の イス を 並べ る ん で すね 。 


ええ 。 どうも すみ ませ ん 。 助かり ます 。 


何 か お 手伝い で きる こと は あり ませ ん か 。 
RS NN に も 定 O ね も て 
も ら え ます か 。 


ーー 一 


ま Re 
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会 話 文型 ・ 表 現 5 申し 出る 、 感 譜 す る 


【 会 話 3】 


til he Be ci ER RE 
木村 : ええ 。 お 昼 ご 飯 を 買い に 行き た いん だ けど 、 な か な か 行け な く て 。 
リー : それ な ら 、 私 が 代わ り に 買っ て 来 ま し ょ うか 。 

ちょ うど 私 も 何 か 買っ て 来 よ うと 思っ て いた と ころ で すか ら 。 
木村 : そ う で すか 。 そう し て も ら え る と 有り 難い で す 。 
1 た の So っ 
木 桂 *: す み ま せ ん で し た 。 リー さん が いて くれ て よかっ た で す 。 


男 : か ぜひ いた らし いね 。 大 丈夫 や な ん か 買っ て 来 て あげ よう か 。 
女 : そ れ じ ゃ 、 悪い けど 、 果物 を 買っ て 来 て くれ る 
男 : い いよ 。 困っ た 時 は お 互い 様 だ よ 。 
女 : 本 当 に 悪い わ ね 。 


【 会 話 ら 】 


ヘ へ レン: 先生 、 よ うこ そい らっし ゃ いま し た 。 お 荷物 、 お 持ち し まし ょ う : 

先生 2 の の で か ゃ と どう あり がらみ 。 

ベレン きよ う は お 姜 れ で も さよ うか ら 、 の ゆっ で ぐり 体 ん で くだ さい ミ さ あ 上 た 
予定 は も うお 決ま り で すか 。 
何 も な けれ ば 、 あ し た は 私 に サン フラ ン シ ス コ を 案内 させ て くだ 
い 。 


先生 : そう で す か 。、 人 し い の に 悪い で すね 。 
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会 話 文型 ・ 表現 らち 申し 出る 、 感謝 する 


画 文型 ・ 表 現 


ぐ 申 し 出る > 

( 1) まし ょ うか  (※ 基 本 的 な 文型 ) 
1. 手伝い まし ょ うか 。 
2. 私 が (代わ り に ) 行 きま し ょ うか 。 


(2) お て し まし ょ うか  (※ 丁 寧 な 申し 出 、 相 手 ・ 相 手 の 物 に 対し て する 場合 ) 
1. お 手伝い し まし ょ うか 。 
2. お 荷物 、 お 持ち し まし ょ うか 。 
3. (私 が ) お 取り し まし ょ うか 。 
4. (私 が ) ご 案内 し まし ょ うか 。 


(3) て て あげ よう か プー ンー て あげ まし ょ うか (※ 親 し い 人 、 目 下 の 人 に ) 
1. 手伝っ て あげ まし ょ うか 。 
2. 私 が (代わ り に ) 作 っ て あげ よう か 。 


(4 ) (私 が ) 一 し ます し まし ょ うお し ます 
(※ 相 手 の 返事 を 聞か な く て も いい 場合 ) 
1. あ 、 そ れ は 私 が し ます 。 山田 さん は 座っ て いて くだ さい 。 
2. 大 丈夫 で す 。 それ は 私 が し まし ょ う 。 前 に も や っ た こと が あり ます か ら 。 


(5 ) (私 に ) させ て くだ さい 。 
(※ 許 可 を 求め る 文型 を 使っ て 自分 の 意志 を 伝え る ) 
その 仕事 は ぜひ 私 に や ら せ て くだ さい 。 


て 感謝 する > 

(1) あり が と う ご ざ いま す プ あり が と う ご ざ いま し た 。 
どう も すみ ませ ん すみ ませ ん で し た 。 

(2) (本 当 に ) 助かり ます 助かり まし た 。 

( 3 ) (本 当 に ) 悪い ね (※ 親 し い 関 係 、 目 下 の 人 に ) 

(4) CX) さ ん の お か げ で 、 ト ・・・・・・ 7 だ 
お か げ 様 で ・・・・・ sa 
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会 話 文型 ・ 表現 6 伝言 を 頼む お ・ 伝え る 


すぐ に 使え る 会 話 表現 
ぐ 会 話 文型 ・ 表現 6 > 


伝言 を 頼む ・ 伝え や 


「 欠 席 す る と 伝え て くだ さい 」 


【 会 話 1 】 


事務 員 :・ は い 、ABC 日 本 語学 校 で す 。 

へ ヘレン: も し も し 、 中 級 1 の クラ ス の ヘレ ン で す が 、 宮田 先生 は いら っ し ゃ 
いま すか 。 

事務 員 : 宮 田 先生 は も う 帰 られ まし た けど 。 

へ ヘレン: そう で すか 。 それ で は 、 伝 癌 を お 願い で きま すか 。 

事務 貞 :、 そ た え 。 と どうぞ 。 

へ ヘレン: あし た の 授業 な ん で す が 、 急 用 が で きた の で 欠席 する と 伝え て くだ 
さい 。 

事務 員 : あ し た の 授業 は 欠席 する と いう こと で すね 。 分 か り ま し た 。 

Od oO RR RN CONE RR BS RT 

事務 買 : きのう へ レン さん か ら 電 話 が あり まし て 、 急 用 が で きた の で 、 き ょ 
う の 授 業 は 体 む と の こと で す 。 

宮 : 四 ここ で う NSR: まま か N SN ie Si SY 


伝言 (する ) 欠席 (する )( 久 出席 *) 


- 164 - 


会 話 文 型 ・ 表現 6 伝言 を 頼 ず お ・ 伝え る 


【 会 話 2】 

キム : ケ ン さ ん 、 ち ょ っ と お 願い が ある ん で すけ と ど 。 

ケン : 何で すか 。 

キム : きょう 、 山田 さん の 家 に 集まる で し ょ う 。 で も 、 私 、 行 け な く な っ た 
ん で す 。 

RR 人 RE eI RSS: 

キム : あ し た まで に 出さ な けれ ば な ら な い レ ポー ト が まだ 終わ ら な く て 。 

ケン : そ うな ん で すか 。 大変 で すね 。 

キム : すみ ませ ん けど 、 山田 さ ん に そう 伝え て も ら え ます か 。 

山田 : あ れ や キム さん は 一 緒 じ や な いん で すか 。 

ケン : あ 、 キ ム さ ん な らき ょ よう は 来 ら れ な く な っ た っ で 圭 つ て 《 い ) ま し た 。 


【 会 話 3】 カン ( 男 ) 山本 ( 女 ) 


の この 
山本 : 
pe 


あい で まま: 入 に AR に SS た わら 
: 何 か 言 っ て ( い ) た ? 
に うん 。: 携 帯 に 電話 し で て だ さい っ て 。 る 用 な ん だ つて 。 


今晩 、 レ ポー ト を 書か な けれ ば な ら な いら し いで す 。 


キム さん どこ か 知ら な い ? 探し て ( い ) る ん だ けど 。 

さあ 。 で も 、 か ば ん が ある か ら 戻 っ て くる と 思う けど 。 

じゃ 、 戻 っ た ら 、 私 の 携帯 に 電話 する よう に 土 っ て くれ る ?『 急用 な 
ん だ 。 


わが か つた だ さ 、 二 えた さわ 、 
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会 話 文型 ・ 表 現 6 伝言 を 頼 お ・ 伝 える 
画 文型 ・ 表 現 
伝言 を 頼む > 
(1) 伝言 を お 願い で きま すか 

(2) 伝え て も らい た いこ と が ある ん で す が 


(3) て と 伝え て くだ さい 伝え て も ら え ます か 伝え て いた だ け ま すか 
(※「 一 」 に は 普通 形 が 来る ) 
1. あし た 休む と 伝え て くだ さい 。 
2. 今晩 の ミー ティ ング に 少し 遅れ る と 伝え て も ら え ます か 。 
3. 旅行 の 集合 場所 は 学校 の 前 に な っ た と 伝え て も ら え ます か 。 
4. あし た の 会 議 に は 出席 で き な く な っ た と 伝え て いた だ け ま すか 。 


(4) [内 容 、 事 情 ]。 そ う 伝え て くだ さい 。 


(5) と よう に 言っ て くだ さい 言っ て も ら え ます か 言っ て いた だ け ま すか 
(※ そ の 人 に し て ほし いこ と を 伝え て も ら う ご ※「」 に 普通 形 が 来る ) 
- 注 ) 一 方 的 な 依頼 に な る の で 目 上 の 人 に は 使わ な い ほ うがい い 。 
1. あし た の 3 時 に 来る よう に 言っ て も ら え ます か 。 
2. 5 時 まで に 電話 を くれ る よう に 言っ て いた だ け ま すか 。 
3. あし た 作文 の 教科 書 を 持っ て くる よう に 言っ て も ら え る 


< 伝言 を 伝え る > 
(1) と の こと で す 、ー そ う で す 。(※ 伝 聞 の 文型 一 文 L.5,.15) 


(2) 一 と 言っ て ( い ) ま し た 
ンー つて 言っ て まし た (※ 口 語 体 で は 『~ と 』 は 『~ っ て 』 に な る ) 
の (※ 親 し い 関 係 の 場合 に は 『 言 う 』 を 省略 で きる ) 
1. A 「 ケ ン さ ん か ら 何 か 伝 言 あ っ た や 『」 
B 「 も う 一 度 電 話す る っ て 言っ て まし た よ 」 
2 ドド 田 呈 さ ん 、 何で 吉 っ て た YY」 
B 「 日 曜日 は や っ ぱり だ め だ っ て 」 


(3) ん だ っ て  (※「 こ ん だ そう で す 」 の 意味 の 口語 体 ) 
1. 山田 さん 、 来 られ な いん だ っ て 。 残念 だ ね 。 
2. ジョ ン さ ん は も う 帰 っ た ん だ っ て 。 それ じゃ 、 し ょ う が な いね 。 
3. 集合 時 間 が 5 時 か ら 6 時 に 変わ っ た ん だ っ て 。 


集 合 ( す る ) 
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会 話 文型 ・ 表現 7 許可 を 求め る ・ 砲 じ る グ 断 る 


く 会 話 文型 ・ 表 現 ア > 
許可 を 求め る ・ 応じる 断る 


「 ち ょ っ と 借り て も いい の 」 


【 会 話 1 】 
シン : 先生 、 あ の う 。 

先生 : は い 。 何で すか 。 

シン : ちょ っ と 暑い の で 、 窓 を 開け て も いい で すか 。 
先生 : くい いで 才 よ 。 


会 話 2 】 セン 


A: ケ ン さ ん 、 ち ょ っ と 辞書 借り て も いい "『? 自分 の 辞書 忘れ ちゃ っ て 。 
B: どう ぞ 。 今 使っ て ( い ) な いか ら 。 


【 会 話 3】 


カン 先生 、 ご あの う 。 
先生 : は い 、 何 で し ょ う 。 

カン : ちょ っ と 気分 が 悪い の で 、 早退 し た いん で す が 。 

先生 : それ は いけ ませ ん ね 。 早く 〈 帰 っ て 体 ん で くだ さい 。 お 大 事 に 。 


RT ) 
応じ る 


会 話 文型 ・ 表 現 7 許可 を 求め る ・ 庫 じ る 断る 


【 会 話 4 】 
お 客 : き の うこ れ を 買っ た ん で す が 、 後 で 見 た ら 欲 し か っ た も の と 色 が 違っ 
た ん で す 。 別 の 色 の と 取り 替え を る こと が で きま すか 。 
店 員 : レシ ー ト は お 持ち で すか 。 
お 客 : あの う 、 レ シー ト が な いと だ めで すか 。 
店 員 : 申 し 訳 ご ざい ませ ん が 、 レ シー ト が な いと お 取り 替え は で き な い ん で 
す 。 
お 客 : ち ょ っ と 待っ て くだ さい 。 探し て み ま す 。 
あ 、 あ り ま し た 。 
それ で 、 別 の 色 で 、 違 う サ イズ の も の と 取り 替え を る こと が で きま すか 。 
店 環 : に は で きま すず す よ どれ が よろ に いで 9 


【 会 話 ら 5】 (図書 館 で ) 


利用 者 : ロ ビー で 食事 し て も か まい ませ ん か 。 
係 員 : 申 し 訳 ご ざい ませ ん が 、 館 内 で の ご 飲食 は ご 遠慮 くだ さい 。 
食堂 を ご 利用 くだ さい 。 


【 会 話 6】 (テー マ パ ー ク で ) 


お 客 : この 中 に は 一 般 の 人 も 入れ る ん で すか 。 
係員 : こ ちら は 関係 者 以外 は 立ち 入り 益 止 に なかっ て お り ま す の で 。 申し 訳 ご 
ざい ませ ん 。 


か ん な い 


に SC ドド 
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会 話 文型 ・ 表現 7 許可 を 求め る ・ 席 ヒレ る 断る 


画 文型 ・ 表 現 
< 許可 を 求め る > 


(1) と て も いい ? 々 、 て も いい で すか 、ー て も よろ し いで すか 
(※ 許 可 を 求め る 基本 的 な 文型 ) 
注 ) 「 ン て も 」 が 「 て 」 だ け に な る と 丁寧 さ が 低 く な る 。 
1. これ 、 使っ で いい 
2. この 仕事 、 あ し た で いい か な 。 


(2 ) 一 で きま すか 、 ぐ 可能 形 テ ます か 
(※ ま ず 一 般 的 に それ が 可能 か 確認 し た い 場合 に 使う ) 
一 度 買 っ た も の を 別 の 物 と 取り 替え る こと が で きま すか 。 


(3) た いん で す が 、( て も いい で すか プー ンー で きま すか ) 
(※ 自 分 の 希望 を 先 に 話す こと に よっ て 書 曲 表現 に な る ) 
この 商品 を 返品 し た いん で す が 。 (で きま す で し ょ うか 。) 


( 4 ) ~~ て (も ) か まい ませ ん か  (※ そ れ を し て 相手 に 迷惑 に な ら な いか を 聞く ) 
出発 時 間 を 変更 し て (も ) か まい ませ ん か 。 

< ぐ 応 じ る > 

(1) は い プ ええ 、 ど う ぞ  (※ 基 本 的 な 文型 ) 

(2 ) は い ノ ええ 、 も ちろ ん いい で す よ 結構 で す よ ン か まい ませ ん よ 


断る > 
(1) すみ ませ ん が 、・・・ の で 。(※ 基 本 的 な 文型 ) 
(2) 申し 訳 ご ざい ませ ん が 、・・・ の で 。 (※ 丁 寧 な 断り 方 ) 


( 3 ) 慣用 表現 (※ 妨 曲 的 な 表現 ) 
1 ) は ご 遠慮 くだ さい 
1. 申し 訳 ご ざい ませ ん が 、 こ ちら で の 安 煙 は ご 遠 誠 くだ さい 。 
2. 申し 訳 ご ざい ませ ん が 、 写 真 は ご 遠 護 願い ます 。 


2) は (できない) こと に な っ て お り ま す (一 xL5) 
だ SS ちち JY さ は 前 の 才 は 大 れ な いこ どど に な っ て お け ま す の で 。 
2. 時 間 の 変更 は で き な い こと に な っ て お り ま す の で 。 


返品 (する ) 変更 (する ) 
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会 話 文型 ・ 表現 8 提案 ・ 助 言 する 


すぐ に 使え る 会 話 表現 | 
く 会 話 文型 ・ 表 現 8> 


提案 ・ 助言 する 


「 先 生 に 聞い て みだら ど つ で すか が 」」 


【 会 話 1 】 


加藤 : 諭 業 旅行 の こと な ん で すけ ど 、 ど こ が い いで し ょ うか 。 

山田 : 伊 豆 は どう で すか 。 景色 も いい し 、 温 泉 も ある し 。 

加藤 : そう で すね 。 伊豆 だ と や っ ぱり 電 車 で 行っ た ほう が いい で すか 。 
山田 : う て ん 。 バ パス の ほう が いい ん じゃ な いか と 思う けど 。 自由 に で きる か 


ら 。 


【 会 話 2】 


ケン : 日 本 語 の 辞書 を 買お うと 思う ん で す が 、 何 が いい で すか 。 

キム : そう で すね 。 い ろ い ろ あ り ま すけ ど 、 こ れ な ん か どう で すか 。 用 例 も 
た くさ ん 載っ て いる し 。 

ケン : よ さそ う で すね 。 ほ か に も あり ます か 。 

キム : 一 度 、 大 き な 本 屋 さ ん に 行っ て 、 自 分 で いろ いろ 比べ て みた ら ど う で 
すか 。 や っ ぱり 自分 で 見 て 、 使 いや すい の を 選ぶ の が いい で す よ 。 
それ か 、 先生 に 聞い て みた ら ど う で すか 。 先生 な らい ろ い ろ 知 っ て ( い ) 
ます よ 。 


提案 (する ) 助言 (する ) 用 例 


ー 170 - 


会 話 文型 ・ 表現 8 提案 ・ 助言 する 


会 話 3】 


ジョ ン : 山田 さん の 許 生 日 プレ ゼン ト 、 何 が いい か な 。 

ヘレ ン : そう ね 。 男性 だ か ら ネ クタ イ と か ベル ト が いい ん じゃ な い ? 
ジョ ン : 私 は お 酒 が いい と 思う けど 。 山田 さん お 酒 が 大 好き だ か ら 。 
ヘレ ン : それ じゃ 、 お 漂 と ネクタイ に し た らい いん じゃ な い ? 
ジョ だ こじ やこ モ う に よら つが S 


カン : 夏休み に 一 度 帰 国 す る ん で すけ ど 、 ア パー ト の 大 家 さ ん に お 土産 を 買 
っ て きた ほう が いい で し ょ うか 。 

山田 : そ う で すね 。 何 かち ょ っ と し た も の を 買っ て きた ほう が いい で し ょ う 。 
お 世話 に な っ て ( い ) ま すか ら ね 。 
それ か ら 、 長い 間 留 守 に する と き に は そう 言っ て お いた ほう が いい で 
す よ 。 心配 する と いけ な いか ら 。 

カン : そう で すず ね 。 分 か り ま し た 。 


【 会 話 ら 】 


山本 : ああ 、 お いし そう 。 私 も ケー キ 食 べた いな 。 

田中 : 山 本 さん も さっ き 一 緒 に 注文 すれ ば よかっ た の に 。 

山本 : 私 、 ダ イエ ッ ト 中 だ か ら 。 で も 、 本当 に お いし そう に 食べ て ( い ) る わ 
ね 。 

田中 : そ ん な に じろじろ 見 られ る と 食べ られ な いよ 。 そ ん な に 食べ た か っ た 
ら 、 これから 注文 し た らい いじ ゃ な い 。 


ベル ト 大 家 (さん) じろじろ (見 る ) 
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画 文型 ・ 表 現 


て いあ ん ++ 
て 提案 1 > (※ そ れ を 勧め る ) 
(1) は どう ? グー は どう で すか 
(は いか が ?) プー は いか が で すか 
1. 日 曜日 は どう で すか 。 
2. この 赤い シャ ツ な ど は いか が で すか 。 と て も お 似 含 い で す よ 。 
注 )「 ン は 」 の か わり に 「 一 な ど 」「 一 な ん か 」 も 使え る 。 


ーー た ら ? グ ジン た ら ど う ? グ ジン た らら どうですか 
(た らい か が ?) グン た らい か が で すか 
1. 心配 だ っ た ら 、 一度 病院 に 行っ た ら 


2. 先生 に 相談 し て みた ら ど う ? 
3: 一 度 病 院 に 行っ て みて も ら っ た らい か が で すか 。 


(2 ) 


て 提案 2 > (※ 自 分 の 考え を は っ きり 出す ) 
(1) 一 が いい と 思い ます 思い ます けど 
| で す ょ ン で し ょ う 
ん じゃ な い ? グ ん じゃ な いで すか ん じゃ な いで し ょ うか 
1. (私 は ) 5 時 か ら が いい と 思い ます けど 。 
2. 料理 は パパ イキ ング 形式 が いい ん ビビ ゃ な いで すか 。 


と 思い ます 思い ます けど 


eV 時 "EPS GE ee 
ん じゃ な い ? グ ん じゃ な いで すか ん じゃ な いで し ょ うか 


(2) た らい い 
日 帰り で は な く て 一 治 に し た らい いで す よ 。 


RR AL SS 
2. それ じゃ 、 中 止 に した らい いん じゃ な い " 


ご 提案 3 > (※ ア ドバイ ス ) 注 ) 忠告 の 意味 で も 使わ れる 。 
ンー ほう が いい [Fes 


2 A To Rs 
ん じゃ な い ? グ ん じゃ な いで すか ん じゃ な いで し ょ うか 


1. も っ と 早 〈 出 発し た ほう が いい と 思う けど 。 
旅館 じ や な くく 《 く て 、 ホ テル に し た ほう が いい ん じゃ や な いで し ょ よう か 。 


木曜 日 に し た ほう が いい よ 。 金曜 は 込む か ら 予 約 で き な い よ 上 。 


SSSSEG1 ま 1 
バイ キン グ 形式 日 帰り 
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ご 非難 > 注 ) く 提 案 > と 違っ て 「 ん 」 が 入ら な い 。 イン ト ネ ー シ ョ ン に 注意 。 
た らい いじ ゃ な い (!) プ い いじ ゃ な いで すか (\) 
(※「 た ら 」 の 代わ り に 「 ば 」 も 使え る ) 
1. そん な に 文句 を 言う な ら 、 一 人 で や っ た らい いじ ゃ な い 。 
2. いい 点 を 取り た いな ら も っ と 勉強 し た らい いじ ゃ な いで すか 。( ど うし て し な い 
ん で すか 。) 
3. そん な に いや な ら 「 い や で す 」 と は っ きり 言え ば いい じゃ な い 。 
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な 形容 詞 
形容 記 

名 詞 プ 動 誤 到 
勤 庁 


副詞 
その 他 


長文 読解 練習 1 


長文 読解 練習 
_ 以 具 」 


責 
(1) 段落 ご と に 何 に つい て 書い て ある か みる 。 
(2) 指示 語 、 代 名 詞 が 何 を 指し て いる の か を みる 。 
(3) それ ぞ れ の 『 違 い 』 と 『W 共 通 点 』 を みる 。 
(対比 ・ 逆 接 の 接続 詞 ) 
本 本 文 新 出 語 
名 后 : 幼稚 園 ひげ 特徴 似顔絵 タイプ 本 人 内 ナダ イヤ 


しょ う は ほう 


ハン バー ガー 犯人 市 民 情報 その 和 辺 [「 と ころ 、 点 」 の 意味 ] 


の 


: 表 現 ( す る ) 強調 (する ) 共通 (する ) 味付け (する ) 活躍 (する ) 
Se SR | ST 


RA 


: し っ つかり 実際 (に ) は 実際 に 
ば ゃ い みか ' れ 
: 一 倍 ( 彼 ) ら (一 L7 本 文 「 こ れ ら 1) 


段落 指す 1 
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ぐ 本 文 を 読 お 前 に > 
文章 に は 5 つの 段落 が あり ます 。 それ を 確認 し て くだ さい 。 


ご 練習 > 本 文 を 1 回 さっ と 読ん で 、 次 の 作業 を し て くだ さい 。 


(1 ) それ ぞ れ の 段落 で どん な 人 が 紹介 され て いる か 確認 し て 、 その 名 前 を 書い 


て くだ さい 。 


第 1 段落 
第 2 段落 
第 3 段落 
第 4 段落 
第 5 段落 


(2) 重要 な 文 だ と 思う と ころ を チェ ッ ク し て くだ さい 。 
・ そ の 人 が どん な 人 か 簡単 に まとめ られ て いる 文 。 
・ そ の 人 が ほか の 入 と どの よう に 違う か 、 同じ かま と め ら れ て いる 文 。 


< 本文 > 町 グ 

幼稚 園 の 子ども が 自 分 の お 父さん や お 号 さ ん の 顔 を か く と な か な か お 
も し ろ い 絵 が で きま す 。 お 父さん の ひげ が 口 の 中 に 生え て いた り 、 お 呈 
さん の ロロ が 耳 と で っ つい て で てい たり も し ます も ちろ ん 、 実際 に は そん な 顔 
で は な い の で す が 、 子 ども か ら 見 る と 、 そう 見 える の で す 。 で も 、 特徴 
を し っ か り 表 現し て いる と いう 点 で は す ば ら に NN と 東寺 まま 。 

プロ の 似 顔 総 を か く 人 に は 2 つの タイ が あり まお に まつ の タイ デ ダ は 
まる で 写真 の よう に 正確 に 、 本 た だ た ど と そ で つく ERE 大 で ERD RO 
ィ プ は その 人 の 特徴 を 強調 し て か くさく 人 で す 。 2 つ 目 の タイ プ の 人 が か く 
似顔絵 は 邊 が 普通 の 3 倍 も あっ た り 、 あご が まる で バナ ナ の よう に 長く 
曲がっ て いた り 、 耳 が 象 の よう に 大 きか っ た りす る の で す が 、 それ を 見 


る と 、「 あ あ 、 あ の 和信 だ 」 と すぐ に 分 か り ま す 。 そん な 鼻 や あご の 形 を し ii 


さっ と 作業 重要 (な ) 
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た 人 な ん て 実際 に は いな い の に 、 そ れ を 見 て だ れ の 顔 か 分 か る と ころ が 
お も し ろ い で す 。 幼稚 園 の 子ども が か 〈 絵 は この タイ プ と 似 て いる の で 
は な いで し ょ うか 。 違い は 、- ま ず ブ プロ は か 技術 が 高い と いう < モ で す 。 
の SGS も 表 本 で や な さだ で ま に 次 に ここ のみ デズ 
の プロ の 絵 は 子 ども の それ と 違っ て 、 い ろ い ろ と 「 味 付け 」 が され て い 
る 点 で す 。 料理 の 味付け が 人 に よっ て いろ いろ ある よう に 、 似 顔 絵 の 味 
付け も いろ いろ で す 。 人 に よっ て は 、 顔 が タイ ヤ に な っ た り 、 ロ が ハン 


パー ガー に な っ た ひま す 。 


実は 、 似 顔 絵 を か く プ ロ に は も う 1 つ の タイ プ が あり ます 。 こ の タイ 
プ は で きる だ け そ っ くり に か く と いう 点 で は 1 つ 目 の タイ プ と 似 て いま 
す が 、 実 際 に 本 人 を 見 な が ら か く の で は な く 〈 く て 、 聞 き な が ら か く 〈《 和信 で す 。 
この プロ が 活躍 する の は 、 和 警察 が 逃げ て いる 犯人 を 捕まえ る 時 で す 。 犯 
人 を 見 た 人 か ら そ の 特徴 を 聞き な が ら 似 顔 総 を か いて 、 そ れ を 使っ て 市 


民 か ら 情 報 を 集め ます 。 


し か し 、 最 近 は 何で も コン ピュ ー タ ー を 使っ て 仕事 を する よう に な けり 
まし た か ら 、 こ の タイ プ の プロ の 仕事 が 少な なく な っ た の で は な いか と 思っ 
て いま し た 。 と ころ が 、 警察 の 話 に よる と 、 正 確 な ら 正 確 な は どい いと 
いう こ ご . ど で は な いら ちら もい ので す : ある 事件 で コン ピュ ー タ ー を 使っ て 正 
確 な 似顔絵 を か いた の で す が 、 市 民 か ら ほ と ん ど 情 報 が 集まら な か っ た 
そう で す 。 正確 で は っ きり か か れ す ぎ て いた の で 、 それ と 似 て いる 人 の 
情報 が 少な て な っ た と いう こと で す 。 な ん と な く 怪 し いと 思っ て も 、 そ 
の 決 近 は 欄 あ だ 考 た で まう よう で す : 


どれ くら い 正 確 に か け ば いい の か 。 


どの 程度 特徴 を は っ きり か け ば い 


い の か 。 その 辺 を よく 〈 考 えて か く 〈 く の が 3 つ 目 の タイ プ の プロ の 仕事 な の 
で す 。 それ で 、 そ の あと すぐ に 彼ら が か いた 似顔絵 も いっ し ょ に 使わ れ 


SYS: まま 2 
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< 練習 巳 > も う 一 度 ゆ っ くり 読ん で 、 次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 
( 1 ) 下線 部 の 指示 語 と 代名詞 は 何 を 指し て いま すか 。 


ぐ 第 2 段落 か ら > 

1. その 人 の 特徴 を て : 

2. それ を 見 る と 一 : 

3. ああ 、 あ の 人 だ ~: 

4. 子ども の それ と 違っ て 一 : 


ぐ 第 3 段落 か ら > 

5. この プロ が 活躍 : 
6. その 特徴 を 聞き : 
7 それ を 使っ て で : 


ご 第 4 段落 か ら > 

8 の タイ 
9. それ と 似 て いる 人 一 : 
10. その 人 と は 違う て : 


ぐ 第 5 段落 か ら 

11. その 辺 を よく で 
12. その あと すぐ に で : 
13. 彼ら が か いた で : 


ーー 
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(2) 本 文 で 紹介 され て いる 似顔絵 を か く 人 に つい て 、 そ れ ぞ れ 共 通す る 点 、 違 う 


(3) 


(4) 


点 を まとめ て くだ さい 。 


「 紗 稚 園 の 子ども 」 と 「 プ ロ ( 全 部 )」 
ご 違 き 吉 > 子ども は 

プロ は 
「 幼 稚 園 の 子ども 」 と 「 プ ロ の タイ プ 1」 
て 違 う 点 子ども は 

タイ プ 1 は 
i DE EEN ES だ S ド デビ ER の ダー 2 
ES SGS 

タイ プ 2 は 
「 幼 稚 園 の 子ども 」 と 「 プ ロ の タイ プ 2」 
共通 点 どちら も 
違う 点 之 子ども は 

タイ プ 2 は 
「 プ ロ の タイ プ 1」 と 「 プ ロ の タイ プ 3」 
共通 点 どちら も 
違う 点 溜 タイ プ 1 ロ は 

タイ プ ブ 3 は 


元々 の 意味 : 
本 文 で の 意味 : 


か 。 


「 味 付け 」 と いう の は どう いう 意味 で すか 。 


3 つ 目 の タイ プ の プロ の 仕事 は これ か ら 少 な く な る と 思い ます か 。 な ぜ で す 
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く 読解 の スキ ル > 


(1) 段落 ご と の 内 容 を と ら え る 。 
MRNA に NG 
AS 
還流 GS 


(2 ) 対比 され て いる 部 分 を 正確 に よむ 。 
・「 と と いう 点 で は (同じ 、 似 て いる 、 違う )」 
・ [と と 似 て いる 」「 て と 違う 」「 違 い は ^ ぐ 」 
・「 こ が 共通 し て いる 」 
| ・「A が て よう に 、B も ぐ 」 


( 3 ) 話 の 展開 に 注意 し て 読む 。 
(筆者 は ) ご と 思っ て いた 。 と ころ が ・・・。 それ で 、( 結 論 ) 
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長文 読解 練 首 ク 
、 [ 平 拓 \ う 言葉 の 意 ¢) 


画 ポイ ント 


(1) 自分 の 予想 と 比べ な が ら 読 む 
(2) 文章 と 文章 の 関係 を みる 


( 順 接 、 逆 接 の 接続 詞 ) 
(3) 文章 の 要点 (筆者 が 言い た いこ と ) を つか む 
(段落 の 構成 ・ 流 れ ) 


画 本 文 新 出 語 


3 だ ん と 3 お ん ど に 机 二 ri へ いね ん が 。。 こ 3 か ん さい こう ち きゅう 
名 詞 ・ 暖 冬 温度 気象 ( 庁 ) HH 過去 最 高 地球 
た い き 。 ちか やう に さん か た ん ー オ ー の お ん も っ だ いい ぶた ん きた 
大 気 (中 ) 二酸化 炭素 (CO2) 渡 族 、 温室 大 部 分 三 選 
国連 [= 国際 連合 2 も 気候 作物 南極 永 
L し よう らい に 


先 [『 将 来 」 の 意味 ] 知恵 今世紀 
な 形容 詞 | 異常 深刻 (一 深刻 き ) ば か 
10 : 覧 い の 0 あの 
名 詞 プ 動詞 臣 : 平均 (する ) 温 明 化 (する ) 注目 (する ) 発生 (する ) 

努力 (する ) 実感 (する ) 
動詞 : 過ごす ( 目 を ) 向 ける 燃やす 溶け る 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・ (注目 を ) 集 め る (被害 を ) 受 ける (影響 が ) 出 る (知恵 を ) 出 す 
司 | 詞 : が ら り と 

も も ど お ど 
その 他 : 文字 通り ~ 度 
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く 本 文 を 読 お 前 に > 


( 1 )「 暖 冬 」「 地 球 温暖 化 」 が どん な も の か 、 本 文 を 読む 前 に 、 新 出 語 を 参考 に し な 
が ら 話 し て くだ さい 。( 分 か ら な いと ころ は その まま で も いい で す 。) 


1. 「 暖 全 」 と いう の は どの くら い 暖 か いこ と か 予想 し て くだ さい 。 


2. 「 温 唆 化 」 と いう の は どの くら い の 温 度 が 上 が る こと か 予想 し て くだ さい 。 


3. 「 漫 蝶 化 」 の 原因 に つい て 考え て くだ さい 。 


ER 昌 虹 欄 の 影 時 に つい 6N で 考え ズ 直送 半 


(2) 文章 は 7 つの 段落 に 分 か れ て いま す 。 そ れ を 確認 し て くだ さい 。 


く 練 習 へ > 本 文 を 1 回 さっ と 読ん で 、 次 の 作業 を し て くだ さい 。 


(1) 7 つの 段落 を 大 きく 2 つ に 分 ける と し た ら 、 ど こ で 分 けら れ ま すか 。 線 を 引い 
て くだ さい 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の グル ー プ に 簡単 な タイ トル を つけ て くだ さい 。 


SS NSP と < ee rs に トン ンー > 6 で > 
に つい て RRS AN SR (PP IX Vi の 


(2) 筆者 が 一 番 言い た いこ と は どの 段落 に あり ます か 。 


本文 > 
天気 予報 で 使わ れる 人 斉 葉 に 「 暗 冬 」 と いう 言葉 が ある 。 暖冬 と いう の は 文 
字 通 り 暖 かい 冬 と いう 意味 だ が 、 どの 程度 暖か い 時 に 暖冬 と 言わ れる か を 知っ 
て いる 人 は そう 多く 〈 く ない 。 唆 冬 だ と 言わ れれ ば 、 冬 な の に 暖か い 日 が 多い 異 
淀 な 季節 な の だ ろう と 思う だ け だ 。 その 異常 さ は どの 程度 の 温度 な の だ ろう 。 
気象 庁 に よる と 、 そ の 冬 の 【『 平 均 気温 』 が 平年 (一 過去 30 年 間 の 平均 ) と 比 
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べ て 0.5 度 以上 高い 場合 に 暖 生 と いう そう だ 。 5 度 で は な 〈 く て 、0.5 度 だ 。 冬 


を 過ごせ ば 、 0 度 の 日 も ある し 、 6 度 の 日 も ある し 、12 度 の 日 も ある 。 し か 
し 、『 平 均 』 で 0.5 度 だ け 高 いと それ は も う 異 常 な の だ 。 

目 を 国内 か ら 世 界 に 向け て みよ う 。 気象 の 専門 機関 の 発表 で は 、98 年 の 世 
界 全 体 の 気温 は 異常 に 高く て 、 過 去 最高 を 記録 し た と いう 。 その 異常 さ は ど 
の くら いか と いう と 、『 平 均 気温 』 が 平年 より 0.82 度 高かっ た だ け だ 。 

今 、「 地 球 温暖 化 」 の 問題 が 世界 中 の 注目 を 集め て いる 。 大気 中 の 二酸化 炭 
素 (COz) 濃度 が 高く な る こと に よっ て 、 ま る で 地球 全体 が 温室 の よう に な る ら 
し い 。 だ か ら 、 その 濃度 が 高く な れ ば な る ほど 気温 が 上 が る こと に な る 。 そ 
の 二酸化 炭素 の 大 部 分 は 石油 や 石炭 を 燃やす こと に よっ て 発生 する 。 国連 の 
専門 チー ム の 予測 で は 、 その 発生 に 対し て 何 も し な けれ ば これ か ら の 100 年 
間 で 気温 は 3.8 度 上 が る と いう こと だ 。 で きる だ け 発 生き させ な いよ うに 支 力 
し た 場合 で も 1.8 度 上 が る らし い 。 も ちろ ん これ も 「『 平 均 気温 』 だ 。 

こん な ニュ ー ス を 聞い て も 、 その 深刻 さ を 実 感 す る 人 は 少な いよ うだ 。 そ 
れ は きっ と 温暖 化 と いう 言葉 と この 平均 気温 の せい だ ろう 。 暖か く な る の は 
寒く な る より いい の で は な いか と か 、 心 配 し て いた ほど 上 が ら な く て よかっ 
た と 考え て し まう の か も し れ な い 。 し か し 、 半 そ で の シャ ツ を 着る か 長そで 
の シャ ツ を 着る か どちら に する か と いう 問題 で は な い 。 1 度 上 が る だ け で 、 
気候 が が ら り と 変わ る 。 そ れ に よっ て 作物 が 大 き な 被 害 を 受け る 。 そう する 
と 、 私 た ちの 食べ 物 に も 影響 が 出る 。 南極 の 水 が 溶 ける こと に よっ て 海 の 下 
に な っ て し まう 場所 も 多く 出 て 来る 。 

確か に 100 年 も 先 の こと を 考え て 今 何 か し よ うと いう 気持 ち に な る の は 難 
し いも の だ 。 心配 し て ば か り い て も し ょ う が な い 。 それ だ け の 時 間 が あれ ば 
きっ と だ れ か が いい 知恵 を 出し て 問題 を 解決 し て くれ る だ ろう と 考え た 〈 く な 
る 。 し か し 、 今 何 か し な けれ ば いけ な い 。 それ が 、『 平 均 気 温 』 で 1.8 度 上 が 
る と いう こと の 意味 だ 。 

「 や っ ぱり 人 間 は ば か だ っ た 」 と な る の か 、「 や っ ぱり 人 間 は 覧 か っ た 」 と 
な る の か 。 今世紀 の 終わ り ま で に は 答え が 出る だ ろう 。 
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< 練習 己 > も う 一 度 読ん で 、 次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 
(1)「 暖 冬 」 と いう の は どん な 場合 に 使う 言葉 で すか 。 


( 2 ) 「 温 暖 化 」 と いう の は どん な こと で すか 。 


(3 ) 筆者 は な ぜ 『 平 均 気温 』 に つい て 具体 的 な 数 字 を 出し て 説明 し た の で すか 。 


(4 ) 筆者 が 一 番 読者 に 伝え た か っ た こと は 何で すか 。 


(5 ) 「 や っ ぱり 人 間 は ば か だ っ た 」 と 思う 場合 と 「 や っ ぱり 人 間 は 賢 か っ た 」 と 思 
う 場 合 は それ ぞ れ どん な 結果 に な っ た 時 で すか 。 本 文 の 単語 も 使っ て 説明 し て 
くだ さい 。 

1. 「 や っ ぱり 人 間 は ば か だ っ た 』 


2. 「 や っ ぱり 人 間 は 賢 か っ た 」 


< 読解 の スキ ルン > 


・ 読 む 前 に テー マ に つい て 予想 し て お いて 、 実 際 の 文章 を 読み な が ら 確 』 
・ 段 落 構成 と 流れ を つか お む お 
1 ご で 妖 問 の 提示 之 :「 ド だ ろう (か )」 
! 
2. ご 具体 的 な 例 グ 数 字 > と ご それ に つい て の 筆者 の 考え > 
} 
3 ミ ぐ 等 者 の 等 いた いこ ご ど を まとめ ろ る > 
! 
4. ご 読者 へ の 比 問 提示 


・ 筆 者 の 言い た い 部 分 を 正確 に つか む 
し か し 、 
TS 
」 や 『  』 で 強調 され て 単語 や 名 
「~ の だ 」 で 結論 を 示し て いる 部 分 
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長文 読 般 練 省 づ 


画 ポイ ント 


関係 し て いる 内 容 を 結び 付け る 


長文 読解 練習 ぐ 1 > の 復習 
長文 読解 練習 ぐ 2 > の 復習 


本 文 新 出 語 
し せつ せん よう は か いち いん か ぬ し ひ まち 
名 詞 : 施設 専用 (お 攻 一 詞 法人 飼 必至 六 目 る ろ 、 六条 bb ナー っ 2% 村 
車いす 


な 形容 調 ” : 盛 ん 不 自由 1 
い 形容 詞 : と ん で も な い 頼も し い 
ん れん が いし ゃ ゅ つ は ん の う じょう し ゃ で 
名 詞 プ 動詞 息 : 行動 (する ) 訓練 (する ) 外出 (する ) 反応 (する ) 乗 車 ( す る ) 


動詞 : 扱う (一 扱 い ) し っ ける (ご し っ つり) 見 か ける 頼り に な る 
 、 描 れ る ほえ る か みつ く 導く と じ こ も る 認め る 
[基本 動詞 の 用 法 ] 
・ (扱い を 訓練 を ) 受 ける (行動 を ) と る (一 人 、 動物 が ) あ る 
に : も し も 以前 (は )、 し っ か りす る 


その 他 ・ も し も の こと (こんな) ふう (な / に へ >) (と ) 共 に 個別 に 
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ぐ 本 文 を 読 お 前 に > 


(1 ) 次 の こと に つい て 考え て くだ さい 。 
1. ペット は 飼い 主 と 一 緒 に 電車 に 乗る こと が で きま すか 。 


2. 一 緒 に 乗る こと が で きる 犬 は いま すか 。 それ は どん な 犬 で すか 。 


(2 ) 文章 は 6 つの 段落 に 分 か れ て いま す 。 そ れ を 確認 し て くだ さい 。 


< 練習 へ > 本 文 を 1 回 さっ と 読ん で 、 次 の 作業 を し て くだ さい 。 


(1 ) 6 つの 段落 を 大 きく 2 つの グル ー プ に 分 ける と し た ら ど こ で 分 け ま すか 。 線 
を 引い て くだ さい 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の グル ー プ に 簡単 な タイ トル を つけ て 
くだ さい 。 


St と Or て 3 シ ぐ 4 ぐ 5 グ ぐ 6 


Tae A に つい て 


(2 ) どん な 犬 が 紹介 され て いま すか 。 紹 介さ れ て いる 段落 の 番号 の 下 に 名 前 を 書い 
て くだ さい 。 
(3) 筆者 が 一 番 言 いた いこ と が 書い て ある 段落 は どこ で すか 。 


本文 > 

日 本 も ペッ ト 産 業 が ずい ぶん と 大 きく な っ て きた 。 ペッ ト の た め に いろ い 
ろ な サー ビス や 施設 が ある 。 たとえ ペッ ト 専 用 の お 薄 が で きた と 聞い て も 落 
か な く な る くら い 人 間 と 同じ よう な 扱い を 受け られ る よう に な っ た 。 特に 大 
は 家族 の 一 員 の よう に 扱わ れる こと が 多い 。 

と ころ が 、 飼 い 主 が その 犬 を どん な に 好き で も 、 電車 や 飛行 機 な ど に その 
まま 連れ て 乗る こと は で き な い 。 レス トラ ン で も 大 を 連れ た まま 食事 が で き 
る と ころ は ほん の 一 部 だ け だ 。 

これ だ け ペ ッ ト 産 業 が 盛ん な の に 、 な ぜ な の だ ろう か 。 答え は 簡単 だ 。 大 
は 和信 間 と 違っ て 、 い つど ん な 行動 を と る か わか ら な いか ら だ 。 公園 や 道 だ っ 
た ら 、 大 が 怖い 人 は 近づか な けれ ば いい だ け だ が 、 電車 や 飛行 機 や レス トラ 
ン で は 周り の お 客 に も し も の こと が あっ た ら 大 変 だ 。 なき 
日 ご ろか ら 犬 の じ つ け を 茂 く し て いる 人 か ら 文 句 を 言わ れ そ うだ が 、 基 本 
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的 に は この 考え 方 は 正しい と 思う 。 以前 は 日 本 ほど 安全 な 国 は な いと 言わ れ 
た も の だ が 、 最 近 は と ん で も な い 行 動 を と る 人 間 が 確か に 増え て き て いる 。 
だ か ら 、 危ない 人 間 と 一 緒 に 電車 に 乗る くら いな ら 犬 と 一 緒 の ほう が まし だ 
と 考え る 人 も いる か も し れ な い 。 で も 、 そ ん な 社会 に は な っ て ほし く な い 。 
犬 よ り も まず 人 和信 間 の ほう が も っ と し っ か り し な けれ ば いけ な い 。 

し か し 、 友 対 に どん どん 乗っ て ほし いと 思う 犬 も ある 。 ペッ ト と し て の 犬 
と 違っ て 、 この 犬 は 法律 で 電車 に 乗れ る こと に な っ て いる 。 いわ ゆる 盲導犬 
と 呼ば れる 犬 だ 。 その 数 も 増え て き て いる の で 、 実 際 に 電車 で 見 か けた 人 も 
いる と 思う 。 目 が 不 自 貼 な 人 に と っ て の いわ ば 目 と な っ て 共に 行動 し て くれ 
る 、 頼 り に な る バ パートナー だ 。 な ぜ 彼 ら は 電車 に 乗る こと が 許さ れる の か と 
いう と 、 そ れ は ペッ ト の 犬 が 乗れ な い 理由 と ちょ うど 反対 だ 。 た と え 電 車 が 
揺れ た り 、 食 べ 物 の に お い が し た り 、 近 く の 人 の 連 が ぶつ か っ て も 、 は ほえ た 
り 騒 い だ り か みつ いた り し な いよ うに 訓練 を 受け て いる の だ 。 音 導 犬 は ひと 
り で 行動 する の で は な く 、 目 が 不 自 由 な ご 主人 を 守り 、 導 き な が ら 行 動 し な 
けれ ば な ら な いか ら 、 そ の 訓練 は 相当 蔵 し いも の だ と いう 。 

一 方 、 盲 導 犬 と 同じ 程度 の 訓練 を 受け て いる の に 、 ま だ 法律 で は ペッ ト と 
同じ 扱い を 受け る た め に 電車 に 乗る こと が で き な い 犬 が いる 。 いわゆる 聴導 
基 と 呼ば れる 犬 だ 。 盲導犬 が ご 主人 の 目 と な っ て くれ る の に 対し て 、 こ ちら 
は 耳 と な っ て 行動 し て くれ る 犬 だ 。 盲導犬 と 比べ て まだ 一 般 に は 知ら れ て い 
な い が 、 日 本 で も 数 は 少し ずつ 増え て いる 。 電話 が 訪 っ た り 、 お 客 さ ん が 来 
た と き に それ を 知ら せ て くれ る 。 外出 し た と き に は 、 後ろ から 近づい て くる 
車 の 音 に 反応 し て ご 主人 を 守っ て くれ る 。 盲導犬 の よう な 大 を 連れ て いる の 
に 目 が 見 える と いう こと で 、 周 り の 人 か ら 誤 解 さ れる こと も 多い と いう 。 し 
か し 、 最 近 に な っ て や っ と 鉄道 会 社 や 航空 会 社 が 個別 に 試験 を し て 、 聴 導 犬 
の 乗車 を 許可 する よう に な っ て きた 。 当然 の こと だ 。 体 が 不 自由 な 人 が 家 の 
中 に と じ こ も っ て いな いで 、 普通 の 人 と 同じ よう に 街 に 出る こと が で きる 社 
会 が いい 。 

また 、 車いす で 生活 し な けれ ば な ら な い 人 の 頼も し い バ ー ト ナー と し て 介 
助 大 と 呼ば れる 犬 も いる が 、 こ ちら も まだ 法律 で は ペッ ト 扱 い だ 。 聴導 大 や 
介助 大 の 働き が 認め られ る に し た が っ て 、 き っ と 法律 も 変わ っ て いく だ ろう 。 
その た め に は 、 こ の よう な 犬 た ち に 対す る 私 た ちの 理解 も 必要 だ 。 
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く 練 習 問題 B ラ > も う 一 度 読ん で 、 次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


(1 ) この 文章 で 紹介 され て いる 犬 に つい て それ ぞ れ の 共通 点 と 違う 点 を まとめ て く 
だ さい 。 


(2) 第 3 段落 の 「 も し も の こと 」 と いう の は どん な こと で すか 。 それと 関係 が ある 
こと が 書か れ て いる と ころ は どこ で すか 。 


(3) 第 3 段落 の 「 そ ん な 社会 ・・・」 と いう の は どん な 社会 で すか 。 


(4) 筆者 の 考え を まとめ て くだ さい 。 
1. ペッ ト と し て の 犬 に つい て 


2. 体 が 不 自 貼 な 人 に つい て 


3 に その の パー トナ ー と て の 大 に だ つづ いて 


(5) この 文章 を 読ん で どう 思い まし た か 。 筆者 の 考え 方 に つい て どう 思い ます か 。 


注 : 2002 年 5 月 に 「 身 体 障害 考 補助 犬 法 」 が 参議 院 で 可決 、 成 立 。 同 年 10 月 か ら 施 行き れる こと に な っ た 。 これ で 
「 盲 導 犬 ・ 聴 導 犬 ・ 介助 犬 」 が 補助 犬 と し て 同等 に 扱わ れ 、 公 共 施 設 、 公 共 交 通 機 関 だ け で な く 、 不 特定 多数 が 利用 す 
る 民 問 施設 に も 受け 入れ が 義務 づけ られ た 。 た だ し 、 ホ テル や レス トラ ン な どの 民間 施設 の 場合 は 周知 期間 を 設け 、 
2003 年 10 月 か ら 義 務 づ けら れる 。 民間 の 職場 や マン ショ ン へ の 受け 入れ に つい て は 努力 規定 が ある 。 


< 読解 の スキ ル > 


・ 段 落 構成 
< 前 置き > 
} 
疑 問 提起 と で 筆 者 の 考え 己 
1 
選 上 只 体 的 な 例 の 紹介 
に EERE ka 
1 
等 者 の 考え の まとめ > 


. 関係 する 内 容 が 離れ て 書か れ て いる こと も ある 。 
偽 『 そ れ は ペッ ト の 犬 が 乗れ な いい 理由 ど ち ょ うど 反対 だ 』 
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ン ピ ニ の 前 の 風景 」 


一 ポイ ント 


エッ セー を 読む / 楽 し む 


画 本 文 新 出 語 
名 市 : 風 お や つ オフ ィ ス 愛煙 人 強い 毅 役割 ペッ ト ポ ボトル 
遂 さ ま ( に する ) ラベ ル 親子 家 廃 

い 形 容 詞 : ( こ に) せい 時 
名 詞 プ 動詞 : 一 服 ( す る ) 観察 (する ) 
動詞 ・ 分 か れる II (中 を ) の ぞ 〈 く エ は が す I 
副詞 ・ ポン ボン (と ) ちゃ も ん と ギュ ッ ( と ) 
その 他 Rh CE 

[基本 動詞 の 用 法 ] 

・ (興味 を ) 持 つ 
ぐ 本 文 を 読む お 前 に > 


・ タ イト ル 『 コ ン ビ ニ の 前 の 風景 』 か ら ど ん な 


くだ さい 。 


こと を 連想 し ます か 。 自由 に 話し て 
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ぐ 練 習 A> 今 回 は この 練習 は あり ませ ん 。 話 の 展開 に 注意 し な が ら 読 ん で 
くだ さい 。 読ん だ あと で く 練 習 B> の 問い に 答え て くだ さい 。 


本文 > 4 

都会 に 住ん を で いる と 、 コ ン ビ ニ は ほど 有り 難い も の は な いと よく 思う 。 24 時 
間 開 いて いて 、 生 活 に 必要 な も の が た いて いそ ろ っ て いる 。 実は 私 に と っ て 
は も う 一 つ 有 り 難 いと 思っ て いる こと が ある 。 

私 が 勤め て いる 会 社 の すぐ で 近く に も コン ビニ が ある 。 午前 と 午後 の 休 乾 時 
間 に は 必ず コン ビニ に 行 ぐ 。。 行 《⑯ と いっ て も お や つと か ジュ ー ス を 買い に 行 
く と いう わけ で は な い 。 た ば こ を 弘 い に 行く の だ 。 日 本 は 宰 煙 に 対し て 甘い 
と 言わ れる が 、 最 近 は オフ ィ ス の 中 は どこ も 禁煙 に な っ た と ころ が 多い よう 
だ 。 私 の 会 社 の 向かい の オフ ィ ス で は ちゃ ん と 建物 の 前 に いす と テー ブル と 
灰 下 が 用 意 さ れ て いて 、 社 員 は わざ わざ そこ まで 出 て 来 て 弘 っ て いる 。 まさ 
か そこ に お 邪魔 し て 表 う わけ に は いか な い の で 、 私 は コン ビニ の 前 に 置い て 
ある 灰 下 の と ころ まで 行っ て 弘 っ て いる と いう わけ で ある 。 愛煙 家 に と っ て 
は つら い 世 の 中 に な っ た も の だ が 、 外 で 弘 う か ら に は ちゃ ん と 級 い 殻 は 灰 下 
に 捨て な けれ ば いけ な いと 思っ て いる 。 コン ビニ は こん な 者 に と っ て も 非常 
に 役に立っ て いる わけ で ある が 、 あ る 日 コン ビニ の も う 一 つの 大 切な 役割 に 
改め て 気がつい た 。 

その 日 も いつ も の よう に 午前 中 の 体 み 時 間 に コ ン ビ ニ の 前 で 一 服 し て いる 
と 、 小 学校 2、3 年 くら い の 田 の 子 が ペッ ト ボ トル を 一 つ 持 っ て や っ て 来 た 。 
きっ と コン ビニ の 前 に ある ゴミ 箱 に 自分 の うち の ご み を 捨て に 来 た の だ ろう 

身 SSESN だ 央 抹 の 叫 の 前 まで 閉まっ た だ SS が 、 人 次 直 が で の ペッ 
ボトル を 捨て な い の だ 。 右手 に 持っ た ペッ ト ボ トル で 頭 を ポン ボン と た た き 
な が ら 何 か を 読ん で いる よう だ っ た 。 その 様子 が いか に も 子供 らし いと 選 い 
な が ら 観 窪 し て いた 。 

その コン ビニ の ゴミ 箱 は 燃え る ゴミ と カン や ビン 、 そ し て ペッ ト ボ トル の 
三 つ に 捨て る 場所 が 分 か れ て いる 。 男の子 は どこ に 捨て た らい い の か 遂 っ て 
いる の か と 思っ た ら 、 そ う で は な か っ た 。 ペッ ト ボ トル の 捨て 方 の 説明 を 読 
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ん で いた の だ 。 私 は 以前 読ん だ こと が あっ た の で 内 容 は 知っ て いた 。 それ で 、 
その 子 が ちゃ ん と 説明 どおり に 捨て られ る か どう か 抽 味 を 持っ た 。 

彼 は まず ポン ボン と た た いて いた ボトル の ふた を 取り 、 中 を の ぞい て 、 次 
に 逆さ ま に し て 中 身 が な いこ と を 確認 し た 。 そ し て 足 の 下 に 置い て ギュ ッ と 
踏ん だ 。 ここ まで は 説明 どおり だ 。 あと は 捨て る だ け な の だ が 、 なぜ か 彼 は 
止ま っ て し まっ た 。 私 は それ を 見 て 、「 そ れ で いい ん だ よ 」 と 青い そう に な っ 
た が や め た 。 彼 は ボトル の ふた を どう すれ ば いい の か と 考え て いた の だ 。 ゴ 
ミ 箱 に ある 説明 に は 、 実 は ふた の こと は 書い て な か っ た 。 だ か ら 、 彼 は 迷っ 
て いた と いう わけ だ 。 私 は 二 本 目 の た ば こ に 火 を つけ た 。 

まで の 0 電導 で る だ 人 瑞 お な か っ た の SS だ びに た こよ 
く 見 る と 、 そ の ポ ボトル は きれ い に ラ ベル が 取ら れ て いた 。 きっ と うち で ゴミ 
の 捨て 方 を 教わっ て いる に 違い な いと 思っ た 。 彼 は し ば らく <〈 考 えて 、 ボ トル 
と 一 緒 に 同じ と ころ に 捨て て 帰っ た 。 よ く あ そこ まで で きる も の だ と 感 忌 し 
て 私 も オフ ィ ス に 戻っ た 。 

驚い た こと に 、 午後 の 体 趣 時 間 に 一 服 し て いる と 、 ま た 来 た の で ある 。 来 
た と いっ て も あの 男の子 で は な い 。 あの 男の子 の お 母さん で ある 。 も ちろ ん 
お 母さん か どう か 聞い た わけ で は な い 。 し か し 、 あ れ と 全く 同じ ヒサ イズ で ラ 
ベル が きれ い に は が され た ボトル を 三 本 持 っ て や っ て 来 た の で ある 。 だ か ら 
と いっ て あの 子 の お 足 さ ん と は 限ら な い が 、 私 は そう に 違い な いと 思っ た 。 
男の子 と の 違い は 、 お 足 さ ん は 私 が た ば こ を 一 本 綴 い 終わ ら な いう ち に さっ 
と 捨て て 帰っ た こと だ っ た 。 あの 親子 に と っ て は 、 コ ン ビ ニ は いわ ば リサ イ 
クル の 入り ロロ で あっ た わけ だ 。 私 は あの 親子 の 家庭 が どん な も の か を 想像 し 
な が ら た ば この 火 を 消し た 。 そ し て 、 コ ン ビ ニ の 前 で た ば こ を 綴っ て いる 自 
分 は ほか の 人 に どう 思わ れ て いる の か 考え な が ら オ フィ ス に 戻っ た 。 


- 190 - 


長文 読解 練習 4 


く 練習 > 
( 1 ) 『 コ ン ビ ニ の 前 の 風景 』 と いう の は 何で し た か 。 
( Et ) 


( 2 ) な ぜ 筆 者 は わざ わざ コン ビニ の 前 まで 行っ て た ば こ を 吸う の で すか 。 


( 3 ) 第 2 段落 の 「 も う 一 つの 大 切な 役割 に 改め て 気がつい た 」 の 「 役 割 」 は 何で す 


か 。 


(4) 筆者 は 子供 を 観察 し な が ら そ の 子供 の こと を どう 思い まし た か 。 


(5 ) 筆者 は な ぜ コ ン ビ ニ に 来 た 女性 を 男の子 の 母親 に 違い な いと 思っ た の で すか 。 


(6 ) 筆者 は どう し て 最後 に 「 自 分 は ほか の 人 に どう 思わ れ て いる の か 」 と 考え た の 
で し ょ うか 。 


(7 ) この エッ セー を 読ん で 、 お も し ろか っ た 点 は 何で すか 。 ま た 、 つ ま ら な か っ た 
の は どん な と ころ で すか 。 自由 に 話し て くだ さい 。 
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く ぐ 読 解 の スキ ル > 


エッ セー の 読み 方 、 楽 し み 方 
展開 の 意外 性 、 文 章 か ら 状 況 や 心理 を イメ ー ジ する 


く 話 し の 展開 > 
1. と と 思っ た ら 、・ 
の に い 実 RNNSKN 
3. ~~ と いう わけ で は な か っ た 
4 RC が CE の も 天 き 放 


く 情 景 描 写 > 
いか に も て らし い 
EN 
SN Ni に Ep 
振 態 語 
動作 の 展開 
間接 的 な 描写 と その メッ セー ジ 
例 「 た ば こ を 一 本 弘 い 終わ ら な いう ち に ・・・ 


< 心理 描写 > 
1. と わけ に は いか な い 
2. て に ちがい な いと 思っ た 
3. 動詞 や 形容 詞 
例 「 迷 う 」 
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